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６ 翁長学議員 １．道路整備について 85p～86p
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３．施政方針について

10 安村達明議員 １．真謝部落道路（農道）整備について 106p～107p

11 島袋完英議員 １．行財政改革の達成度について 107p～116p

２．農業の振興について

３．漁業の振興について
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５．航空路線の機種変更に対する対応について
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平成24年第１回久米島町議会臨時会

会 議 録 第 １ 号

招 集 年 月 日 平成24年２月20日 （月曜日）

招 集 の 場 所 久 米 島 町 議 会 議 事 堂
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３番 平 良 義 徳 10番 饒平名 智 弘
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欠 席 名 ５番 宇江原 総 清 12番 仲 村 昌 慧

６番 安 村 達 明 13番 玉 城 安 雄

７番 喜久村 等 14番 喜久里 猛

（不 応 招）

欠 席 議 員

会議途中退席議員 番 番

開 議 後 出 席 議 員 番 番

公 務 欠 席 議 員 番 番

番

会 議 録 署 名 議 員 10番 崎 村 正 明 10番 饒平名 智 弘

職務のため会議に 職 名 氏 名 職 名 氏 名

出席した者 事務局長 桃 原 秀 雄

書 記 大 城 良 乃

地方自治法第１２１条により説明のため議場に出席した者の職氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 平 良 朝 幸 教 育 課 長

副 町 長 環 境 保 全 課 長

教 育 長 建 設 課 長 盛 本 實

総 務 課 長 仲村渠 一 男 産 業 振 興 課 長

町 民 課 長 農業委員会事務局長

プロジェクト推進室長 中 村 幸 雄 上 下 水 道 課 長

税 務 課 長 消 防 長

福 祉 課 長 久 米 島 博 物 館 長

会 計 管 理 者
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 喜久里猛

おはようございます。これより本日の会議

を開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 喜久里猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、９番崎村正明議員、10番

饒平名智弘議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 喜久里猛

日程第２、会期の決定を行います。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日２月20日の１日間

としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 喜久里猛

異議なしと認めます。

したがって、会期は本日の１日間に決定し

ました。

日程第３ 町道山城1号線の廃止について

○ 議長 喜久里猛

日程第３、議案第１号町道山城1号線の廃

止についてを議題とします。本案について提

案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

おはようございます。

それでは議案第１号町道山城１号線の廃止

について、道路法第10条の規定により、次の

とおり町道の路線を廃止する。

記

路線番号 118

路 線 名 山城１号線

起 点 久米島町字山城285番

終 点 久米島町字山城1091番

経 過 地 山城

平成24年２月20日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

町道山城１号の路線を廃止するには、道路

法第10条第３項の規定により議会の議決を得

る必要がある。

これがこの議案を提出する理由である。

なお２枚目に路線図を添付しています。ご

審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

討論はありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから、議案第１号、 町道山城1号線の

廃止についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。
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（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。したがって、議案第１号、

町道山城１号線の廃止については、原案の

とおり可決されました。

○ 議長 喜久里猛

以上で本臨時会に付議されました事件は全

て終了しました。

これで平成24年第１回久米島町議会臨時会

を閉会します。

お疲れさまでした。

（閉会 午前10時05分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。
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及 び 宣 言 散 会 ３月７日 午後２時25分 議長 喜久里 猛

応 招 議 員 議席番号 氏 名 議席番号 氏 名

出 席 議 員 １番 棚 原 哲 也 ８番 島 袋 完 英

２番 幸 地 猛 ９番 崎 村 正 明

３番 平 良 義 徳 10番 饒平名 智 弘

出 席 14名 ４番 翁 長 学 11番 山 里 昌 輝

欠 席 名 ５番 宇江原 総 清 12番 仲 村 昌 慧
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開 議 後 出 席 議 員 番 番

公 務 欠 席 議 員 番 番

番

会 議 録 署 名 議 員 11番 山 里 昌 輝 12番 仲 村 昌 慧

職務のため会議に 職 名 氏 名 職 名 氏 名

出席した者 事務局長 桃 原 秀 雄

書 記 大 城 良 乃

地方自治法第１２１条により説明のため議場に出席した者の職氏名
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第６ 議案第３号 平成23年度久米島町国民健康保険特別会計補正予算 24p

（第４号）について

第７ 議案第６号 平成23年度久米島町下水道事業特別会計補正予算（第５号） 26p

について
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散会 48p
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 喜久里猛

おはようございます。３月定例会の開会に

先立ちょっとだけ挨拶を申し上げます。

本定例会は町長の施政方針をはじめ平成24

年度の当初予算を審議する重要な議会であり

ます。

執行部におかれましては、議会運営及び議

会審議が円滑に行われますよう議案等の説明

にあたっては関係資料等を十分準備して臨ん

でいただきたいと思います。

また各議員におかれましては、本会議にお

いて十分審議を尽くされ適正妥当な議決に達

せられますようお願申し上げて、開会の挨拶

といたします。

ただいまから平成24年第２回久米島町議会

「定例会」を開会します。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 喜久里猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、11番山里昌輝議員、12番

仲村昌慧議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 喜久里猛

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日３月７日から３月

23日までの17日間としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 喜久里猛

異議なしと認めます。従って、会期は本日

３月７日から３月23日までの17日間に決定し

ました。

日程第３ 議長諸般の報告

○ 議長 喜久里猛

日程第３、議長諸般の報告を行います。

平成23年12月21日から私が出席しました会

議等の内容をお手元に配布してありますの

で、ご覧になっていただきたいと思います。

次に、地方自治法第235条の２第３項の規

定により、例月現金出納検査の結果をお手元

に配布してあります。朗読は省略します。

次に、町長から平成23年12月以降の町政一

般報告書が別紙のとおりありましたので、お

手元に配布してあります。朗読は省略いたし

ます。

これで諸般の報告を終わります。

日程第４ 町長施政方針

○ 議長 喜久里猛

日程第４、これから町長の施政方針を行い

ます。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

みなさんおはようございます。私の方から

平成24年度施政方針を読み上げまして皆さん

にご報告を申し上げたいと思います。

平成24年度施政方針

はじめに

平成24年３月議会の開会にあたり、町政運
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営に対する私の所信を申し上げます。

我が国の経済は、長引く円高による輸出企

業の収益減、企業の海外移転による産業の空

洞化など、非常に厳しい状況が続いておりま

す。このような状況で昨年３月11日に発生し

た東日本大震災は日本の歴史上、未曽有と言

われる大災害となり、経済再建をますます困

難なものとしています。

経済の先行きが不透明な中にあって、久米

島町は、少子高齢化、人口減少など過疎化に

歯止めがかからず、その対策としての産業の

創出や雇用の確保など大きな課題を抱えてい

ます。これらの課題を克服するため、喫緊の

経済対策を実施しながら、大所高所かつ中長

期スパンでの産業戦略の立案と実行が求めら

れています。

まず、各分野の方針説明前に、特定プロジ

ェクトについてご説明申し上げます。平成18

年度の久米島町新エネルギービジョン及び平

成22年度の深層水複合利用基本調査で検討を

進めてきました海洋深層水温度差発電につい

ては沖縄県が事業主体となり実証試験を行い

ます。町においても、発電後の深層水冷熱を

利用した野菜栽培研究施設を設置するととも

に、産学官一体となった研究拠点づくりに取

り組んでまいります。また、平成22年度から

久米島商工会と連携しながら計画を進めてき

たコミュニテイＦＭ局についても、国から放

送予備免許が交付されました。開局後は行政、

防災情報発信など、ＦＭ局の利活用を積極的

に推進してまいります。

次に、これまでの内閣府沖縄担当部局にお

いて一括計上されていた国庫支出金が統合さ

れ、新たに沖縄振興特別調整交付金（一括交

付金）が創設されました。当該交付金を活用

して、久米島町第一次総合計画及び沖縄21世

紀ビジョンで掲げた将来像実現に向けて取り

組んでまいります。

１．行財政改革の推進

平成25年度から平成29年度にかけて、合併

特例の交付税算定替えが行われ、交付税が現

在の額よりも約6億8千万円減少します。これ

に対応するため、第２次集中改革プランを策

定し、同プランに基づき行財政改革を推進し

ます。重点実施事項として、次の事項に取り

組んでまいります。

①税、手数料、財産収入等の歳入の確保

②職員定数の見直し

③事務事業の民営化、指定管理者制度への移

行、事務事業の業務委託推進

④公共施設の統廃合や事務事業の見直し

２．産業の振興

（１）農業の振興

本町の基幹産業である農業は、引き続き、

主要産業として位置づけし、積極的に振興を

図ってまいります。農業を取り巻く環境は、

依然として厳しく、環太平洋経済連携協定（Ｔ

ＰＰ）交渉参加問題、農業従事者の高節化と

担い手不足の問題さらに農業資材等の高騰に

より依然として経営が圧迫されるなど、大変

厳しい状況にあります。

現状を打開するためには、積極的な担い手

育成対策を進めていくと同時に栽培技術や経

営技術の改善向上など、関係機関との連携強

化を図りながら取組んでまいります。

さとうきびについては、４月・５月の成長

期に低温や日照不足に加え例年にない早い時

期での相次ぐ台風の襲来により、大幅に減収

が見込まれる中で今期製糖を迎えており大変

厳しい状況にあります。さとうきび生産農家
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の高齢化と担い手不足についても大変深刻な

問題であります。また、地力低下による減収

も大きな課題となっていますので、収穫体制

の強化や堆肥センターの活用を図りながら反

収増加による生産拡大を図ってまいります。

野菜、花卉、果樹栽培については、土地条

件を生かしながら生産拡大を推し進め、引き

続き栽培技術の向上による安定的な所得向上

を図り、担い手農家の育成、後継者の育成等

に努めてまいります。特に野菜生産対策につ

いては、初期投資のかからない露地野菜を中

心として生産拡大を推進してまいります。

畜産については、昨年は口蹄疫問題で厳し

い対応をせまられていましたが、その後は肉

用牛のセリ価格も上昇傾向にあり明るい兆し

が見えてきました。

しかし畜産農家にとっては、まだ生産資材

の高騰などで大変厳しい状況には変わりがあ

りません。今後とも関係者が連携を取りなが

ら久米島ブランド牛として定着が図られるよ

う尚一層、品質改善向上の取組みを行ってま

いります。

特殊病害虫防除対策については、現在、国

・県が防除を実施しているアリモドキソウム

シ、イモゾウムシについては、引き続き、防

除事業を実施してまいります。アリモドキゾ

ウムシについては、本年度に国の確認作業に

より根絶宣言がなされる見込みであります

が、根絶確認作業を計画通り実施していくた

めには島外からの寄生植物の持ち込みによる

再発防止対策が必要であり、地元住民のご協

力がたいへん重要であります。町民への啓蒙

活動を推し進めながら国、県と歩調を併せ事

業推進を図ってまいります。合わせて甘蔗栽

培についても積極的に生産振興を図ってまい

ります。

堆肥化施設については、畑作物栽培の基本

的な部分である地力増進対策に向けて、有効

的な活用が図れるように取組みを図ってまい

ります。

また、本町の重要課題として食の安心、安

全の推進を図ると同時に循環型農業を目指

し、地域で取れたものは地域で消費する地産

・地消運動を推進してまいります。

（２）漁業の振興

漁業は、農業と共に島の基幹産業であり、

引き続き、漁業後継者の育成や所得向上に積

極的な振興を図ってまいります。これまでパ

ヤオ（浮魚蕉）漁業を主とした漁業の推進を

図っておりますが、長期的な漁場を確保し、

マグロなどの水産物が安定した水揚げできる

ように中層浮魚礁設置事業を、引き続き計画

的に事業を実施してまいります。

モズク養殖については、販路開拓を行い安

定的な養殖栽培ができるように推進を図って

まいります。

また、車エビ養殖についても車エビ産地協

議会を中心にＰＲ活動を図りながら販路拡大

に努めてまいります。

水産物の安定生産を図るためには、水産物

保存施設や２次加工施設の整備、直売所など

の施設整備も重要な課題であり、計画的に事

業を進めてまいります。

（３）商工業の振興

日本全体が大変な不況化にあり、久米島に

おいてもその対策が最重要課題となっており

ます。物価が安く、高級品が売れないデフレ

の状態は、久米島の商工業にも大きな打撃を

与えております。その現状打開のため、久米

島商工会と連携し資金や雇用面などの改善策
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として、国や県のセーフティネットなど、支

援制度の活用を推進してまいります。

また、農商工連携による新たな特産品開発

や販路開拓にも重点的に取り組んでまいりま

す。

さらに本町の有望な地域資源である海洋深

層水関連の事業拡充を図るとともに、全国の

海洋深層水取水地域との連携を図り海洋深層

水全国展開事業を進めてまいります。

伝統織物工芸品の久米島紬も全国的な不況

のあおりを受け販売不振が続いております

が、自然・伝統文化を活かした交流促進事業

や久米島紬販売促進事業、後継者育成事業な

どを実施し消費者ニーズにあった商品開発も

進めながら新たな販路開拓も視野に入れ、積

極的な事業展開を図ってまいります。

（４）観光産業の振興

全国的な不況が続く中で起きた東北大震災

や原発事故による放射能被害は、観光業界に

大きな打撃を与えました。久米島においても

東北大震災以降、団体ツアー客が大幅に減少

し、観光関連産業が大変厳しい状況にありま

す。

観光の低迷は、他の産業や久米島経済に大

きな影響を及ぼしており、このような状況を

打開するため、観光誘客プロモーション施策

の展開や受け入れ態勢の強化など、観光協会

との連携を図りながら対策強化を図ってまい

ります。

島の魅力ある観光資源を充分に活かし、島

の学校やバーデハウス久米島、体験プログラ

ムなどの利用促進、食物アレルギー対応や高

齢者対応旅行など目的型観光の推進を図って

まいります。

（５）交通の確保

航空路と海上航路は住民のライフラインで

あり、運賃低減については引き続き国、県と

連携しながら実施してまいります。また、大

量輸送手段の一つである高速船についても導

入検討委員会を発足し、関係機関と協議を行

いながら早期の導入に向けて取り組んでまい

ります。

３．教育・文化行政の充実、人材育成の推進

平成24年度からスタートする沖縄県の学力

向上主要施策『夢・にぬふぁ星プランⅢ』を

踏まえ、本町でも『わかる授業』の構築によ

る『確かな学力』の向上に取り組んでまいり

ます。

学習支援体制につきましては、教職員の資

質向上のための研修会の開催、各学校情報化

の整備、各種検定補助制度の充実、英語教育

の充実を図るための非常勤英語講師の配置・

ＡＬＴの配置、特別支援教育の支援体制の強

化を図るための特別支援教育支援員の増員や

スクールカウンセラーの配置による不登校や

いじめ対策のほか、スポーツ・文化面での派

遣・交流活動にも支援してまいります。

学校統廃合につきましては、保護者や地域

の理解も得ながら、目標年次での統廃合が実

現できるように取り組んでまいります。

社会教育においては、ヤングフェスティバ

ルや新春書道展、各種講座や体験活動事業の

展開など従来の事業を継続してまいります。

また、交流事業として、なかさと交流・海外

ホ一ムステイを継続実施するほか、佐賀市と

の中学生交流事業を新たにスタートさせる計

画です。文化振興につきましては、久米島古

典民謡大会の開催のほか、久米島民俗芸能保

存会の活動も支援してまいります。

老朽化した給食センターの改築について
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は、用地選定等具体的な作業に取り組んでま

いります。また、給食食材の地産地消につい

ても島内の生産法人等と連携しながら取り組

んでまいります。

博物館及び文化財行政については、博物館

活性化事業、久米島紬公開活用事業、史跡等

埋蔵文化財公開活用事業、具志川城跡整備事

業、文化遺産保存活用事業を実施し、本町の

貴重な文化遺産の保存を図るとともに、観光

振興、・地域活性化への活用を図ってまいり

ます。また、歌碑建立事業を実施し昔を語る

琉歌の保存伝承を図ってまいります。

久米島高等学校園芸科の廃科問題について

は「久米島高校課題検討委員会」を発足して

おり、本会では現状の課題を抽出しその解決

に向けた支援を継続してまいります。また、

人材育成の観点から「久米島高校の存続・発

展を考える会」と連携しながら久米島高等学

校全体の発展に向けて取り組んでまいりま

す。

４．福祉の充実

町民福祉の充実につきましては、保健・医

療・福祉サービスの連携による地域福祉の充

実を図り、すべての町民が安心して健率かに

暮らせる福祉のまちづくりに積極的に取り組

んでまいります。

母子保健及び児童福祉につきましては、従

来の児童、生徒に対する各種予防接種に加え、

昨年度同様に乳幼児を対象とした「ヒブワク

チン」・「小児肺炎球菌」、中学１年生から高

校１年生の女子を対象とした「子宮頭ガン予

防ワクチン」の接種に対する助成を継続実施

してまいります。

また、妊婦から乳幼児までの各種教室や健

診の実施、乳児の訪問指導、整肢療護園によ

る巡回相談等を実施し妊産婦・乳幼児の健康

管理や発達障害児の支援に努めていきます。

出産助成金につきましては、不妊治療にかか

る費用及び沖縄本島への渡航費の助成も含め

「妊娠・出産助成金」と改め、若者の経済的

負担の軽減を図り、少子化対策を行ってまい

ります。

保育行政につきましては、益々多様化、複

雑化してくる保育ニーズに迅速かつ的確に対

応していくため、公立保育所１カ所・私立保

育園３カ所で対応してまいります。

健康づくりについては、妊婦健診、乳幼児

健診、学校健診、特定健診、長寿健診等ライ

フステージ毎の健診やがん健診等を充実さ

せ、各機関と連携の上、受診率の向上に努め

てまいります。また、健診結果に基づいた健

康づくり事業を一体的に取り組んでいくこ

と、特に「生涯にわたる健康管理システムの

構築事業」では小学５年生から高校生までの

健診結果から食育へと発展させ未来を担う子

どもたちが自らの健康を守ることができるよ

う関係機関と連携し対策に取り組んでまいり

ます。さらに久米島町国民健康保険の赤字の

一因ともなっています生活習慣病の予防改善

のために運動実践指導者､栄養師、保健師、

看護師等の専門家が一丸となり保健指導に力

を入れてまいります。

公立久米島病院につきましては、町民が安

全、安心できる医療の確保、プロ野球キャン

プ誘致等、島内経済へも大きく貢献してきま

した。４月から公益社団法人地域医療振興協

会が管理運営することになりましても、これ

まで以上に連携を図ってまいります。

国民健康保険事業は、医療費の増加や保険

税徴収率の低下等により厳しい財政状況が続
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いております。医療費の増加を抑制するため

には、町民の健康増進が重要と考え、特定健

診の受診率向上に努め適切な保健指導と重症

化予防のために早期の外来受診を勧奨してま

いります。保険税の徴収率の向上を図るには、

積極的に滞納処分等に取り組み公正公平な自

主財源の確保と国民健康保険財政の健全化に

努めてまいります。

国民年金事業は、日本年金機構と連携して、

保険料の納付が困難な町民に対しては納付猶

予や申請免除の勧奨を行うと共に10月１日か

ら３年間施行される「年金確保支援法」に基

づき、納付可能期間が10年間に延長された保

険料の納付によって受給権を得られる方への

制度周知をはかって年金受給権の確保に努め

てまいります。

高齢者福祉につきましては､配食サービス

事業やふれあいコール事業を活用し、一人暮

らし高齢者や高齢者世帯の安否確認を行いな

い、高齢者の安心･安全の確保に努めてまい

ります。また、高齢者に対する権利擁護事業

を推進し、安心して地域で暮らせる体制を作

ります。認知症施策を重点課題として、本人

とその家族を支える仕組み作りを行い、地域

資源の活用を図っていきます。さらに認知症

予防としまして生活習慣病の重症化予防に努

めてまいります。

介護保険事業につきましては、第５期介護

保険事業計画が本年度よりスタートしま

す。第５期事業計画における特徴としまして

は､地域密着型サービスにおけるグループホ

ーム通所型介護（３名）とショートステイの

増床（５床）を計画に掲げてございます。

更に第４期事業計画で策定した小規模特養

施設及び小規模多機能施設の整備も整い、５

月１日開設に向け準備を進めているところで

す。

これからも介護保険受給者及び受給額の増

加が予想されることから介護保険事業の果た

す役割が年々高まり、介護保険料についても

負担増になりますが、誰もが住み慣れた地域

で自立した生活を続けていくためには、適切

なサービスの供給と、地域全体で高齢者を支

えていくことが大切です。

障害者福祉につきましては､地域活動支援

センター及び障害者相談事業を久米島町社会

福祉協議会に業務委託し、障害者の居場所づ

くり、就労移行支援の場として機能強化に努

め、障害者及び家族の相談、情報の提供と援

助を行ってまいります。

５．環境保全と地域美化

豊かな自然環境の中で、快適で潤いのある

活気に満ちた生活を営むことは町民みんなの

願いであり、そのための住みよい環境づくり

は、行政に課せられた重要な責務であります。

一般廃棄物処理について、現代社会は大量

生産、大量消費、大量廃棄という浪費型の生

活様式になり排出されるゴミの量も年々増大

しております。これからも廃棄物の減量化や

適正処理及びゴミの不法投棄対策の監視等に

努めてまいります。

赤土等流出防止対策についても、監視体制

や指導強化を引き続き行います。

地域美化については、公共施設及び町道や

公園、観光地等の環境美化作業を強化します。

また、緑化推進につきましても久米島に自生

している花や花木等を保護増殖し、島の在来

花木を年中楽しむことが出来る拠点づくりを

国・県の事業等を活用しＮＰＯ法人及び地域

住民・ボランティア団体とも連携しながら緑
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花を増やしてまいります。

島の景観保全については、現在、景観計画

を策定中ですが、次世代へ良好な景観を残す

ためにも町民の皆様の意見を拝聴しながら景

観条例を策定してまいります。

６．基盤整備

住環境、産業振興の基盤となる県道整備へ

の支援及び町道整備、農道整備について全力

を傾注して取り組んでまいります。

本町の町道整備については、一定の整備率

に達しているものの未だに未整備な道路が残

されており、継続事業の工事促進に取り組み

と共に新規事業の導入に向けても鋭意取り組

んでまいります。具体的には、継続事業で進

めている久米島縦断線道路改良工事の進捗を

促進し、事業効果を早期実現できる様に努力

いします。また、これまで懸案であった大原

地域における通学路の安全確保及び観光施設

へのアクセスを目的とした大原下線の工事に

着手いたします。また、老朽化や塩害損傷に

より荷重支持機能が著しく低下していて通行

の安全上これまで約１年以上通行止めをして

いた「銭田橋」の改修に向けての調査設計を

開始いします。

農村地域関連整備事業につきましては、農

業後継者不足対策として、比屋定・大岳地区

において中山間地域総合整備事業を継続的に

進めてまいります。

畑地かんがい施設の老朽化等々により施設

の維持管理費の増大により土地改良区の経営

を圧迫しているため、その経費軽減を目的と

して地域農業水利施設ストックマネージメン

ト事業により施設更新を行います。

漁港関係の整備として、漁港地域整備交付

金事業により鳥島漁港及び儀間漁港に於いて

漁業従事者の安全確保と就労環境の改善を図

るためのインフラ整備を継続して行って行き

ます。

民生安定施設整備事業では町民の健康増進

や福祉及び観光客との交流の場として、儀間

・嘉手苅地先にパークゴルフ場の建設工事を

継続的に推進してまいります。

県営事業の支援として、圃場や農作物への

水害解消、農家所得の向上と農業経営の安定

確保を目的とした県営かんがい排水事業（銭

田地区・カンジン第３期地区）の工事進捗の

促進に向けて取り組んでまいります。また、

耕土流出防止及び環境保全を目的とした県営

水質保全事業（宇江城地区）の事業推進に向

けても強力に支援してまいります。

下水道事業は、字真謝地内の整備を実施し、

委託においては、字銭田地域の実施設計、長

寿命化事業の詳細設計を実施します。字儀間、

字嘉手苅地域についても事業実施に向け変更

認可の手続きをしてまいります。また、接続

率向上に向けた取り組み及び未収金の徴収に

ついても取り組みを強化します。

水道事業については生活する上で欠かせな

いライフラインであり安全な水を安定的に供

給するためにも、20年以上を経過している各

施設の機器については計画的な整備を行って

まいります。

７．消防・防災行政

東日本大震災を踏まえ、各地で防災対策の

強化を図るための取り組みがなされていま

す。本町の消防としましては、今後も総力を

挙げて各種災害の予防と被害の軽減に努め、

貴い人命や貴重な財産を守るため口々の訓練

の積み重ねをはじめ、資機材の整備強化に取

り組んでまいります。
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救急業務につきましては、救命率の向上、

傷病者の負担軽減など質の高い救急医療を住

民に提供するため、計画的に病院実習や追加

講習を実施します。又応急手当の普及活動に

おいても実際に住民による応急手当の救命効

果の事例が得られており、本年度も継続して

応急手当の普及啓発を推進します。

町内の建物（防火対象物）や危険物施設の

消防設備や避難設備等が適正に維持管理され

るよう予防査察など計画的に立ち入り検査を

実施し、防火管理意識の高揚を図ります。個

人住宅に設置が義務化された住宅用火災警報

器の設置推進活動を継続します。

地域防災の強化につきましては、消防団の

地域密着力、要員動員力、即時対応力などの

特性を有効的に活用するための消防団活動を

強化します。又各区自主防災会で助け合う機

能を充実させるため、自主防災会用資機材及

び災害応急対策に必要な防災備蓄用品を順次

整備します。これに伴い機材及び備蓄用品の

取り扱い方法を徹底させ、「自分たちのまち

は自分たちで守る」という区民主導の自主防

災組織の育成強化に取り組み、災害に強い島

づくりの一層の推進に役立ててまいります。

よって、平成24年度予算案の総額は、次の

とおりであります。

一 般 会 計 7,361,185千円

国民健康保険特別会計 1,305,101千円

後期高齢者医療特別会計 73,799千円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 296,460千円

水 道 事 業 会 計 379,263千円

合 計 9,415,808千円

以上、平成24年度の町政運営にあたり私の

所信や予算案などについて、述べてまいりま

した。今、日本は政治も経済も大変混迷を深

めており、数年先さえ見通せない、不安ばか

りが先立つ大変な時期を迎えております。

その中で、小さな島が生き抜くためには、

皆様と一緒に知恵を出し合い、協力しながら

行う協働のまちづくりが求められます。

これからも子どもたちが明るく元気で、若

者が将来に夢を持て、お年寄りが安心して暮

らせるまちづくりに一生懸命取り組んでまい

りますので、町民の皆様と議員各位のご理解、

ご協力をお願いして私の施政方針といたしま

す。

平成24年３月７日

久米島町長 平良朝幸

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで町長の施政方針を終わります。

日程第５に移ります。

日程第５ 平成23年度久米島町一般会計補

正予算（第５号）について

○ 議長 喜久里猛

日程第５、議案第２号、平成23年度久米島

町一般会計補正予算について議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

おはようございます。それでは、議案第２

号、平成23年度久米島町一般会計補正（第５

号）の概要について申し上げます。

平成23年度久米島町一般会計補正予算（第

５号）概要につきましては、歳入歳出をそれ

ぞれ3千256円を減額し、総額75億9千281万円

といたします。

予算書の７ページをお開き下さい。歳入歳
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出の主な内容についてご説明いたします。歳

入につきましては、町税の個人分が930万5千

円の減額となっており、固定資産税について

は637万9千円の増額となっております。地方

特例交付金については、1千194万8千円の増

額となっております。

予算書の８ページ目に入ります。農林水産

費、国庫補助金については、農業体質強化基

盤整備促進事業が8千万円を計上します。

土木費、国庫補助金については、久米島縦

断道路整備事業が800万円の減額、大原下線

道路改良工事が2千343万円の減額となってお

ります。

予算書の９ページ目に入ります。農林水産

業費、県補助金は中山間整備事業が3千499万

2千円の減額。農業水利ストックマネージメ

ント事業が仲里中部と具志川南部合わせて4

千206万円の減額となっております。

畜産振興費補助金では、肉用牛拠点産地生

産強化緊急支援補助金として149万8千円を計

上しております。

この事業は、こでまで目視により発情徴候

の確認を行っていますが、実際、機会を誤り

出産サイクルに遅れが生じ運営コストが上昇

していくため本事業を導入して農家のコスト

低減と出産率増加を目的とし実施します。

予算書の11ページ目に入ります。町債につ

いては、合併特例債、過疎対策事業債、辺地

対策事業債の借り入れ限度額を事業の進捗状

況を踏まえて変更しております。

続きまして12ページ、歳出に移ります。主

な内容につきましては、障害者福祉費の久米

島町福祉センター新築工事設計委託料が平成

24年度に実施することから1千729万2千円を

減額しております。

予算書の18ページ目に入ります。農地費の

工事費については、それぞれ事業の進捗状況

に応じて中山間地域総合整備事業が3千万円

の減額、農業水利ストックマネージメント事

業が4千500万円の減となっております。

新規事業としましては、農業体質強化基盤

整備促進事業が1億円を計上しております。

この事業は各地域から要望のある農道整備に

ついて舗装整備等を実施していきます。

その他の事業については、19ページ泊フィ

ッシャリーナ浮き桟橋工事が1千181万6千円

の減額。

20ページ目、大原下線道路改良工事が3千1

0万円の減額となります。

最後に財政調整基金に3千805万2千円を計

上しております。

以上が平成23年度久米島町一般会計補正予

算（第５号）の主な概要となっております。

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

歳出の方でちょっと確認したいと思いま

す。７款１項３目19節、シュガーライド久米

島実行委員会100万円計上されています。

それと７項10目のプロ野球対応費でプレハ

ブ等の使用料約224万計上されています。町

が中心になって観光事業等するのは多いに賛

成なんですが、評価はしています。しかしな
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がらこの２つとも既に終了しているシュガー

ライドについては３月３日、４日で終了して

いますよね。どういった経緯で計上してある

のか、そこらへんの説明をお願いしたいと思

います。

もし、議会承認の事項となっていますので、

議会が承認しなければ財源は何処から持って

くるか、そこらへの説明をお願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

シュガーライド久米島大会の町負担として

計上しております100万円ですが、これにつ

いてはシュガーライド久米島サイクリングイ

ベントを実施するにあたっては、取り組みが

十分でなくて実際に参加決定するまでに時間

がかかりまして、10月に入ってやっとこの大

会をシュガーライドイベントを開催しようと

することが決まりまして、それから実行委員

会の立ち上げで、実行委員会の立ち上げが１

月になって、その後、負担金の話が抜けてお

りまして、本当は12月にそれを上げて議会に

提案して承認を貰うべきだったんですが、こ

れが遅れてしまったということで大変申し訳

ないと思っております。

プロ野球対応事業費の224万円、これにつ

いては、これも東日本大震災の影響で、これ

まで予定していた見積がプレハブが準備でき

ないということで、どうしてもその分の経費

が膨らんでしまったということで、その分が

増えているということになっています。

○ 議長 喜久里猛

13番 玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

シュガーライドについては対応が遅れたと

いうことですが、説明する機会は全員協議会

とかもありますので、ぜひ予算に計上すると

きには説明していただいて議員の皆さんの承

諾を得るというかたちでお願いしたいと思い

ます。

プロ野球対応についても多いに私はこうい

う観光産業とか、町の政策を評価しておりま

すので、これからも一所懸命頑張っていただ

きたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

町税の補正若干されておりますけれども、

これは調定額とみていいでしょうか。今回の

補正全体の金額は調定額を押さえての増税な

のか。

それと14ページ、いまさっき副町長から説

明がございましたけれども、久米島町福祉セ

ンター新築工事設計委託料、これは全額24年

度ですか、今回は全額繰越ということでしょ

うか。

それと農業体質強化基盤整備促進事業、こ

れは農道ということで、説明がありましたが、

何路線なのか、お願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

平田明税務課長。

○ 税務課長 平田明

ただいまの幸地議員の質問に関して、町税

の補正に関してなんですが、町税の予算に関

しましては、予算作成時において去年の11月、

12月の時点での予算作成になりますので、３

カ年の徴収実績で平均で当初予算を作成して

おります。

今年の年度末の調定額や前年度の徴収率、

その時点での徴収状況を参考にして最終補正
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を行っております。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

14ページの久米島町福祉センター新築工事

の委託の減について説明をします。これにつ

いては、町の合併特例債がちょうど期限切れ

だということを踏まえて、今年度中にやらな

いといけないということを考えてやっていま

したけれども、これが延長できるということ

で、町の財政状況等も勘案して23年度は減額

にして、24年度新たに県の方に合併特例債を

申請して、それで実施をしたいということで

今回は減額をするということになります。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

農業体質強化基盤整備促進事業ですけれど

も現在のところ３路線は計画しています。た

だ問題なのは、これから設計いれますが、そ

の工事費によって２路線になる可能性があり

ます。残りは、新年度に持ち越すということ

です。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

細かい設計だとか、用地とか工事について

は、これから調整するということですか。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

そうですね。３月中に委託をかけて、繰越

になるんですが、これから工事費がどれぐら

いになるのか、用地がどういうかたちでかか

ってくるかということに対して、これから調

査に入ります。

○ 議長 喜久里猛

12番 仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

先ほどの同僚議員と全く同じ質疑をするん

ですが、私なりに質疑させていただきます。

まず、20ページの７款の19節のシュガーラ

イドについてでありますが、これは年度途中

で入ってきた事業で、当初、県の方で企画運

営をするという内容の話も聞いたんですが、

その経緯について、10月に決定したと、しか

し実行委員会の立ち上げは、１月であったと

予算が既に３月４日に事業を終えて予算の補

正が今日、上がっているということについて、

ちょっとこの予算の執行の仕方が適正じゃな

いということを、運営委員会で申し上げまし

た。議会の決議なしの予算執行というのは、

これは適正でないんですよ。

昨年の３月議会にも僕申し上げました。楽

天の医師派遣費が３月議会に計上されまし

た。そのときも次年度からは早い時期に計上

しますということで答弁がありましたが、こ

れが全く改善されていない。

そして、その下の方のプレハブの使用料に

ついても平成22年度、23年度の当初予算は40

6万でした。今回増額になった200万円余りの

理由を示してほしいということ。

それから両方とも補正の計上の仕方が適正

であるかということ、この２点についてお伺

いしまうす。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

シュガーライド久米島サイクリングイベン

トですが、当初、県の事業に申請してやたん
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ですが、まだ応募して２番目ということで、

これが通らなかったということです。そのあ

と日本旅行の方から久米島で、ぜひサイクリ

ングイベントを今後も続けていきたいという

ことで、話がありました。久米島で、このイ

ベントをやれば一つの観光誘客に繋がるとい

うことで、ぜひ支援してやりたいということ

で、経費も日本旅行の方でほとんど負担して

やりたいということで、いろいろ調整した結

果やりましょうということで、関係者と地元

の受入態勢の実施の広報をやったのが、先ほ

ど説明したとおり10月に決定したということ

ですね。

その決定した後、この受入態勢とか、実行

委員会の体制とかいろんな準備がその間ずっ

とありまして、先ほども申し上げたんですが、

12月に本当はこの金額がはっきりして議会に

提案してやるべきだったと思っているんです

が、前にも指摘されたところでありますが、

大変申し訳ないと思っております。

プロ野球についてもプレハブ使用料、これ

も事業を進めて準備している中で、この問題

が出てきまして、これも東日本大震災の影響

でプレハブを今までの見積通りできないとい

うことで、その調整をした結果、やはり新し

いプレハブが沖縄まで回ってこないという状

況がありまして、それを再度見積を調整した

結果、この時期になってこれがわかったとい

うことですね。それで今回、補正で上げざる

を得なかったということであります。よろし

くお願いします。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

まず、申し訳ないで、これですませる問題

ではないと思うんですよ。この10月に決まっ

た時点で、11月に補正あげなければできませ

んよという、それだけの認識を持つべきだと

思うんですね。それが間に合わなければ、こ

の事業もできませんよと。それだけの認識を

持たないとできないんですよ。議会をあまり

にも軽視しているんですね。

町長にお聞きします。予算というのは、議

会の議決を得て確定して執行するわけですよ

ね。今まで非常に安易な考え方じゃないかな

と、まず事業を執行したあとで補正で上げて

やれば予算取れますというそんな安易な考え

方持っているんじゃないかと、去年も指摘し

ましたこれも改善されていません。

町長これに対してどうお考えですか、決済

を町長認めたんだから町長にも責任あります

よ。この問題について町長どうお考えなのか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

今回のことについたは、仲村議員のおっし

ゃるとおり予算を付けてからやるということ

が前提でありますけれども県の事業が入る入

らないということで非常に待たされてそうい

う背景もあったということで、ぜひご理解を

いただきたいと思います。

今後、こういうことがないように私どもも

気を付けていきたいと思います。本当に申し

訳ありませんでした。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

もう２回目です。いつも今後こういうこと

がないようにと謝罪はするんですけれども改

善されなくては、これは議会軽視だなと、議
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会も今後こういう問題においては、厳しく対

処すべきだと思っています。

町長もぜひ職員に対しても、これを緊張感

を持って、こういうことが計上されたら町長

の決済の方で、これは認めないようにしてい

ただきたいなと思っています。

シュガーライドについては、私も開会式も

参加して、そして沿道でも応援しました。１

回大会ということでもあったんですが、選手

の皆さんは参加者の皆さんは非常に良い雰囲

気で喜んでいたという感じがします。

今回の１回大会を振り返って大きな事故が

あったのか、そして問題点があったのかどう

か、今後の評価としてちょっと町長なり担当

課の方で何かご意見があったらお願いしたい

と思います。

そして時期について、これは毎年３月の第

１日曜日に決定されるのか、今回、当初３月

４日は工場の運搬もするということも予定し

ていたんですが、幸いにしてというか、この

工場が機械の故障で休みの期間であったとい

うことで、大会が実施されたんですが、今後

とも３月の第１日曜日でやっていくのかどう

か、そこをお伺いします。よろしくお願いし

ます。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

シュガーライド久米島、１回目の初めての

サイクリングイベントだったんですが、これ

の事業実施を進めるに当たってはコースの決

定とか安全な場所のコースを何回も試走しな

がらやったんですが、実際やってみるとやっ

ぱり転倒した選手が４、５名いたということ

で、大きな怪我はなかたんですが、転倒した

方が４、５名ありました。

これはどの大会でも、このぐらいの事故は

ありますよということで、参加した皆さんか

ら話がありました。次回に向けてはそういっ

た転倒した場所とか危ない場所の対策は次回

に向けてはしっかりやろうということでの取

り組みを考えております。

あとシュガーライドのイベントなんです

が、そのサイクリングのイベントというのは

将来の久米島の観光誘客に大きな効果が出て

くるんじゃないかと考えております。これは

サイクリング協会が全国のネットワークがあ

って、大会への事前告知があると全国にその

ネットワークを通じて参加者の募集ができる

ということです。来年からは500名規模を目

標に開催する予定です。

それとその大会だけではなくて１年間とお

してそのサイクリングの各県のネットワーク

で、グループで１年間通して久米島にサイク

リングで走りに来るという方々が増えて来る

んじゃないかと、そういう期待もあります。

そういうことで観光誘客にはものすごくいい

イベントだと考えています。

開催時期については、３月が適当な時期と

いうことです。全国県内も含めてサイクリン

グの大きな大会がある間を参加するんだとい

うことで久米島にとっては３月が観光の一番

厳しい時期で、その時期に開催するのが適当

だということで、第１週に決定ということで

はなくて、３月に開催時期を決めて取り組む

ということでやっておりますので、来年につ

いてはこれから時期は決定することになりま

す。

○ 議長 喜久里猛

仲村昌慧議員の本件に関する質疑は既に３
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回になりましたが、会議規則第55条の但し書

きの規定によって特に発言を許します。

12番、仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

事業執行については、計画性持ってやって

いただきたいなと年度途中に入って進めてい

くのもいいんですが、今みたいに10月に決定

して１月にやって間に合わなかったから３月

に上げるよな絶対この議決前の執行は絶対や

っていけないと思っております。

そして３月補正に楽天キャンプの補正予算

が上がるということは、増額補正はあり得な

いことなんですよ。減額か組み換え補正だと

思うんですよ。もう事業終わっています。そ

ういったところも町長はちゃんと、そこを決

済の中でちゃんとよく診査していただいてや

るべきだと思っております。

そういった面では今後ぜひ気を付けていた

だきたい。今後そういうことがあったら議会

としても厳しく望むべきだということで提案

をします。

○ 議長 喜久里猛

これで仲村昌慧議員の質疑を終わります。

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

私は、１問、歳入の方で９ページ、４目に

農林水産県補助金で肉用牛拠点産地生産体制

強化緊急支援補助金が入っております。

そして歳出の方で、18ページその事業に関

連して発情発見装置導入事業ということで、

計上されております。これは導入するにあた

り、農家の選定はどのようになっているんで

しょうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

この事業は牛の万歩計を付けて発情期を発

見するということで効果的な事業ということ

で導入しております。これはまた県の事業は

補助金交付の中で60頭規模以上の農家を対象

にするということで事業を進めております。

母牛60頭以上の農家は今３農家ありまして、

今回は相談したところが、高良さんと上阿嘉

の知念さんの方が前からそういう話があって

進めたということになっております。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

やはり農家の皆さんの所得向上がなされな

いと経営も成り立っていかないと思います。

いいこういう緊急措置というかたちで、計上

されて喜んでおります。他にまた何件か要望

があれば随時こういう事業があれば、どんど

ん取り組んでいって欲しいと思います。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

プロ野球の誘致で、たいへん経済効果はい

ろいろあると思うんですが、よく町民があま

りわからないのがあるんですね。というのは、

いくら入って、球団からいくら収入があるの

か、それに向けてまた町が毎年いくらずつ出

しているのか。プラスマイナス、プラスにな

っているのかマイナスになっているのか、別

の相乗効果、経済効果がたくさんあると思う

んですが、実際には私が聞いているのは、球

場の使用料200万円ぐらいだとか、いろいろ

そういう情報はあったんですが、私も実際知

らないんですね、勉強不足だと思うんですけ
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ど。実際この１年間の楽天が来たときに、町

だけの出し入れ、入ってくるのがいくらなの

か、それを聞きたいと思います。

例えば商工費でプレハブの200万とかも準

備していますよね。そういうのも合わせて、

ボランティアの弁当代とかいろいろあると思

うんですが、実際にはどうなっているのか収

支決算ですね。

それから20ページの、これも工事始まると

思うんですが、阿嘉からの縦断道路、これの

取り付けは何処までなのか、クリーンセンタ

ーの所なのか、そして病院のところまでいく

のか、それから大原線は今回の工事でどこま

でなのかお願いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

プロ野球の事業については、今、数字的な

ものが準備されておりませんので、これはま

とめて整理しまして後で説明をしたいと思い

ます。よろしくお願いします。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

楽天が使用する野球場の使用料等は平成22

年度の実績で、約340万だったと記憶してお

りますので、使用料に関しては340万という

ことでよろしいかと思います。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

久米島縦断線の終点は病院までいく予定で

今進めております。大原下線に関しては今回

から工事が入るんですが、現在工事費の積算

はしていないんですよ。その積算によって延

長が決まりますので、今のところはっきりし

たどこまでということは言えない状況です。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

17ページの11節、需用費のところで修繕料

のところで248万9千円と27節の重量税331万3

千円とあるんですが、それを説明してもらい

ます。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

需用費の修繕費を説明いたします。リサイ

クルセンターの空き缶やペットボトルを潰す

ためのコンプレッサーがございまして、その

コンプレッサーが故障しておりまして、その

コンプレッサーの修繕とコンベヤーの一部修

繕を今回行いたいと考えております。

車検に伴う重量税。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午前11時05分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前11時06分）

○ 環境保全課長 佐久田等

４トン車のクレーン車、そして環境美化に

使っているパトロール車、そしてゴミを収集

する車、約４台です。

○ 議長 喜久里猛

よろしいですか。

質問。

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

今、修繕料の話聞いたんですが、総務課と

かいろんなところに修繕料が計上されている
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が、その修繕料に説明のきちんと付いたとこ

ろと付かないとことがあってわかりにくいで

すよね。

それと21ページの住宅管理費のところに

も、修繕料が40万があったり、それから22ペ

ージの教育費の11節のところの修繕料には、

教員宿舎、事務局費とか、きちんと説明され

てわかりやすいんですが、ただ修繕料と出て

きた場合は何の修繕料かわからないわけです

から、もう少し、そこに空欄があるわけです

から、その説明を入れて議員がわかるように、

細かい方法も取ったらどうですかということ

です。

○ 議長 喜久里猛

これは回答いりませんか。

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

この歳出の説明の設定については、システ

ム上の問題もありますので、検討させていた

だきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

それでは議案第２号、平成23年度久米島町

一般会計補正予算（第５号）についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第２号、平成

23年度久米島町一般会計補正予算（第５号）

については、原案のとおり可決されました。

日程第６ 平成23年度久米島町国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）

について

○ 議長 喜久里猛

日程第６、議案第３号、平成23年度久米島

町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

についてを議題といたします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第３号、平成23年度久米島町国民健康

保険特別会計補正予算（第４号）の概要につ

いてご説明申し上げます。

予算書の１ページから入ります。

平成23年度久米島町国民健康保険特別会計

補正予算（第４号）は、歳入歳出の予算額に

それぞれ1千578万9千円を増額し、歳入歳出

の総額を13億2千848万7千円と定めます。

歳入歳出の計上概要としましては、共同事

業におきまして、交付金拠出金額が確定し、

交付金の増額及び拠出金の減額による歳入の

増となることから、前年度は繰上充当を行っ

たため歳出におきまして予備費に計上するも

のであります。

以上が、平成23年度久米島町国民健康保険

特別会計補正予算（第４号）の概要となりま

す。

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いいたします。
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（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午前11時10分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前11時11分）

他に質疑ありませんか。

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

関連しまして、今の療養給付費国庫負担金

の中で、6千700万減となっていますよね。歳

出いきまして4千500万、歳出の８ページの２

款１項一般被保険者療養給付費、そこで4千5

00万円の増になっていますよね。そのへんの

数字があったもんですからちょっとどうかな

ということで、さっき休憩のときにみたんで

すがね。要するに歳入が入って歳出が減って

いるということなんですよね。そのへんのつ

じつまが予算数字全体でどうなのかなという

ことで、先ほどから、頭をひねったんですが、

何かそれに関する歳入が減って歳出が増えた

んですか、そのことについて答弁お願いいた

します。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

１款の方の説明のところで先ほど説明あっ

たようにちょっとそこは説明が漏れているん

じゃないかなと思いますので、後ほどまた調

べて回答したいと思います。

国保については、療養給付費の決定におい

て700万余りの増ということになりますが、

これについては、国庫補助金、それから共同

事業費の交付金とか、それぞれの医療費の計

算がありまして、県から１月時点の決定通知

があって、それに合わせて予算を調整してと

いうことになります。同じように医療費につ

いても療養費これは丸々支出する部分ですの

で、その通知が来て、それに合わせて国保も

計算するんですけれども、国保だけでなく県

費も含めての計算方法になりますので、療養

費の決定があったということで、県からの各

国、県、共同事業の交付金の額の決定があっ

て、それに合わせてやったということになり

ます。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第３号、平成23年度久米島町

国民健康保険特別会計補正予算（第４号）に

ついてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第３号、平成

23年度久米島町国民健康保険特別会計補正予

算（第４号）については、原案のとおり可決

されました。

○ 議長 喜久里猛

ちょっと冷えていますので５分だけ休憩し

ます。 （午前11時15分）
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○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前11時25分）

日程第７ 平成23年度久米島町下水道事

業特別会計補正予算（第５号）

について

○ 議長 喜久里猛

日程第７、議案第６号、平成23年度久米島

町下水道事業特別会計補正予算（第５号）に

ついてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第６号、平成23年度久米島町下水道事

業特別会計補正予算（第５号）の概要につい

てご説明申し上げます。

予算書では２ページになります。

平成23年度久米島町下水道事業特別会計補

正（第５号）の予算概要は、歳入の１款使用

料及び手数料の下水道使用料400万円の減、

３款繰入金で400万円の増額により歳入歳出

それぞれ2億9千199万6千円と定める。

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

提案理由の一番下の方に指定管理者制度か

ら管理委託制度に移行するということです

が、その違いを教えてください。

○ 議長 喜久里猛

項目違いですよね。

他にありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第６号、平成23年度久米島町

下水道事業特別会計補正予算（第５号）につ

いてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 喜久里猛

挙手多数です。従って、議案第６号、平成

23年度久米島町下水道事業特別会計補正予算

（第５号）については、原案のとおり可決さ

れました。

日程第８ 久米島町漁船保全修理施設条例

について

○ 議長 喜久里猛

日程第８、議案第４号、久米島町漁船保全

修理施設条例についてを議題といたします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第４号、久米島町漁船保全修理施設条

例。

上記の議案を提出する。

平成24年３月７日提出
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久米島町長 平良朝幸

久米島町漁船保全修理施設条例。

久米島町漁船保全修理施設条例の全部を改

正する。

条例の条文について

第１条が趣旨。

第２条が施設の名称及び位置を次のとおり

とする。

これは現在あります鳥島漁港保全修理施

設、鳥島の漁港内にあります。

そして仲里漁港、漁船保全修理施設これは

仲里漁港の真泊地区にあります。

なお条文の第３条は管理。

第４条が利用の許可。

第５条が利用の制限。

次ページに入りまして、第６条が利用権の

譲渡等の禁止。

第７条が利用者の注意義務。

第８条が損害賠償の義務。

第９条が委任。

なお、附則としまして、施行期日はこの条

例は平成24年４月１日から施行する。

提案理由

久米島町漁船保全修理施設について利用者

が水産業者に限定されているため、これまで

の指定管理者制度から管理委託制度に移行す

るための今回の提案理由となります。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

提案理由の中に指定管理者制度から管理委

託制度にする。この理由と、条文にもありま

すが、なぜそういう経緯になったかですね。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

まず、指定管理者制度についてご説明を申

し上げます。これについては次の議案につい

ても同じことですので、それを説明したいと

思います。

地方自治法の238条の１で公有財産につい

て規定がされております。

公有財産というのは町が保有する全ての財

産が公有財産ということになりますが、その

中で公有財産は行政財産と普通財産に別れて

います。その行政財産がさらに公用財産と公

共財産２つに別れておりまして、公用財産と

いうのは、自治体が事務や事業を執行するた

めに直接使用するための財産というかたちに

なりまして、例えば役場庁舎であるとか、給

食センターであるとかというのは公用財産と

いうことになります。

それから公共用財産というのが一般的に言

われる公の施設といわれるものです。公共用

財産、これが公共用財産は自治体が住民の利

益のために、その一般的な共同利用に寄与す

るとを目的として設置されているものであり

ます。例えば保育所であるとか病院であると

か、改善センターであるとか、そういったも

のが公の施設、いわゆる公共財産といわれる

ものでございます。

今、提案のこの漁船修理施設が公共財産な

のか公用財産なのかという、そもそもの議論

でございます。これにつきましては公共財産、

公の施設につきましては、地方自治法の244
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条で公の施設についての定義がございます。

244条で普通地方公共団体は、住民の福祉を

増進する目的をもって、その利用に供する

ための公の施設を設けるものとする。とい

う規定がございまして、その２項で地方公

共団体は、正当な理由がない限り、住民が

公の施設を利用することを拒んではならな

い。３項にさらに普通地方公共団体は、住

民が公の施設を利用することについて、不

当な差別的取り扱いをしてはならない。と

この２項、３項の規定がございます。その

２項、３項の規定に照らし合わせてみると、

これは公の施設とはいえないのではないか、

そもそも公用財産ではないかということで、

今回の条例改正を提案しております。

利用が漁協の組合員に限定されますし、

例えば指定管理者制度というと、その指定

管理を受けている団体が運営がまずければ

変わることも想定されますが、今後変わる

ことも想定されない、できないわけですよ

ね。そういったことを含めて公共用財産で

はなくて公用財産として今後運営して行っ

た方がより効率的ではないかということで

今回の提案に至っております。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

３条に管理を委託することができると、

これは委託先は何処になりますか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

委託先は久米島漁協の方になります。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

使用料等については、これまでは出てい

たか、それとも今後は例えば漁協に委託さ

れたときに使用料が出るかどうかですね。

そういった維持管理は全部漁協の維持管

理になるのか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

施設の維持管理は、漁協が全て一応みて

おります。使用料も取ってやっております。

一部分は漁協が負担していうということで

す。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第４号、久米島町漁船保全修

理施設条例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第４号、久米

島料漁船保全修理施設条例条例については、

原案のとおり可決されました。

日程第９ 久米島町花卉集出荷貯蔵施設条

例について

○ 議長 喜久里猛
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日程第９、議案第５号、久米島町花卉集出

荷貯蔵施設条例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第５号、久米島町花卉集出荷貯蔵施設

条例。

上記の議案を提出する。

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町花卉集出荷貯蔵施設条例。

久米島町花卉集出荷貯蔵施設条例の全部を

改正する。条文の内容については割愛したい

と思います。

第１条が設置。

第２条が管理。

第３条が利用の許可。

第４条が利用条件。

第５条が地用許可の取消。

第６条が利用者の賠償責任。

《》ページに入ります。

第７条が運営連絡協議会の設置。

第８条が委任。

附則といたしまして、この条例は平成24年

４月１から施行する。

提案理由

久米島町花卉集出荷貯蔵施設について利用

者が花卉生産者に限定されているため、これ

までの指定管理者制度から管理委託制度に移

行する。これがこの条例を提案する理由であ

ります。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

２番喜久村等議員。

○ ２番 喜久里等議員

久米島町花卉貯蔵施設には２カ所あると思

いますが、どちらの施設でしょうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

この施設は、沖縄県花卉園芸農業協同組合

久米島支部太陽の花が使ってる施設です。

○ 議長 喜久里猛

よろしいですか。

他に質問ありませんか。

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

先ほどの副町長の説明で施設の管理は久米

島町長が行うと、その利用の許可、施設の利

用をするものは予め町長の許可を受けなけれ

ばならないという条文がありますが、これは

前の漁船保全修理施設についても同様な内容

になっておりますが、指定管理を先ほどの修

理施設については漁協に指定管理をさせるた

め、この花卉出荷施設については、太陽の花

に指定管理者をさせると思うんですが、これ

について従来は太陽の花のメンバーが利用し

ていたと他の人が利用する場合は、この条文

にあるように町長の許可を受けるというかた

ちになるのか、管理者の許可を受けるという

かたちになるのか、そのへんの説明をお願い

したいと思います。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午前11時38分）

○ 議長 喜久里猛
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再開します。（午前11時40分）

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまご提案の３条の中で施設の利用の

許可については町長が行うということになっ

ていますが、もともとこの施設については太

陽の花、限定された組合員が使うことを前提

にしておりますので、この業務委託、管理委

託契約書の中で、そういった具体的な部分は

契約の中で決めていって太陽の花であれば個

別の許可はいらないというようなかたちにな

ると考えております。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

じゃあ、太陽の花以外の個人で使用する場

合には管理者の許可ではなくて町長の許可が

必要となるわけでございますか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

そのとおりでございます。太陽の花組合員

以外の業者が、現実的にはないとは思います

が、仮にそういう人が出てきた場合は、そう

いうことになります。

○ 議長 喜久里猛

よろしいですか。棚原議員。

他に質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第５号、久米島町花卉出荷施

設貯蔵施設条例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 喜久里猛

挙手多数です。従って、議案第５号、久米

島花卉出荷貯蔵施設条例については、原案の

とおり可決されました。

日程第10 久米島町と畜場条例の一部を改

正する条例について

○ 議長 喜久里猛

日程第10、議案第12号、久米島町と畜場条

例の一部を改正する条例についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第12号、久米島町と畜場条例の一部を

改正する条例。

上記議案を提出する。

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島と畜場条例の一部を改正する条例。

久米島と畜場条例の一部を次のように改正

する。

資料の大枠の中に左側が改正前、右側が改

正後となります。そのうち使用料と第５条が

下線の引かれた箇所が今回の改正内容となり

ます。

附則

この条例は、平成24年４月１日から施行す

る。

提案理由



- 31 -

と畜場使用料を改正し肉加工室冷凍庫の使

用料を新たに設定する必要がある。これがこ

の議案を提案する理由であります。

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

新たに設定するということでの肉加工施設

そして冷凍庫の使用料金が設定されているわ

けですが、特に冷凍庫についてでありますが。

この前はこの金額は徴収していなかったと今

回500円という金額が示されていますが、こ

の根拠は何なのか、お聞きしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

施設利用のほとんどが電気料金にかかる部

分で、そして３項に行政が運営していると畜

場で与那国島があるんですが、与那国の使用

料を参考にやっております。電気料金をポイ

ントにして設定してあります

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

と畜場の利用日は火曜日と水曜日となって

おりますよね。だいたい肉を使うのが土曜、

日曜日というかたちでのと畜する計画する人

がけっこういますけれども、そうしますと３

日、４日冷凍庫に保管して置くということが

けっこうあります。料金を500円に設定する

と非常に利用者にとって負担が大きいのでは

ないかと高すぎるのではないかと思います

が、300円程度という話もあったんですが、

それについて高すぎるのではないかなという

ことでちょっと質疑したいと思います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

と畜した後は基本的には、それぞれ持ち帰

って個人で保管するというのを基本に考えて

います。この施設を整理して個人で利用でき

ない施設がない所は利用料金取って施設を使

わすということで施設の整備をされています

ので、それを１日保管するのと、また３日、

４日保管する。それぞれ利用の仕方が違いま

すので、１日当たりということで一応設定し

てあります。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

なかなか個人で保管する所ないんですよ。

それでそこに預けておくんですが、住民にあ

まり負担がないような金額設定をして欲しい

ということでの、そこの設定でありますが、

ほんと４日ぐらいになると2千円になってく

るわけで、かなり高いと思いますので、そこ

の所はちょっと検討すべきだと思いますが、

いかがでしょうか。町長。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

価格については、各地域にあると畜場等を

参考にしていると思いますので、ただ住民か

らみれば本当に何日も置くとなると、やっか

いだということはあるんですが、これはと畜

場の冷凍庫を長いこと置かさせないという意
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味もございまして、これはどちらがいかとい

うのはなかなか決めかねない部分でありまし

て、我々としてもこれが妥当かどうかという

のはわからないわけで、これを使用していっ

て、あとでまた１年、２年というなかで検討

していきたいというふうに考えております。

よろしくお願いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村昌慧議員の本件に関する質疑は３回に

なりましたが、会議規則第55条の但し書きの

規定によって特に発言を許します。

○ 12番 仲村昌慧議員

町長、ぜひこれ今後検討していただきたい

のは、これまで徴収していなかったのがいき

なり500円というのが非常に町民にとって負

担を感じるわけですから、徐々に段階的に上

げていくのが良かったなと思うんですが、ぜ

ひ検討していただきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これでから議案第12号、久米島町と畜場条

例の一部を改正する条例についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 喜久里猛

賛成多数です。従って、議案第12号、久米

島町と畜場条例の一部を改正する条例につい

ては、原案のとおり可決されました。

日程第11 沖縄県介護保険広域連合規約の

変更に関する協議について

○ 議長 喜久里猛

日程第11、議案第13号、沖縄県介護保険広

域連合規約の変更に関する協議についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第13号、沖縄県介護保険広域連合規約

の変更に関する協議について。

地方自治法第291条の３第３項の規定によ

り沖縄県介護保険広域連合規約を次のとおり

変更する。

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

沖縄県介護保険広域連合規約の一部を変更

する規約。

沖縄県介護保険広域連合規約の一部を次の

とおり変更する。

第６条中「中頭郡北谷町」を「中頭郡読谷

村」に改める。

附則

この規約は広域連合庁が規則で定める日か

ら施行する。

提案理由

沖縄県介護保険広域連合事務所の位置の変

更に伴い沖縄県介護保険広域連合規約を変更

するため地方自治法第291条の11の規定に基

づき関係地方団体の議会の議決が必要であ

る。

以上が提案理由となります。
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ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第13号、沖縄県介護保険広域

連合規約の変更に関する協議についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第13号、沖縄

県介護保険広域連合規約の変更に関する協議

については、原案のとおり可決されました。

日程第12 久米島町課設置条例の一部改正

する条例について

○ 議長 喜久里猛

日程第12、議案第14号、久米島町課設置条

例の一部改正する条例についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第14号、久米島町課設置条例の一部改

正する条例。

上記議案を提出する。

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町課設置条例の一部を改正する条

例。

久米島町課設置条例の一部を次のように改

正する。

資料の大枠の中で左が改正前、右側が改正

後となります。改正内容については真ん中側

にあります建設課、右の（７）公営住宅に関

することが今回の改正、そして一段下がりま

して（８）となります。

次ページをお開きください。

左側の（７）その他町民生活に関すること。

そして（９）公営住宅に関すること。

右側に改正としまして（７）観光スポーツ

関係イベントの実施に関すること等が今回の

変更内容となります。

附則

施行期日、この条例は平成24年４月１日か

ら施行する。

提案理由

町政運営の円滑化のため組織機構の一部を

改める必要がある。これがこの条例案を提出

する理由であります。

ご審議よろしくお願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛
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討論なしと認めます。

これでから議案第14号、久米島町課設置条

例の一部改正する条例についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第14号、久米

島町課設置条例の一部を改正する条例につい

てを原案のとおり可決されました。

日程第13 久米島町手数料徴収条例の一部

改正する条例について

○ 議長 喜久里猛

日程第13、議案第15号、久米島町手数料徴

収条例の一部改正する条例についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第15号、久米島町手数料徴収条例の一

部改正する条例。

上記議案を提出する。

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町手数料徴収条例の一部改正する条

例。

第１条、久米島町手数料徴収条例の一部改

正の中で条文としまして、久米島町手数料徴

収条例の一部を次のように改正する。

大枠の中で左が改正前、右側が改正後とな

ります。

第２条についてそれぞれ変更内容が示され

ております。

附則

この条例は24年４月１日から施行する。

改正前、別表第１、第２条関係、下線の引

かれた箇所が今回の改正、１件につき300円、

改正後としまして１通に付300円となります。

提案理由

謄本の交付について、世帯人の人数に係わ

らず手数料を同額とするため単位を改正する

必要がある。これがこの条例案を提出する理

由であります。

ご審議よろしくお願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これでから議案第1５号、手数料徴収条例

一部を改正する条例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 喜久里猛

挙手多数です。従って、議案第15号、久米

島町手数料徴収条例の一部改正する条例につ

いては原案のとおり可決されました。

○ 議長 喜久里猛

午前はこれで終わります。

休憩します。（午前11時56分）

○ 議長 喜久里猛
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再開します。（午後１時30分）

日程第14 損害賠償の額を定めることにつ

いて

○ 議長 喜久里猛

日程第14、議案第16号、損害賠償の額を定

めることについてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第16号、損害賠償の額を定めることに

ついて。

自動車破損事故による損害を次のとおり賠

償するものとする。

１．相手方 久米島町字比嘉97番地の１

松本鉄工所

代表者 松本一也

２．自動車破損事故の概要

平成23年８月18日木曜午前11時頃久米島

町字嘉手苅1796番地の36、久米島町たい肥

センター敷地内において、久米島町環境保

全課職員が職務上相手方より借用した車

両、クレーン付トラックを運転中の過失に

より破損させたもの。

３．損害賠償額 2,339,050円

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

自動車破損事故による損害を賠償するた

め、地方自治法第96条第１項台13号の規定に

より、この案を提出するものであります。

なお、次ページに甲との示談書、そして３

ページ目に警察への交通事故の証明書が貼付

しております。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

この件につきましては、事故発生が８月18

日になっております。その間に総務課長が同

様な説明というかたちで全協に来ておりまし

たけれど、それは駄目だということで、その

時点で何らかの対策を話し合ってどうすべき

かということまで決めればよかったなと思っ

ております。

また、私もこの件につきましては２月１日

と２月３日に４カ所の沖縄市、うるま市等５

カ所廻って見てきました車を。そしてその結

果、町側が予約していた車を見ると、車両価

格が消費税、運送を含めて345万9千750円と

いうような金額になっておりました。それで

これをこのまま購入するのかということでい

ろいろと話し合いして、写してきた写真も提

示してやったわけです。そしてこれについて

はどのような措置をするのかということであ

りました。月日も経っておりますのでね。

私は当事者同士がやはり早い時期に物を見

てどうすべきかというのを相談するのが良か

ったんじゃないかと、こういうふうに判断し

ております。この種の経験というのは、私も

公務員であった時代から何回か経験している

ことです。そういうようなかたちで、こちら

も一緒に対応してやるべきではなかったか

と、こういうふうに思っております。

そして、聞いたら、先ほどの予約していた



- 36 -

車が345万9千750円ということでありました

けれども、今回の損害賠償費は233万9千50円

ということであります。従って、この車では

ないと、私が見た予約していたと思われる車

ではなかったということですね。

１点目は、別の販売会社から購入したと聞

いていますが、そういうような車があったの

か、安い車があったのかということ。

２点目は、この機会を通して、全ての、必

ずしも本件担当課だけでなく、この種のもの

は馴れ合いの結果こういうようなことになっ

たと考えております。今回の本件担当課以外

についてもやはり町民の税金をつかうという

ことならば緊張をもって、先ほども同僚議員

からも指摘がありましたように、予算を町民

の税金をつかうならば、緊張をもって対応す

べきだというふうに考えていますけれど、ど

ういうふうに考えているか、その考えを示し

ていただきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

ただいまのご質問にお答えします。宇江原

議員がおっしゃるとおり、質問ありましたが、

宇江原議員が写真を写してきた車は一般質問

でも答弁しているとおり、町が予約した車両

ではございません。私も直にそこの業者さん

にお会いして、先ほどの全体協議会で説明し

たとおり、近くに更に安い車両がないか、ご

紹介いただいた所、平成４年式に近い平成６

年式の車両がございましたので、その金額よ

り、松本さんが頭金入れた差額分を差し引い

て、示談書、そして損害賠償を提出したとこ

ろ、松本さんもその金額でいいということで

了解をもらってこの金額で提示しておりま

す。

そして、２番目の質問にあるとおり、今回

我々も産業振興課の依頼の下にうちの職員が

農業廃プラを、その車両で運搬する最中の事

故でしたので、今後、事故のないものを前提

としないといけないと思いますけれども、仕

事を受けた我々がこういうものをまたいち早

く対応するのか、仕事を依頼した担当課が、

そのへんもちゃんと対応してもらえるのか、

そのへん課長会議でも十分話し合って、今後

速やかに対処できるように努めていきたいと

思います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

今回の事故を教訓に、いくつか反省すべき

点があると思っております。まず１点目は、

業務を執行するにあたっての安全管理態勢に

ついては、職員体制ですね、庁議で町長の方

から再度注意をいたしております。それが十

分じゃなかったということです。

２点目に、これまで公務の執行にあたって

割と簡単にただで物を借りたり、そういった

ことが慣例としてあったということで、それ

については絶対やるなと。リース会社を通し

てちゃんとした契約の元に借用するようにと

いうことで、それも庁議で注意をしておりま

す。

それから、３点目に、解決までご指摘のよ

うにかなり時間がかかってしまったというこ

とで、今回のことを教訓にして、やはりスム

ーズに事後の解決を図れるように今後取り組

んでいきたいと思っております。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。
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○ ５番 宇江原総清議員

人のやることだから事故というのはあり得

るわけです。だからそういう事故があり得る

ということを前提にして、今言ったような馴

れ合いというようなかたちで対応するんじゃ

なくて、しっかりとしたリースを、先だって

担当課長から、これからはリースを通して車

を使いたいというようなこともありました。

ぜひ、そうしていただきたいということと、

このリースというのは月17万円と説明を受け

ましたけれども、トータルとしていくらなの

かということと、今後、他の担当課も自分の

ものとして、ぜひ、緊張をもって対応をして

いただきたい。事故は人のやることだから事

故というのは起こり得るものというようなも

ので、どういうことがあるのかということも

頭に入れながら対応してほしいなと思ってお

ります。

金額について、リース代について答弁をい

ただいたら終わります。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

リースにつきましては補正で対応しまし

た。補正の資料がございませんので、後で調

べてご報告いたしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第16号、損害賠償の額を定め

ることについてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第16号、損害

賠償の額を定めることについては、原案のと

おり可決されました。

日程第15 久米島博物館条例の一部を改正

する条例について

○ 議長 喜久里猛

日程第15、議案第17号、久米島博物館条例

の一部を改正する条例についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第17号、久米島博物館条例の一部を改

正する条例。

上記議案を提出する。

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島博物館条例の一部を改正する条例。

久米島博物館条例の一部を次のように改正

する。

大枠の中で左側が改正前、右側が改正後と

なります。なお14条、改正後の中で下線の引

かれた箇所が今回の改正内容となります。

（１）、（２）、（３）が新たに挿入されます。

附則、施行期日、この条例は平成24年４月

１日から施行する。

提案理由

第２次地域主権一括法による博物館法の改

正により、この条例の一部を改正する必要が
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ある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第17号、久米島博物館条例の

一部を改正する条例についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第17号、久米

島博物館条例の一部を改正する条例について

は、原案のとおり可決されました。

日程第16 久米島町土地改良事業の経費の

賦課徴収に関する条例の一部を

改正する条例について

○ 議長 喜久里猛

日程第16、議案第18号、久米島町土地改良

事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部を

改正する条例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第18号、久米島町土地改良事業の経費

の賦課徴収に関する条例の一部を改正する条

例。

上記議案を提出する。

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町土地改良事業の経費の賦課徴収に

関する条例。

久米島町土地改良事業の経費の賦課徴収に

関する条例の一部を次のように改正する。

大枠の中で左側が改正前、右側が改正後と

なります。なお下線の引かれた箇所、第１条

第１項のところ、そして第５条、法第96条の

４第１項、下線の引かれた箇所、そして法第

88条第１項の下線の引かれた箇所が今回の改

正内容となります。

附則、施行期日、この条例は平成24年４月

１日から施行する。

提案理由

第２次地域主権一括法による土地改良法の

改正により、この条例の一部を改正する必要

がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。
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○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第18号、久米島町土地改良事

業の経費の賦課徴収に関する条例の一部を改

正する条例にについてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第18号、久米

島町土地改良事業の経費の賦課徴収に関する

条例の一部を改正する条例については、原案

のとおり可決されました。

日程第17 久米島家畜市場の指定管理者の

指定について

○ 議長 喜久里猛

日程第17、議案第19号、久米島家畜市場の

指定管理者の指定についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第19号、久米島家畜市場の指定管理者

の指定について。

久米島家畜市場の指定管理者を次の団体に

指定したいので、地方自治法第244条の２第

６項の規定により、議会の議決を求める。

記

１．施設の名称及び位置

久米島家畜市場

久米島町字比嘉島川原1645番地

２．団体の名称

沖縄県農業協同組合久米島支店

住所 久米島町字謝名堂905-15

代表者 支店長 大道弘

３．指定の期間

平成24年４月１日から平成29年３月31日ま

での５年

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

現行の指定管理者の指定の期間が平成24年

３月31日で終了するため、指定管理者を再指

定する必要があります。これが主な理由であ

ります。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第19号、久米島家畜市場の指

定管理者の指定についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第19号、久米

島家畜市場の指定管理者の指定については、

原案のとおり可決されました。

日程第18 久米島町女性・若者等活動促進

施設の指定管理者の指定につい
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て

○ 議長 喜久里猛

日程第18、議案第20号、久米島町女性・若

者等活動促進施設の指定管理者の指定につい

てを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第20号、久米島町女性・若者等活動促

進施設の指定管理者の指定について。

久米島町女性・若者等活動促進施設の指定

管理者を次の団体に指定したいので、地方自

治法第244条の２第６項の規定により、議会

の議決を求める。

記

１．施設の名称及び位置

阿里ゆんたく館

久米島町字仲泊841番地の１

２．団体の名称

沖縄県農業協同組合久米島支店

住所 久米島町字謝名堂905-15

代表者 支店長 大道弘

３．指定の期間

平成24年４月１日から平成29年３月31日ま

で

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

現行の指定管理の指定の期間が平成24年３

月31日で終了するため、指定管理者を再指定

する必要がある。これが主な理由であります。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第20号、久米島町女性・若者

等活動促進施設の指定管理者の指定について

を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第20号、久米

島町女性・若者等活動促進施設の指定管理者

の指定については、原案のとおり可決されま

した。

日程第19 久米島薬用作物等農産品加工施

設の指定管理者の指定について

○ 議長 喜久里猛

日程第19、議案第21号、久米島薬用作物等

農産品加工施設の指定管理者の指定について

を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第21号、久米島薬用作物等農産品加工

施設の指定管理者の指定について。

久米島薬用作物等農産品加工施設の指定管

理者を次の団体に指定したいので、地方自治

法第244条の２第６項の規定により、議会の
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議決を求める。

記

１．施設の名称及び位置

久米島薬用作物等農産品加工施設

久米島町字上江洲288番地

２．団体の名称

株式会社久米島物産公社

住所 久米島町字上江洲288番地

代表者 代表取締役 譜久里久

３．指定の期間

平成24年４月１日から平成29年３月31日ま

で

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

現行の指定管理の指定の期間が平成24年３

月31日で終了するため、指定管理者を再指定

する必要があるための提案理由であります。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第21号、久米島薬用作物等農

産品加工施設の指定管理者の指定についてを

採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第21号、久米

島薬用作物等農産品加工施設の指定管理者の

指定については、原案のとおり可決されまし

た。

日程第20 平成24年度久米島町一般会計予

算について

○ 議長 喜久里猛

日程第20、議案第７号、平成24年度久米島

町一般会計予算についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第７号、平成24年度久米島町一般会計

予算について概要を説明いたします。予算書

の７ページをお開き下さい。

久米島町一般会計予算は歳入歳出の総額を

73億6千118万5千円と定め、対前年度と比較

しますと4億9千592万7千円、率にしますと7.

2％増額となります。

平成24年度は久米島町第１次総合計画後期

基本計画の４年目の年であり、将来像「豊麗

のしま久米島」の実現に向けて残された課題

への対応と更なる発展に向けたまちづくりを

進める重要な年となります。このため、参画

と責任、選択と集中を基本に、最大の行政効

果を得られるように予算編成を行いました。

また、今年度から沖縄振興一括交付金のソ

フト事業分であります沖縄振興特別調整交付

金を4億4千116万4千円を計上しております。

なお、国の交付要綱が示されていないため、

当初予算では概算額を計上しており、県又は
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多市町村の状況をみながら補正予算で対応し

ていきたいと考えております。

予算書の９ページをお開き下さい。まずは

歳入予算についてご説明いたします。増額と

なった主な要因としましては、先にもありま

したが、沖縄振興特別調整交付金が38事業を

予定しております。主に沖縄振興に資する事

業や沖縄の特殊事情等が事業採択の条件とな

りますので、本町では観光産業や農林水産業

関連事業を中心に計上しております。

詳細につきましては、お配りしております

当初予算案資料説明資料をご覧になって下さ

い。

予算書の15ページに入ります。その他の事

業につきましては、国庫補助金が農業体質強

化基盤整備促進事業が1億9千200万円。沖縄

離島振興特別対策事業が1億4千111万6千円。

銭田橋整備事業が1億300万円。

18ページ目になりますが、県補助金が中山

間地域総合整備事業が1億8千万円。地域農業

水利施設ストックマネージメント事業が1億3

千200万円となっております。

続きまして、14から15ページになりますが、

平成22年度から実施しています子ども手当が

補助総額1億2千430万4千円となっておりま

す。平成24年度までは合併算定外で算定され

ます普通交付税が、平成25年度以降は段階的

に減少しますので、５年経過後は完全に一本

算定となり、現在と比較して6億8千万円以上

の歳入減が予想されます。

平成24年度は事務事業の見直しを図りなが

ら歳出削減に取り組むと同時に、今度予想さ

れる歳入減による住民サービスの低下を防ぐ

観点から、財政調整基金をはじめとする各種

基金への積み立てを行います。また、歳出の

抑制と併せて町税や使用料等にかかる未収金

について、債権管理条例や債権管理マニュア

ル等に基づき徴収対策を強化し、自主財源確

保に努めてまいります。

予算書の24ページに入ります。続きまして、

歳出予算についてご説明いたします。１款議

会費につきましては、町議会議員年金制度の

廃止に伴い、給付費負担金が1千935万4千円

となっております。

予算書の25ページ目に入ります。２款総務

費につきましては、対前年度3億4千373万3千

円の増となっております。主な内容としまし

ては、沖縄振興調整交付金が計上されており

ます。また、庁舎等新改築基金に6千10万円、

財政調整基金に7千236万7千円を計上してお

ります。

41ページに入ります。民生費につきまして

は、社会福祉総務費の国民健康保険特別会計

操出金が2億803万6千円を計上しております。

補助金につきましては、町社会福祉協議会へ

2千100万円を計上しております。

45ページに入ります。老人医療費について

は、後期高齢者医療特別会計操出金3千573万

6千円を計上しております。

予算書の49ページをお開き下さい。衛生費

につきましては、沖縄県離島医療組合負担金

が県との負担割合に基づき4千956万3千円を

計上しております。また、単独補助分として

3千400万円を計上しております。

51ページ目になります。環境衛生費では、

公債費の繰上償還に対する一般会計操出金と

して、水道事業会計操出金に8千600万円を計

上しております。

予算書の54ページをご覧下さい。農林水産

業費の構造改善事業費につきましては、沖縄
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離島振興特別対策事業1億8千614万6千円を計

上しております。

59ページになりますが、農地費につきまし

ては、中山間地域総合整備事業、地域農業水

利施設ストックマネジメント事業、農業対策

強化基盤整備促進事業がそれぞれ計上されて

おります。

64ページ目に入ります。水産業振興費では

継続事業の浮魚礁漁場整備事業が３千万円計

上されており、65ページの漁港建設費につい

ては、漁村地域整備交付金事業1億3千660万

円を計上しております。

予算書の66ページ、商工費につきましては、

当初予算に離島空路確保対策負担金を3千803

万円を計上しております。各種補助金につい

ては、久米島紬振興を目的に200万円、商工

会育成補助として250万円計上しております。

観光費については、補助金ではバーデハウス

久米島健康づくり推進事業としまして1千500

万円を計上しております。観光対策推進事業

として、観光協会への補助金に1千万円を計

上しております。

69ページ目に入ります。プロ野球対応事業

につきましては、昨年度と同様に経常的に予

算化が必要な経費として810万7千円を計上し

ております。

予算書の69ページに入ります。土木費につ

きましては、道路新設改良費で銭田橋整備事

業が1億2千875万円を計上しております。

74ページ目になりますが、昨年度から継続

事業として公園事業費に防衛施設周辺民生安

定施設整備事業を活用して、久米島町多目的

公園整備事業公共駐車場整備事業に1億1千70

0万円を計上しております。

予算書の79ページ目になります。教育費に

つきましては、主な内容としましては、スク

ールカウンセラー、特別支援教育支援委員等

の配置となっております。その他につきまし

ては、幼稚園が６園、小学校６校、中学校３

校の施設整備や備品購入等の予算を計上して

おります。

公債費につきましては、元金償還分として

9億6千402万2千円、利子償還分として1億3千

34万9千円を計上しております。

以上が平成24年度久米島町一般会計予算概

要となっております。

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案につきましては後日予定しております

予算審査特別委員会において細部にわたって

質疑ができますので、この場においては大ま

かな質疑に努めていただくようご協力お願い

いたします。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

日程第21 平成24年度久米島町国民健康保

険特別会計予算について

○ 議長 喜久里猛

日程第21、議案第８号、平成24年度久米島

町国民健康保険特別会計予算についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。
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（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第８号、平成24年度久米島町国民健康

保険特別会計予算概要についてを申し上げま

す。

予算書の１ページをお開き下さい。平成24

年度久米島町国民健康保険特別会計は、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ13億510

万1千円と定める。

５ページ目をお開き下さい。歳入歳出とも

前年度と比較すると4千365万6千円、率にし

ますと3.5％の増額で、共同事業拠出金の見

込額が大幅に増額となる見込みであることか

ら、予算総額の増と見込んでおります。

予算書の７ページをお開き下さい。歳入の

主な概要につきましてご説明いたします。１

款国民健康保険税につきましては対前年度マ

イナス411万4千円、率にしますとマイナス2.

3％の減で、直近の調定額を基に算出してお

り、新年度の７月本算定後に調整してまいり

ます。

８ページをお開き下さい。５款国庫支出金

で充当財源である療養給付費が軒並み減額見

込みとなっておりますが、高額医療費共同事

業負担金の増額見込みにより、充当財源とし

て各経費とも微減として計上しております。

財政調整交付金につきましては、対象需要

額が年度末に算定されますので、過去の実績

等による伸び率等を勘案し算出した結果、増

額見込みとして計上しております。

予算書の10ページをお開き下さい。10款共

同事業交付金の減額につきましては、沖縄県

国民健康保険連合会からの共同事業拠出金額

を基に負担割合等を過去の伸び率等に基づい

て算出し、対前年度マイナス416万1千円、率

にしましてマイナス2.0％の減額を見込み計

上しております。

12款繰入金におきましては、財政安定化支

援事業繰入金及びその他一般繰入金が4千272

万5千円の増額見込みとしております。

予算書の12ページをお開き下さい。歳出に

おきましては、２款保険給付費、１項療養給

付費において、対前年度2千160万円、率にし

まして3.7％の増を見込んでおり、各年度に

おいて流行の病気等が蔓延した場合に大幅な

増減が出ることから、過去の実績を踏まえて

算出した結果、若干の増額見込みとして計上

しております。

16ページをお開き下さい。７款共同事業交

付金の増額につきましては、沖縄県国民健康

保険連合会からの共同事業拠出金額を基に負

担割合等を過去の伸び率等に基づいて算出

し、対前年度比4千127万4千円、率にしまし

て18.9％の増額を見込んで計上しておりま

す。

以上が平成24年度久米島町国民健康保険特

別会計予算の主な概要となっております。

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案については後日予定されております予

算審査特別委員会において、細部にわたって

質疑ができますので、その場においては大ま

かな質疑に努めていただくようご協力お願い

いたします。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。
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○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

日程第22 平成24年度久米島町後期高齢

者医療特別会計予算について

○ 議長 喜久里猛

日程第22、議案第９号、平成24年度久米島

町後期高齢者医療特別会計予算についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明をもとめま

す。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第９号、平成24年度久米島町後期高齢

者医療特別会計予算概要についてご説明申し

上げます。

予算書の１ページを開き下さい。平成24年

度久米島町後期高齢者医療特別会計予算は、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ7千377万9千

円と定めます。

予算書の６ページをお開き下さい。１款後

期高齢者医療保険料におきましては、年金保

険者から国保連合会を通じ、75歳以上で年額

18万円以上の年金を受給している者のデータ

が市町村へ送付される。そのデータを被保険

者と突合し、合致した者を特別徴収対象候補

として抽出する。その抽出結果を基に特別徴

収、普通徴収として3千782万円、対前年度マ

イナス147万8千円、率にしましてマイナス3.

8％の減と見込んでおります。

３款繰入金では、事務費等繰入金として89

万4千円。保険基盤安定繰入金として保険料

の軽減を受けた被保険者分を県が４分の３、

2千613万1千円、町が４分の１、871万1千円

が支援するもので、特定財源分の一般会計の

県・国分を含んで負担金として収入後、町負

担分を含め、3千484万2千円、対前年度マイ

ナス70万6千円、率にしましてマイナス２％

を後期高齢者特別会計へ繰り出す予算となっ

ております。

予算書の７ページに入ります。歳出におき

ましては、後期高齢者医療広域連合会で平成

24年度後期高齢者医療保険料決定後に町で徴

収したものを広域連合会へ納付する額及び保

険基盤安定として、国・県分に町負担分を合

算した繰入金を２款後期高齢者医療広域連合

負担金として予算計上しております。

以上が、平成24年度久米島町後期高齢者医

療特別会計予算概要となっております。

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても後日予定されております予

算審査特別委員会において細部にわたって質

疑ができますので、この場においては大まか

な質疑に努めていただくよう、ご協力お願い

いたします。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

日程第23 平成24年度久米島町水道事業会

計予算について

○ 議長 喜久里猛

日程第23、議案第10号、平成21年度久米島
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町水道事業会計予算についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

議案第10号、平成24年度久米島町水道事業

会計予算概要をご説明いたします。

予算書の１ページをお開き下さい。第２条、

給水戸数3千825戸、年間吸水量104万332立方

メートルを予定しております。

第３条、収益的収入及び支出の第１款収入

水道事業収益は2億1千627万円を予定し、第

１項営業収益は前年度の実績を基に積算して

2億1千600万7千円で、主に給水収益となって

おります。

右側の欄をご覧下さい。第１款、支出の水

道事業費は2億1千525万6千円を予定し、第１

項営業費用では主に修繕費、動力費、薬品費、

材料費、委託料等となっております。第２項

営業外費用は主に支払い利息と消費税となっ

ております。水道事業経営におきましては、

各施設の機器及び配水管等の老朽化に伴い修

繕費と材料費に費用を要すると見込み、予定

損益計算においては461万2千円の純利益を見

込んでおります。

第４条の資本的収入及び支出では、当年度

は資本的収入においては1億609万円、資本的

支出は1億6千400万7千円を予定し、主に儀間

ダム建設負担金企業債償還となっておりま

す。今年度は繰上償還金による他会計補助金

が8千600万円となっております。

収入額が支出額に不足する5千791万7千円

は過年度分損益勘定留保金と消費税資本的収

支調整額をもって補填する予定です。今年度

も安全な水を安定的に供給することを最大の

責務として業務を行って参ります。

資料としまして、平成24年度水道事業会計

予算実施計画と予定損益計算書、予定貸借対

照表を添付しておりますので、よろしくご審

議をお願い申し上げます。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても後日予定されております予

算審査特別委員会において細部にわたって質

疑ができますので、この場においては大まか

な質疑に努めていただくよう、ご協力お願い

いたします。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

日程第24 平成24年度久米島町下水道事業

特別会計予算について

○ 議長 喜久里猛

日程第24、議案第11号、平成24年度久米島

町下水道事業特別会計予算についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

議案第11号、平成24年度久米島町下水道事

業特別会計予算概要についてご説明申し上げ

ます。

予算書の１ページをお開き下さい。平成24

年度久米島町下水道事業特別会計予算の総額

は、歳入歳出2億9千646万円と定め、対前年
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度388万円の増額予算となっております。

これから歳入予算をご説明します。予算書

の６ページをお開き下さい。１款使用量及び

手数料におきましては2千689万円で、内訳と

して、下水道現年度分が83％見込みで2千320

万6千円。農業集落排水事業分が82万8千円。

滞納分の６割の285万6千円を過年度分として

算定しております。

２款国庫支出金では、平成24年度下水道建

設費1億2千500万円の10分の６補助率で7千50

0万円となっております。３款の繰入金は1億

4千456万9千円となっております。６款町債

は5千万円となっております。

以上が歳入の主な概要となっております。

７ページ目をお開き下さい。歳出予算内容

についてご説明いたします。歳出につきまし

ては、１款総務費、１項総務管理費、１目下

水道事業費1億7千424万円。

８ページ目になりますが、５目農業集落排

水事業費179万2千円。２款公債費1億1千942

万8千円となっております。平成24年度工事

においては、美崎地区、字真謝地内、管敷設

工事延長約700ｍの工事と詳細設計業務、銭

田地区詳細設計、自家発電設備詳細設計及び

公共下水道長寿命化事業詳細設計業務を予定

しております。

平成24年３月７日提出

久米島町長 平良朝幸

ご審議よろしくお願いします。

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても後日予定されております予

算審査特別委員会において細部にわたって質

疑ができますので、この場においては大まか

な質疑に努めていただくよう、ご協力お願い

いたしす。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

お諮りします。

議案第７号、平成24年度久米島町一般会計

予算について。議案第８号、平成24年度久米

島町国民健康保険特別会計予算について。議

案第９号、平成24年度久米島町後期高齢者医

療特別会計予算について。議案第10号、平成

24年度久米島町水道事業会計予算について。

議案第11号、平成24年度久米島町下水道事業

特別会計予算については、議長を除く13人の

委員で構成する予算審査特別委員会を設置

し、これに付託して審査することにしたいと

思います。

ご異議ありませんか

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 喜久里猛

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く13名の委員で構成する予算

審査特別委員会を設置し、これに付託して審

査することに決定しました。

○ 議長 喜久里猛

以上で、全会計の予算の大綱的な質疑は終

了いたしました。

お諮りします。

４月９日から12日までの日程で行われる予

算審査特別委員会委員長に、総務文教民生委

員長の安村達明委員に、副委員長に建設経済

委員長の島袋完英委員を選出したいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）
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○ 議長 喜久里猛

異議なしと認めます。従って、予算審査特

別委員会委員長に安村達明委員、副委員長に

島袋完英委員を選出することに決定しまし

た。

以上で、本日の議事日程は全て終了しまし

た。

本日はこれで散会します。

お疲れさまでした。

（散会 午後２時25分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 喜久里 猛

署名議員（議席番号11番） 山 里 昌 輝

署名議員（議席番号12番） 仲 村 昌 慧
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２日目
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平成24年第２回久米島町議会定例会

会 議 録 第 ２ 号
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（午前10時00分 開議）

○ 議長 喜久里猛

儀間昌清さん、安里辰憲さんから議会傍聴

の申し入れがありましたので許可しました。

二人には議会傍聴規則を守っていただいて傍

聴していただくようようにお願いいたしま

す。

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 喜久里猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、13番玉城安雄議員、１番

棚原哲也議員を指名します。

日程第２ 一般質問

○ 議長 喜久里猛

日程第２、ただいまから一般質問を行いま

す。

一般質問の時間は会議規則第56号第１項の

規定によってこれまでどおり30分以内としま

す。

なお、質問は質問席から一括質問、総括質

問のあと一問一答式で行います。

それでは、順次発言を許します。

11番山里昌輝議員。

（山里昌輝議員登壇）

○ 11番 山里昌輝議員

トップバッターは俊敏さが求められてくる

わけですが、後がつかえてるためになるべく

早く終わりたいと思うんですが、これはもち

ろん納得のいく答弁が得られたら早めに終わ

りたいと思います。

それでは、通告書に従って順次質問をさせ

ていただきます。

福祉分野ですが、久米島那覇間の航空路線

で機種変更が決定的になっているようです

が、その後の対応について伺いたいと思いま

す。

２点目は、障害者、取り分け３障害者を取

り巻く環境整備について、どのような計画を

進めているのか、その内容を伺いたい。

１点目についてですが、町長まさに政治家

としての踏ん張りどころです。今回の久米島

路線機種変更決定はまったくもって一方的な

決定であり、利用者無視のなにものでもあり

ません。今や格安運賃が出回っている時にあ

り他社では様々なプランが打ち出されており

ます。現にＪＴＡも競合する路線では、去っ

た２月26日、宮古、那覇間なんですが、これ

は特別プランが打ち出されています。これだ

けの体力があるんであれば久米島路線に対し

ても配慮して良かったんじゃないかなとすら

思っておるわけですが、町民の強い要望で実

現した空港拡張その機能が活用されるどころ

か、尻すぼみの状態になってきております。

諸々の要因はあるでしょうが、この状況は決

して看過できるものではありません。他航空

会社への要請行動をスピード感をもって取り

組んで行かなければなりませんが、今後の予

定を明確にしていただきたと思っておりま

す。まず１点目の答弁を求めます。

○ 議長 喜久里猛

休憩します｡ (午前10時04分)

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前10時05分）
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平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

おはようございます。11番山里議員の質問

にお答えいたします。航空路線の機種変更に

対する対応について、日本トランスオーシャ

ン航空の経営構造改革の一貫として行われて

いる久米島航空路線の最終ジェット便廃止に

よる機種変更については、ＪＴＡをはじめ県

や県議会にも要請を行ってまいりましたが、

ＪＴＡの方針どおり３月25日から運行される

ことが決定されております。ＪＴＡ側から、

その報告を受けて１月25日に地元関係者と対

応策を検討いたしました。その結果、他社導

入の可能性がないか、他社航空会社に打診し

ていくようにする。

２点目にＲＡＣの現機種、更新時には大型

機種を導入していくように要請していくよう

に確認しました。このことを踏まえ今後は関

係者からの情報収集を行いながら対応してい

きたいと考えております。

２点目の障害者福祉対策について、字嘉手

苅にあります久米島町地域活動支援センター

さくらの施設が老朽化していることと、３障

害に対するためのバリアフリー化をしなけれ

ばならないこと。また作業スペースが狭いこ

とから新たな施設が必要となっています。そ

こで仲里改善センターが老朽化しているこ

と、改善センター機能を具志川改善センター

に一元化していることから、仲里改善センタ

ーを取り壊して、その敷地に地域活動支援セ

ンター機能と久米島町社会福祉協議会の事務

所及び相談、多目的ホールを備えた久米島町

福祉センターとして整備することを計画して

おります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

11番山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

再質問させていただきます。これはけして

言葉遊びではありません。多分に答弁資料、

担当課長が作られたからだと思っておるんで

すが、１点目、他社導入の可能性がないか、

他社航空会社に打診していくようにする。

２点目、ＲＡＣの現機種、更新時には大型

機種を導入していくように要請していくこと

を確認しました。このことを踏まえ今後は関

係者から情報収集を行いながら対応していき

たいと考えている。いくようにする。いきた

いと考えている。これでは全くもって答弁に

なっておりません。

それでは、５点ほど、どうなっているのか

明確にしていただきたいと思う件がありま

す。他社導入、そういいながらＲＡＣの機種

変更等について、また要請していくというこ

とは他社導入については、もう後回しだとい

わゆる全ての２点目の答弁で否定しているわ

けですよね。非常に消極的です。そこまでＲ

ＡＣにこだわる必要があるのか、ＪＴＡにこ

だわる必要があるのか。その可能性、他社導

入の件は打診していくようにするというその

可能性はいかがなものか。

まず１点目ＲＡＣの現機種変更時、大型機

種の要請ということですが、大型機種をＲＡ

Ｃは保有しているのか、他社への要請の可能

性は極めて低いとしか判断せざるを得ないん

ですが、そこどうですか、これ１点目ですね。

２点目、関係者から情報収集を行いながら

という関係者は誰を指すのか。

３点目、現機種の変更時はいつ頃になるの
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か、ＲＡＣのですね。

ＲＡＣが機種変更をした場合に一定の条件

は満たすのか、いわゆる各種産業にしわ寄せ

がこないような程の大型機種が見込まれるの

かどうか。この４点を伺います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

まず１点目の他社導入の可能性ですが、先

だって２月23日ですか、離島振興法の継続改

正の決起大会に参加してまいりまして、国交

省の職員とお会いしまして、航空路線あるい

は船舶の航路等の調整する方ですが、その中

で他機種の導入の可能性というのをいろいろ

相談しましたら、まず現状のキャパでは他社

参入というのはちょっと難しいということも

言われています。もちろん不可能ではないと

いうことですが、それをお聞きしました。

ただ東京、久米島に関しては少し可能性が

あるんじゃないかという情報を得ておりま

す。明らかに諦めてＲＡＣを導入しようとい

うことでは全くございません。

そして、今、島民が４月１日から往復9千8

00円になるという運賃軽減のこともあります

が、ただリピーター、あるいは島外者の運賃

については非常にもちろん当日だったら2万4

00円とか非常に高いですね。これにつきまし

てはホテルパックを利用すると今1万2千800

円という商品をＪＴＡさんから出しておりま

す。極端に安いということではないんですが、

ただそこらへんも何時乗っても安いという運

賃にする必要があるということは、我々とし

ても最大の要望であります。それと１つ、Ｒ

ＡＣの大型機種というんですが、これについ

ては以前にＪＴＡの役員が訪問した際にＲＡ

Ｃの導入機種は次は70名乗りを考えていると

いうことをお聞きしましたので、それにそう

いうふうに答えております。それと関係者と

いいますと、もちろん航空会社、あるいは県

会議員、国会議員。あるいは他社航空会社と

いうことであります。

○ 議長 喜久里猛

11番山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

ＲＡＣも機種変更をして大型化されるんで

あれば、それについても検討していくと。ま

た、ＪＴＡ以外、社名を上げればスカイマー

クとか、ＡＮＡとか最近はピーチというんで

すか、これは久米島路線にはないわけですが、

そういったいろんな争奪合戦をしている中で

ＪＴＡにこだわるということは私は決してあ

ってはいけないことだと思っております。

もう一度、他航空会社への要請を誠意をも

って本気度を確認したいと思います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

今後のスケジュールとしましては、空港タ

ーミナルの常務と一緒に５月に他社航空社に

要請をする。あるいは相談をするという予定

を立てております。

我々が今ジェット便からＲＡＣに変わって

人輸送は特に問題ないということをいってい

るんですが、大型のツアー客を運べないとい

うことと、我々の特産物であるクルマエビの

輸送に非常に支障をきたしているということ

から様々な方向から、その輸送方法について

も考えていきたいというふうに思います。も

ちろん他社航空社に対しても我々も望みを捨

てているわけではないということご理解いた
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だきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

11番山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

答弁資料を産業振興課長が作成したんです

か。この答弁の仕方ですが、これ漠然とした

答弁資料を作って、そこで無駄な時間をつい

やすることはやめてほしい。こうです。ああ

です。明確に答えるようにしてください。私、

去年、一昨年ですか、指摘したことがありま

す。お互いはただ単にここに座って時間を潰

しているんじゃないですので、早め早めに議

会を進行させるためにも明確な答弁をしてほ

しいと思っております。出来ないものはでき

ない、そういうことでお願いしたいと思いま

す。

それから、この一件に関して関連質問させ

ていただきます。

最後に航空路線の維持に繋げる関連質問を

させていただきますが、今や我が町は海洋深

層水の件では全国的に話題となってまいりま

した。国、県関係機関も積極的に動き出して

いることもあり、町にとって極めて大事な年

であります。流動人口も今年は変化が生じて

くるものと思われますが、行政は万難を排し

て取り組んでいく必要があると思います。

その反面、執行部の方にも大変な苦労は付

いて回るわけですが、そこで町長、先だって

新報社に連載されていました。マスコミ報道、

町民は期待感を持って見守っているものと思

われますが、町長発言の体制の強化をして取

り組んでいく、夢ではなく必ず実現に向けて

取り組んでいきたいと。その思いは変わらな

いのか伺いたいと思います。

昨年、同僚議員からも専任発令の強い要望

がありました。このことは言うまでもなくグ

ローバルな動きを念頭においてのことであ

り、国内外の研究者、企業関係者の往来の頻

度を高めていくことにも想定してのことであ

ります。

聞くところによりますと、担当課では、島

外、県外に出向いて役場の職員が講師になっ

て海洋深層水の講演活動をしていると聞いて

おります。町長、非常に良い事じゃないです

か。これは町にとっても島の久米島町の知名

度を高める良い機会だと思っております。

時を逸すれば事を逸します。事を逸すれば

久米島町の人口減少、そして少子化現象は永

遠のテーマになりかねないですので、そのこ

とも念頭において、いろいろずばり申し上げ

て、プロジェクト推進室の海洋深層水に関す

る分野の体制強化、私は個人的な意見として

２名ほどの専任職員を配置してでもそのこと

は、どんどん進めていくべきではないかと思

っております。最後に町長にこの意見に対し

ての答弁を求めます。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

海洋深層水、関連につきましては、これは

４年程前から取り組んでやっと実現に向けて

具体的に動き出したという経緯がございま

す。我々としても農業水産業、あるいは視察

観光、観光含めたあらゆる産業の起爆剤とな

るというのは、私の夢ではありましたが、そ

れが着々と進んでいるということに今非常に

喜びを感じている次第であります。これから

も単なる夢で終わらせないためにも、しっか

りと取り組んでまいりたいと思います。

もう１つ、プロジェクト推進室の人事配置
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ですが、実際25年度から人員を強化しようと

いうふうに私は考えております。

今回については、県の事業で実証実験が始

まる計画から、あるいは実施は25年度以降に

なりますが、それについて現有の人員で取り

敢えずやって、あと25年度から人員を配置し

て諸々の農業であるとか産業である、あるい

はエネルギーに関する部分について取り組む

人間を配置したいというふうに考えておりま

す。

○ 議長 喜久里猛

11番山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

今25年度からいろいろフォーメイションを

立て直して取り組んでいくということです

が、これは確約にとらえてよろしいですね。

最後にもう１件。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

私の計画では実際に県の事業が入ったらそ

の中でどうしても関係者の協議というのが非

常に多くなってくる。それだと現有の人員で

は対処できないということから25年度からは

人員を強化して配置をしたいというふうに考

えております。

○ 議長 喜久里猛

11番山里昌輝議員。

○ 11番 山里昌輝議員

それでは、２点目の障害者福祉について再

度質問させていただきます。

障害者自立支援法というのが、平成17年に

立法法化されまして、18年４月１日から施行

されました。それを受けて、これまでの嘉手

苅にありました、あけぼの共同作業所という

のが、さくらという命名替えをしまして、今、

20数名の障害者のみなさんが、作業に頑張っ

ております。

この作業所なんですが、今回、答弁資料を

見ますと、ほぼ前進したそういった経過で進

められているということは、これでは確認で

きるわけですが、しかしまだまだ足りない部

分があります。聞くところによりますと、か

つて取り組んでいた障害者、当初は精神障害

者でしたが。この３つが一元化されて、いわ

ゆる身体障害、精神障害、知的障害、この３

つの障害を抱えた方々が今一緒になってやっ

ているわけですが、これはあくまでも、この

作業内容、サービスの統一化を計っていると

いうことが、目的になっておりまして、非常

にいいことではあるわけですが、このことが、

今後予測されるのが、今、久米島町出身で島

外にも在住しておりますが、120数名の療育

手帳手帳保有者がいるといっています。

この療育手帳手帳を保有する療育知的障害

については、これは定義はないそうですが、

こういった方含めて本島の島外の養護施設に

入居している。または授産施設に入所してい

る方々、こういう方々から私直に話も聞きま

した。島に受け入れてくれる施設が有れば島

に帰りたい。特に養護学校にいる若い子たち

が、将来は久米島に帰りたいんだというふう

な本当に純真な気持ちでそういうふうに話し

ているのを直に見ると何としてもそれを成就

してあげたいなと、施設を整備してあげたい

なと思っております。

先ほど、福祉課長から今後の予定として、

平面図をいただいて私もこれならいいのかな

と思っておりますが、近くに予定されている

改善センターの側に公共施設がございます。
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これは保健婦の、ケアー保健婦の住宅でした

か、そこも一部改修をしなければいけないと

いうことになっているみたいですが、そうい

った既存、施設も活用して精神障害者のグル

ープホームとか、諸々のものを取り組んで、

そこに包括的な福祉分野の拠点として、これ

はやる必要があるんではなかろうかと思って

おります。そういうことで今後また議論の余

地も残されております。

今回、幸いに委託料も上げられてきており

ますので、綿密に計画を立てて、担当課長、

ぜひ、頑張っていただきたいなと思っており

ます。ということで、まだ時間は半分残って

おるんですが、皆さんの誠意が確認できまし

たので、これで私の一般質問は終わらせてい

ただきます。

（山里昌輝議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで11番山里昌輝議員の一般質問を終わ

ります。

次に12番仲村昌慧議員の発言を許します。

（仲村昌慧議員登壇）

○ 12番 仲村昌慧議員

12番仲村です。３点質問させていただきま

す。まず葬祭場建設について、久米島町第１

次総合計画の中で葬祭場建設については、平

成23年度を目標に検討するとしていますが、

建設計画はあるのかお伺いします。

次に、硫黄鳥島の利活用について、硫黄鳥

島の登記手続き完了したことで、「次年度以

降利活用について検討する。同島との往来が

しやすいように港の整備なども検討してい

る」とのことでありますが、利活用について

はどのような組織で検討していくのか、また

港の整備について町の考え方をお伺いしま

す。

次に、県道街路灯の修理及び道路沿いの除

草についてであります。県道の街路灯が数カ

所において長い間、点灯をしていない状態が

続いています。また字仲地から字具志川間の

歩道がない区間で雑草が繁茂しています。こ

のような状況は歩行者にとって非常に危険で

あり早急に対応すべきでありますが、県の対

応はどうなっているかお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

12番仲村昌慧議員の質問にお答えいたしま

す。葬祭場建設について平成21年度におこな

た久米島町墓地整備計画のアンケートにも斎

場の要望があります。現在、該当する補助事

業がございませんので、起債や一括交付金で

建設できないか検討をしております。

硫黄鳥島の利活用について、硫黄鳥島の利

活用を検討する組織については、字鳥島を含

め検討する必要があると考えています。

港の整備については、排他的経済水域及び

大陸棚の保全及び利用の促進のための低潮線

の保全及び拠点 施設の整備等に関する法律

第３条第３号に定める特例離島に指定したう

えで同法第８条の規定に基づき国において港

湾施設を建設するよう調整を進めてまいりた

いと思います。

３点目、県道街路灯の修理及び県道上の除

草について、県に確認しましたところ街路灯

については、３月中に補修をするという返事

をいただいております。

次に字仲地、字具志川間の雑草対策につい

ては平成23年度において歩道設置工事の発注
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準備を進めていましたが、１部潰れ地が発生

したため地権者と用地買収の交渉をしてして

おりますが、地権者との折り合いがつかず現

在工事の未発注状態であり引き続き交渉を重

ね早期に工事着手できるよう最大限の努力と

していきたいとのことであります。

今後、地権者の交渉が長引くようであれば

雑草除去などの維持管理を行い歩行者の安全

を確保していくとのことでした。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

葬祭場について再質問をさせていただきま

す。町長久米島町の人口今8千500名ちょっと

の人口の中で本当に葬祭場の建設が必要なの

かというのが、ちょっと疑問であります。こ

の計画の中では、アンケートでこれの要望が

ありますが、いままで久米島町の葬儀の仕方、

久米島町のやり方がありますので、本当にこ

れが効果的に貢献度が高いのかどうかという

のが、疑問でありますので、ちょっと質問さ

せていただきます。

町長は一括交付金でできないかという建設

の方向で進めていますが、これは今、施政方

針でもありました25年度から29年に向けて、

この５年間で交付税が6億8千万円が減少して

いくという中で本当に必要なものを十分チェ

ックしてやってかないといけないなと思って

いますので、慎重に進めていただきたいなと

思っております。29年度には単年度で３億円

の財源不足が見込まれているという中で、毎

年6千万円を行政改革で行っていくという中

でこれを進めていくのはどうかと思っており

ますので、これまで23年度を目標にしてきま

した。しかし目標にしてできなかったそのい

ままで目標として検討してきたのかどうかま

ずそれからお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

ただいまの仲村議員の質問にお答えしま

す。町内の葬儀の現在の方法としまして、自

宅で行うのが約75％と圧倒的な数、パーセン

トが出ております。もし町が葬祭場を建設し

た場合はそれを利用するかということで、ア

ンケートでもお伺いしたところ、利用したい

とお答えした方々が約49％いらっしゃいまし

た。また反面、利用しないとお答えした方々

も約18.4％いるのも事実でございます。町内

3千860世帯アンケートを出しまして約954世

帯、約25％の回答率でありましたが、このよ

うな状況になっております。そして環境保全

課でも必要ではないかということでいろいろ

検討をしてまいりまして、平成16年の５月に

金武町が葬祭場を建設いたしましたので、当

時の課長と担当で事業のメニューやどういう

ものなのかということで視察も行ってきて、

いろいろ事業メニューがないか調整してきた

ところですが、該当するメニューがなくて、

23年度までに建設できない状況でありまし

た。本当に建設が必要かどうか、またアンケ

ートも21年度のアンケートですので、今後は

再度町の財政も含めまして、アンケートが必

要であれば早急にそのようなアンケートも実

施し、今後一括交付金も利用し建設できるの

か。それで進めてまいりたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員
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まずこの建設にどのぐらいの予算が必要な

のかというのも示して、その予算ではたして

これで必要なのかということも町民に問いか

けてほしいなと思っています。

まず49％が利用したいと、しかし建設して

利用するかどうかはわからないですね。今ま

で町長のこの結婚披露宴助成金、あれについ

ても町長の思惑は島からお金を島外に出さな

いように、島民の負担を軽減するために、非

常にユニークで取り組みだったなということ

で新聞にも紹介されて、僕らも非常に期待し

たわけでありますが、この改善センターにも

約8千万、9千万近くの予算を投じて設備した

わけですが、その町長の思惑どおりの効果が

出ていませんですね。町長ね。どうですか、

町長。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

結婚披露宴助成金につきましてですが、こ

れは全部が全部そこでやりなさいということ

で最初やったわけではありません。ただもし

そういう助成があれば１件でも２件でもここ

でやってくれたら島から2千500万、2千万の

金が流れていくのを止めることができるとい

う最初の思いから作ったわけです。これはそ

れぞれ事情がありますから、強制的にもやる

わけにはいかないんですが、ただ、実際に何

件か実績があったということだけでも私は成

功じゃないかなというふうに感じておりま

す。

そして改善センターの改築についてもコン

ベンション的な役割をする施設がなかったと

いうことで、あの改築も我々今までやってみ

た限り、非常に有効的に活用されているとい

うふうに私は考えております。

そして先ほどの葬祭場ですが、これまで葬

祭場に対する補助事業というメニューがなく

て、なかなか独自でやるわけにはいかないと

いうことで、これまで延び延びになっており

ますが、ただこれは以前にアンケートを取っ

た分と現在といろいろな考え方が違ってくる

と思いますので、いろいろな方々の意見を聞

いて、もし建設決定するんであれば計画をち

ゃんと示して、みなさんの同意を得てやりた

いと思います。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

結婚披露宴の助成金については確かに僕も

あれは非常に評価はしてはいました。しかし

改善センターにこれだけの多額の予算を投じ

て、それが期待どおり利用されていないとい

うのが、それは町長答弁では評価しているん

ですが、住民からの評価はそうではない部分

が僕たちの耳に聞こえるんですよ。これは議

会責任でもあるということで相当の批判が私

たちにもありますので、そういったのも耳に

入れてほしいと思います。そういったことか

ら非常に貢献度がどうなるかということも心

配されますので、ぜひ決定する前に、決定し

てからじゃないですよ。決定する前に議会と

も議論してこれを進めていただきたいなと思

っております。

次に硫黄鳥島の利活用についてでありま

す。硫黄鳥島はこの質問、実は取り上げたの

は以前に鳥島射爆場の代替地として硫黄鳥島

の島の名前が上がったことに対して非常に危

機感を覚えていました。またショックでした。

早めにこの島の利活用を考えて絶対にこの島



- 61 -

は米軍に使わせていけない。

そして以前鳥島射爆場で自衛隊のミサイル

試験の申請がありました。あのときに僕らは

非常に抵抗しましたが、自衛隊にミサイルの

訓練なんか絶対させていけないと思っており

ますので、町として町長いかがお考えですか。

またその後、心配でありますので、その後こ

の硫黄鳥島について米軍そしてまた国から何

かその話があったのかどうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

硫黄鳥島につきましては、以前に防衛大臣

発言で非常に心配をおかけしましたが我々と

してもあの島を有効に活用したいという思い

があります。これにつきましては何があって

も我々の土地でありまして、民間レベルある

いはいろんなものに有効に使おうというふう

に思っております。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

今の町長の答弁で、自衛隊それから米軍に

は絶対使わせないということでご理解したい

と思います。

僕も33年ぐらい前に、この硫黄鳥島に行き

ました。硫黄鳥島の利活用は港の整備から始

まるものと思っております。

大型船で行ったんですが、港に着岸できな

くてボートで行ったんですが、まず港の整備

を早めにしていただきたいなと思っておりま

す。港の整備について今後どのようにどうい

う時期で、どのように進めていくのか、ちょ

っとお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

硫黄鳥島については、港を整備しないと通

常どおりの行き来が出来ない状況にあります

ので、まずは港の整備が第一だろうと考えて

います。その港を整備する場合、無人島なわ

けですから費用対効果という問題、どの補助

事業を使うにしても必ず出てきます。そうい

う意味からして、町が事業主体になって既存

の補助事業を使って港を整備するというのは

非常に難しいかなというふうに考えておりま

す。

そういうことで一次答弁にもあるようにこ

の島を排他的経済水域及び大陸棚の保全及び

利用の促進のための低潮線の保全及び拠点施

設の整備等に関する法律に基づいて特定離島

にした上で国の方に国の資源保全あるいは国

防の問題も含めて、その拠点として港を整備

していただきたいというふうに考えて町長が

早速そこらあたりの口頭での要請の段階なん

ですが、口頭で国交省の役人に要請をしてい

るところでございます。これについても、い

くつかの国際問題になりかねない問題も含ん

でおります。

例えば日本国政府が、その周辺の名の付い

ていない離島に名前を付けるだけで中国との

国際問題に発展するような微妙な地域でござ

いますので、そのあたりも含めて簡単にはい

かないかと思いますが、一歩一歩そういった

問題解決して、早めに港を造って島民が簡単

に行き来できるように整備をしていきたいと

考えています。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員
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利活用するにあたっての、そこから生じる

利益についての利益配分は字鳥島との覚え書

きがされていると思いますが、この検討委員

会、当然これは鳥島の部落の人たちも交えて

やるべきだと思っています。検討委員会の設

置はいつ頃になるのか、早めに進めていただ

きたい。これは迅速にやっていただきたいと

思いますが、その点についてもご答弁願いた

いと思います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

検討委員会ですが、あまり早めに設置して

も具体的に中身をどうするのか、中身の問題

がございますので、ある程度、その方向性が

できた段階でやってもいいのではないかと考

えております。それから字鳥島とは旧具志川

村長と交わした覚え書きがあってこれを町で

引き継いで同じような内容で結んでおります

ので、元々字鳥島の土地であったものから、

発生する収益については今ご質問のとおり向

こうとの協議が必要ですし、そういった手続

きを踏んで地元の理解を得ないとできないこ

とでありますので、そういった面は、これま

での経緯を踏まえて対応していきたいと思っ

ております。その設置時期については様子を

見ながらある程度の可能性や方向性が出てき

た段階で、やっていきたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

硫黄鳥島は温泉が湧いて、魚が豊富に取れ

た島だなと僕は33年前の印象があります。そ

の島の特性を生かした利活用方法を検討し

て、ぜひ、早めに進めていただきたいなと。

また繰り返しますが、絶対この島爆弾で傷付

けることないように進めていただきたいと思

っています。それについては終わります。

次に、県道の街路灯の修理及び道路沿いの

除草についてでありますが、昨日回ってきた

んですが、まだまだ修理されておりませんで

した。雑草も苅られておりませんでした。こ

れまでこのような状態で放置していた県に対

しては、どのような働きかけをしてきたのか、

まずお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

この件に関しましては、以前から気づいて

いまして、県の方に補修の要請はしてきてお

りますが、なかなか県の方がアクション起こ

さず、今日まできています。先だって確認し

たところ３月中には補修するという回答を得

ております。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

先月、南風原町で議会の研修がありました。

会場が南風原となっておりましたので町長の

南風原町長が挨拶しておりましたが、その中

で南風原町長も嘆いておりました。沖縄県は

観光立県でありながら、県道の草が生えて見

苦しいと沖縄と本土とは違いますよと、沖縄

は暖かくて草が伸びるのが非常に早いと、本

土のような考え方ではいけませんよというこ

とで、これも県で対応してほしいなというこ

との挨拶がありました。県にもっと県道沿い

の整備を強化して貰いたい。もしそれができ

なければ、町でそれをやるべきだと僕は思っ

ております。県ができなければ。そういった



- 63 -

状況が長く続かないようにしていただきたい

なと思っておりますので、町長のお考えをお

伺いいたします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

以前から県道の整備については、非常に問

題がありました。各自治体、財政状況が 非

常に厳しい状況になって南部地域でもそうで

すが、草は生え放題、街灯は切れたら切れっ

ぱなしということが、これまで各市町村長集

まったときに、その話をしておりましたが、

ただこれについて県が県道につての予算配分

を各市町村にやってくれたら久米島町でも喜

んでそれをやっていきたいというふうに考え

ております。今、県との調整でも、いろいろ

どうにもならん状況の時に、私どもは環境保

全課を使って除草をしたりとか、これまでい

ろいろやってまいりました。これからも、こ

れは自分たちで使っている道路だから自分た

ちでやろうという意識でありますが、とにか

くこの管理を移管してくれれば、問題は解決

できるのですが、これについては県にまた再

度いろいろとお願いをし、要請をしていきた

いというふうに思います。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員

○ 12番 仲村昌慧議員

ぜひ、観光立県として沖縄県全体でも、こ

の県道の維持管理については強化して頂きた

いと思っております。また今おっしゃってい

るように、もう県がどうしてもできなければ、

町でやっていただきたいなと、その昨日見た

地域は非常に真っ暗で暗くて、草がぼうぼう

生えていてハブが出る非常に怖い所なんです

よ、早く対応して頂きたいなと思っておりま

すのでよろしくお願いして、私の一般質問を

終わります。

（仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで仲村昌慧議員の一般質問を終わりま

す。次に５番宇江原総清議員の発言を許しま

す。

（宇江原総清議員登壇）

○ ５番 宇江原総清議員

５番宇江原総清であります。私は３点質問

をいたします。

第１は、鳥島射爆撃場の早期返還について

であります。私は久米島町の観光産業やこれ

から進めようとしている海洋深層水利用によ

る温度差発電を含む多角的活用の阻害要因

は、鳥島射爆撃場だと考えております。昨年

３月11日の東日本大震災時の福島第１原発事

故以来、島への来客数が激減しております。

昨年中の船と飛行機の利用者は、一昨年に比

べ船の利用者が1万3千735人減少。飛行機は1

万1千876人の減少となっております。特に観

光客が減っているということです。沖縄本島

や宮古、八重山の観光が回復に向かっている

というのに、人口もここ４年間で505人減少

をしております。

そこで町長に伺います。１つ目、鳥島射爆

撃場は海洋深層水の多角的利用や観光産業の

障害になると考えますか。

２つ目は、嘉手納弾薬庫に貯蔵されている

と言われる40万発の劣化ウラン弾の一部が米

軍によって再度打ち込まれる可能性はあると

思うがどうか。

３つ目は、米軍は劣化ウラン弾は放射能で

はないとか、内部被曝も認めていないが、こ
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れについてどう思うか伺います。

第２は、コンクリ護岸の撤去と、これに伴

う潮害防備保安林等の植栽についてでありま

す。（河川）も含みます。本年２月21日の久

米島町景観計画原案に関する住民意見交換会

が宇根公民館で開催されました。私は同計画

案に賛成する者であります。これを具体的に

早めに推進していただきたい。同計画の中に

畳石の階段式コンクリート護岸を撤去して以

前ウミガメが多く生息していた環境に戻すこ

とができないか、ということであります。

また、奥武橋の両サイドの埋め立て部分を

下駄履き方式にするよう県に強く要望する考

えはないか伺います。

第３は、業者から借り入れたユニック車の

事故補償と公正公平な入札措置についてであ

ります。平成23年８月18日、本町職員の起こ

した事故の被害車両は平成４年式の４トンユ

ニック車で保険会社査定で60万円でありま

す。私は２月１日と３日にユニック車を販売

する本島にあるＢ社へ見聞に行きました。町

が補償予約中のユニック車は平成10年式で十

分改装された車で消費税等船輸送代込みで34

5万9千750円でありました。

事故のユニック車は下取り金30万円を頭金

として交渉中ということでありました。町側

はユニック車の補償金として288万3千円の町

民の税金を使うとしております。

これまで町は、ユニック車所有の町内Ａ社

から、慣例として、ユニック車を借り入れて

きた経緯があります。また、町民からは町所

管事業等の入札随意契約が公正公平ではない

との苦情があります。町長および所管課長は

本件および町民の苦情に対し、どう対応する

のか伺います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

５番宇江原総清議員の質問にお答えいたし

ます。鳥島射爆撃場について、鳥島射爆撃場

が海洋深層水やあるいは多角的利用の阻害要

因になるかという質問ですが、鳥島射爆撃場

が海洋深層水の多角的利用の阻害要因になっ

ていることはないものと考えております。

観光産業については、同射爆撃場が返還さ

れた場合、釣りやダイビング等の利用が期待

されますので、その件につきましては、障害

があるというふうに考えております。

米軍の劣化ウラン弾が再度打ち込まれると

思うかどうかということですが、米軍による

日本国内での劣化ウラン弾の使用について

は、禁止されておりますので、基本的には無

いものと考えております。

３番目の劣化ウラン弾について、米政府は

湾岸戦争での劣化ウラン弾による健康被害を

否定しています。劣化ウラン弾を使用する当

事者からは化学兵器の残留物質説、油田破壊

による化学物質説、対化学戦用のワクチンの

副作用説等があり、劣化ウラン弾による健康

被害説を含めいずれの説も健康被害との因果

関係を証明が十分でないという指摘がありま

す。

しかしながら、一定の条件下での健康被害

はあるものと考えております。

次、コンクリート護岸に伴う潮害防備保安

林等の植栽についてですが、久米島町の景観

計画原案において自然海岸の保全に努めると

していますが、今後、新たに施設して計画し

ていくものが対照となりますので、環境部局
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と調整を図って参りたいと思います。業者か

ら借り入れたユニック車について、４トンユ

ニック車は町が補償予約金および頭金として

の交渉中ではございません。

議案提出のとおり賠償金233万9千50円で示

談書を交わしました。各事業の入札の執行に

ついては、地方自治法や久米島町契約規則等

に基づき適正に執行されているものと考えて

います。

しかし、このことについて町民からの苦情

があるならば、入札についての情報開示や説

明が十分行われていない可能性がありますの

で、精査をしていきたいと考えております。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

第１の鳥島射爆撃場の早期返還について再

質問をいたします。町長は鳥島射爆撃場が海

洋深層水の阻害要因になっていることはない

ものと考えていますと答弁をしていますが、

これは私から言わすれば希望的観測に過ぎな

いと思っております。米軍は沖縄県民に対し

て、これまで嘘をついてきたし、今でもやり

たい放題のことをやってきた歴史があるから

であります。

次のこともあります。私は４年前の2008年

に知り合いに対し、鳥島は潜在的環境汚染が

懸念されると、こう話しますとこの人は「宇

江原さん、劣化ウラン弾の怖さ等がブログに

だいぶ出ていますよ」そこで持ってきたのが、

こういった大量の資料ブログから取り出して

私に渡しております。

このブログには、知られざる被曝者米軍鳥

島射爆撃場に1520個発射、貫通体回収まだ16

％。1995年12月と96年１月に計３回劣化ウラ

ン弾が打ち込まれたとしています。

また当時の矢ヶ崎一馬琉大教授の談話とし

て米国アームストロング研究所がまとめた鳥

島周辺への放射能汚染は無いとしたこの報告

書、これについて同教授は、信用できないと

しています。また同教授はエアーゾール化し

た劣化ウラン弾の放射能により長期的にみれ

ば原爆に劣らない環境汚染になると言ってい

るんです。

町長は、また私の質問に対して劣化ウラン

弾と健康被害との因果関係の証明が十分でな

いという指摘がある。という答弁をしており

ますけれども、劣化ウラン弾が使用されたイ

ラクあるいはボスニア、コソボ等の地域にお

いては、白血病の罹患率や奇形児の出生率が

増加したなどと主張する健康被害が報告され

ているんです。

私がここで言いたいのは、劣化ウラン弾が

鳥島射爆撃場に打ち込まれ、その大半が回収

されないまま大型爆弾が米軍によって投下さ

れていること。劣化ウラン弾による健康被害

状況が詳しくブログで公表されていることで

す。また海洋深層水利用による温度差発電が

国内や外国から注目されて多くの方々が、視

察に来られたとき久米島本島からわずか28キ

ロ近くの鳥島射爆撃場で劣化ウラン弾が打ち

込まれたことを知ったら、多くの人は久米島

から引くと思いますよ、私は。そして観光客

もこのことを知ったら久米島に来るんでしょ

うか、このことを町長はどう認識しています

か伺います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男
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この劣化ウラン弾の健康被害についてはこ

の間の議会の中で答弁したとおりでございま

す。まあイラクにおける劣化ウラン弾の使用

に対する健康被害については、ＷＨＯ世界保

険機構やＩＡＥＡ国連原子力機関そういった

公的機関からの調査報告書も出されていまし

て、いずれにしてもまだ科学的な検証が十分

でない、非常に幅広い意見があるということ

は、この前の議会でも答弁したとおりであり

ます。

本町としても放射能の測定というのは今後

とも定期的にやっていきます。

それと併せて町民の健康状態の監視につい

ても住民検診やあるいはいろいろな検診をと

おして、あるいは町の疾病分類の分析等をと

おして注視して、注意を払らってまいりたい

と考えております。これまで国が毎年文科省

が行っております。毎年定期的にずっとやっ

ています。今年度も４月にはその報告書が出

る予定でありますので、その結果やあるいは

町で独自に計った結果からしても放射線の異

常は見あたっておりません。健康状態につい

ても特に放射能による健康被害というのは現

在のところ認められておりませんので、現在

のところ劣化ウラン弾による健康被害は無い

ものと考えております。

ただ、どういう状況下でこれがまた今後拡

散していくのかという部分も含めて確定的な

ことは申し上げられませんので、今後とも放

射能測定や町民の健康状態の監視といったら

語弊があるかもしれませんが、注意深く見守

って行く必要はあると思っております。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

未だに福島第一原発の事故によって国内は

もちろん国外においても放射能物質について

は非常にシビアになってきています。そして

皆さん方はＷＨＯ、ＩＡＥＡについては、今

言ったような信用をしていると思いますけれ

ども、このＷＨＯ、ＩＡＥＡというのは内部

被曝というのは認めていないんですよ。内部

被曝が一番怖いといっているんです、私は。

そして、これは顕正（けんしょう）新聞と

いうものでありますが、これは冨士大石寺顕

正会総幹部会における浅井会長が原発の放射

能問題についての講演内容であります。

抜粋しますと、１つは、人のＤＮＡを破壊、

放射能は目に見えない、臭いもしない、味も

ない、我々の五感には感じられない。しかし、

この放射能が人間のＤＮＡを破壊する、とい

っています。

２点目は、しきい値はない。では低線量被

曝なら問題はないのか。アメリカ科学アカデ

ミーの中に放射性の影響を検討する委員会Ｄ

ＥＩＲがあるが、この委員会は長期にわたる

検討の結果として、被曝のリスクは低線量に

至るまで直線的に存在し続け、しきい値はな

い。最小限の被曝であっても人類に対して危

険を及ぼす可能性があると結論づけている。

しきい値とは、この量以下の被曝なら安全と

いう数値です。つまり低線量被曝でも害はあ

るということですと、こういうことをいって

おります。

３つ目に、放出量の放射性物質の核種、福

島第一原発が現在放出している放射性物質の

主たる核種はヨウ素、セシウム、ストロンチ

ウム、プルトニウム等です。

こういう核種をいっていますが、これは私

が言ってきました、あるいはこれまで何回も
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説明しました劣化ウラン弾と原発の核種とい

うのは違いありませんと。これは私がこれま

で参考にしてきました数冊の学者の著書にも

載っているわけです。

そして、たくさん挙げますけれども、プル

トニウム239、これも前回の時にプルトニウ

ムはどういうものかということもセルビアの

核研究室においても劣化ウラン弾からプルト

ニウムが検出されたという学者の報告がある

ということを紹介しました。これを読んでみ

ますと、プルトニウム239ですが、これは人

類が遭遇した最強の毒物といわれており、そ

の毒性は青酸カリさえ遠く及ばない。その上、

半減期が2万4,000年と極めて長いので恐れら

れているのです。ところが、東大のいち御用

学者はプルトニウムは飲んでも大丈夫と公言

した。これを聞いてあの児玉龍彦教授が怒っ

ていましたと。このように説明をしておりま

す。

そして、この中にセシウム137は人間の体

内に取り込まれると全身の筋肉、生殖器など

に蓄積され、ガンや遺伝子障害の原因となる。

これは半減期は30年と長いので長期間土壌や

海底の泥にとどまり、農作物や魚介類を汚染

する。そして、ストロンチウム90、またスト

ランチウム90はセシウム137と同じように半

減期が29年と長く、骨に蓄積して骨のガンや

白血病を引き起こすと、こういうようにたく

さん集まっている幹部の皆さん方に講演をし

ているわけです。

私がこの顕正新聞を紹介したのは、放射性

物質とは何かを、この講演で聞いた人たちが、

国民の皆さんに広く早く伝えていくであろう

ということ。そして講演内容は劣化ウラン弾

と原発について私が先ほども申しましたよう

に参考した数冊の本とほとんどいっしょだっ

たということであります。

町長は、それでも米政府は湾岸戦争での劣

化ウラン弾による健康被害を否定していると

いうことを信じますか、伺います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

まず、劣化ウラン弾の放射能につきまして

は、天然ウランの約65％しかないんです。そ

れと併せてＷＨＯやＩＡＥＡも劣化ウラン弾

による健康被害を全て否定しているわけでは

ないです。一定の条件の下での健康被害はあ

るということです。一定の条件の下というの

はどういう状況かといいますと、劣化ウラン

弾が発射されて、戦車の鉄鋼板を撃ち抜くと

き、その時1,200度以上に燃焼して、その時

点でエアーゾール化すると。そのエアーゾー

ル化した劣化ウランを吸い込むと内部被曝を

起こすということで一定の条件の下での内部

被曝を認めているということでございます。

そういった条件から、現在の久米島射爆撃場

の中に起きているのかというようなことから

踏まえて考えていただきたいと、こちらは考

えております。

それから、エアーゾール化したものがどこ

まで影響があるのかという部分についても、

その範囲内は極めて限定されているというこ

とであります。

それから、福島の放射による健康被害を全

て否定するということではございませんの

で、かなり福島の原子力発電における健康被

害は深刻なものがあると考えております。そ

れと同レベルの比較は適切ではないのではな

いかと考えております。
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○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

米国もそうですが、日本国政府も今まで広

島・長崎原発、あるいはこれまで水俣病関係

とか、そういったものは学者も含めて認めて

なかった。何十年かたったあとにこれを追加、

追加というかたちで認め、未だもって認めて

ないところもあるわけです。そういうような

状況下の中で信用しろというんですか。米国

と日本政府がこれまでどんなに沖縄県民に嘘

をついてきたかわかりますか。沖縄返還の密

約、核持ち込みの密約、そして枯れ葉剤問題、

この枯れ葉剤問題についても米国はこれを否

定してたんです。その後、本年２月16日のタ

イムスは、沖縄の米軍基地に勤務していた退

役米軍人２人に米国の退役軍人将は枯れ葉剤

補償をしたと報じております。このように米

国はまず否認をするという国柄であります。

私も長年の警察勤務の中で、米軍の地位協定

によってどれだけ沖縄の人たちが泣かされて

きたか、身体をもって覚えております。そし

て米国を町執行部は丸ごと信じていると思い

ます。

また、米軍によって劣化ウラン弾が再度打

ち込まれると思うがという私の質問に対し、

町長は米軍による日本国内での劣化ウラン弾

は禁止されていますので基本的にはないもの

と答弁していますが、私は気休めかといいた

い。これまでも米軍はやりたい放題のことを

やっています。沖縄は今でも米国の植民地同

然ですよ。

町長、私たちは、町民の生命、身体、財産

の保護の任にあるわけです。放射性物質に対

する危機管理を認識して、鳥島射爆撃場の早

期返還を実現すべきですよ。このまま射爆撃

場として契約を続けると天につばをしたのと

同様、これは必ず久米島の身に降りかかると

私は心配しております。

もうその徴候は冒頭に話しましたように、

島の人口と観光客の減少という数字に表れて

います。また、町長が鳥島射爆撃場の危険性

を知りながら20年間も契約したということで

あれば、不作為による犯罪的行為だといわれ

ても仕方がありません。このままでは北海道

の夕張みたいに財政破綻も考えられます。我

々議員もあの福島の矢祭町みたいに日当制の

給料になるかもしれません。これについて町

長はどう考えますか、伺います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

以前からおっしゃっていますが、まず、福

島原発、あるいは核爆弾の爆発という放射能

と、この劣化ウラン弾というのは全く違うと

いうことで、そこから議論を始めないとなか

なか話が進まないと思うんです。劣化ウラン

というのは自然界にある重金属です。これは

今まで例えば戦車とか装甲車を撃ち抜くため

にはタングステンを使っていた。それよりも

固い劣化ウランを使ったということで、これ

は核爆発する弾薬ではないということを、ぜ

ひ、頭に入れておいてもらいたい。つまり砲

弾でいうと弾頭ですね。タングステンよりも

固い弾頭が装甲車を撃ち抜くということで、

それを機能を持ったのが劣化ウラン弾という

ものです。核爆発するわけでもないし、そし

てセシウムとかまき散らすわけでもないとい

うことをまず根本においてから議論しない

と、福島の原発が放射能を発生させている状
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況、あるいは核爆発して放射能を発生してい

る状況とは全く状況が違うということから議

論は発生しないと、いつまで経っても食い違

うと思うんです。

先ほどありましたけれども、部分的には非

常に影響があるかもしれませんが、実際に核

爆発を起こした領海、あるいは福島の原発み

たいに臨界状態になってそれが核融合を起こ

して放射能をまき散らすという状況とは違う

ということをぜひご理解いただきたいと思い

ます。

それと鳥島射爆撃場については、これは一

自治体がどうにもならないという状況もぜひ

ご理解いただきたいと思います。

これについては我々も今まで返還について

は努力してまいりました。軍転協の最優先事

項に普天間と並んで最優先事項に入れさせて

きたのも我々は今まで行動を起こしたからそ

ういうふうになっております。これも実際は

日米の協議のテーブルの場についたというこ

とも、皆さんにもお知らせしましたけれども、

それだけでも私たちとしては大きな一歩をや

ったと思います。これからも引き続き鳥島射

爆撃場の返還については積極的に努力してい

きたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

先ほど宇江原議員から米軍を信用してとい

うことでしたが、我々100％信用しているわ

けではございません。それは先ほどの使わな

いことになっているというのは国と国との約

束、米国と日本政府の約束事でございまして、

それは100％鵜呑みにしているわけではござ

いません。その対策として、先ほどお話した

とおり文科省による年１回の放射能検査測定

がございます。それ以外に町で簡易測定器を

購入いたしましたので、それでもって定期的

に町内の放射線の測定はやっていきたいと考

えております。その中でもし少しでも異常が

見当たれば町独自で、例えば琉大とか、ある

いは県の公害衛生研究所あたりに委託をし

て、町独自の調査も行うような態勢で島内の

放射線の監視には当たっていきたいと考えて

おります。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

米軍基地を抱えている他の市町村、自治体

と久米島町の置かれている立場とは全く違う

んです。この米軍による実射訓練というのも

韓国から住民運動によって追われて久米島に

きているわけです。そういうような歴史も知

らないということと。それから劣化ウラン弾

を含む放射性物質がいかに危険であるかとい

うことの多くの研究者の著書も読んでみて下

さい。私が危機管理とは何かというのは、い

い方向に物事を進めるということで、この実

態と全く違うことをしている、ということで

す。そういう認識を持って今後対応していた

だきたい。私は鳥島射爆撃場が返還されるま

で、この質問は続けていきたいと思っており

ます。

第２のコンクリート護岸の撤去に関する再

質問であります。町長は久米島町景観計画案

において、自然海岸の保全に努めるといいな

がらも、今後新たに施設として計画していく

ものが対象となると答弁しております。奥武

島橋は両サイドが埋立てで、水路は３分の１

となっているために台風の度に水路が埋めら
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れております。数年前に確か水路の浚渫が確

か1億5千万円かけた工事を行っております。

またこれが台風で埋まってきていると。これ

は税金の無駄だということを思っておりませ

んか。

奥武橋は町の所管だときいておりますが、

県と話し合って早めに下駄履き方式を実現さ

せていただきたい。県の担当部署も国からの

一括交付金の一部を活用し、農業、漁業を支

える自然再生を図るとしています。県との連

携をとって、町の景観計画案を積極的に説明

していただきたいと思っております。決意が

あれば意見を伺います。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

奥武島の橋の件ですが、県と調整していき

ながら対応していきたいと思っております。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

ぜひ積極的に進めていただきたいと要望い

たします。

それから、３点目のユニック車の件と町の

入札時の公正・公平な措置をということで伺

いましたけれども、まず、車両について、私

はＢというユニック販売会社に行った時に、

だいぶ高額ということで、写真も撮ってきて

担当課にあげてあります。これについては当

初の写真にある車と違うということと、補償

金額が、補償というよりも示談金額が233万

円になった経緯を説明していただきたいと思

います。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

経緯につきましては、昨日朝の９時35分か

らの説明でしたとおりですけれども、同じよ

うに説明いたしますか。

12月議会に当初の金額を上程しましたけれ

ども、我々の対応も不十分ということで取り

下げをいたしました。その後12月の下旬と１

月29日からの出張時にやはりそれよりも安い

ユニック車がないかと私も北部から中部、南

部と探しに行きましたけれども、やはりそれ

よりも安いユニック車は見つけることができ

ませんでした。また、２月23日、24日の出張

時に宇江原議員もお伺いしたその会社に私も

直接行って社長にお会いして、今の状況を説

明して、そして近くにもまたユニック車がな

いかお願いしたところ、社長から西原と中城

にもあるということで、その他の中古車店を

ご紹介いただきましたので、そこに行ってみ

ますと、平成６年型のユニック車がありまし

た。ユニック車が当時議会に上程した金額よ

りも安い金額で展示されておりましたので写

真も撮って、松本さんにお見せしました。平

成４年型の事故車両に一番近いのが探した範

囲内の平成６年型のユニックが、この金額で

すよとご説明したところ、その金額でも別に

問題ないですよと本人の了解を得まして、昨

日の議案16号の賠償金に至って、経緯もこの

金額に提示したとおりでございます。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

こういうような措置行動について、昨年の

事故発生時の８月の時点で皆さん方と被害当

事者が一緒に行ってどうするのかと、どうい

う車が妥当なのかと、こういうことを話し合
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っていけば僕はもっと安い、というよりは町

民の税金を多くつかわないで済んだんじゃな

いかなと、こういうことを考えて対応してい

ただきたかったなと思っております。

加えて、人間というのは完璧ではないが故

に事故というものがあり得ると。こういう車

を借りたらどうなるのかと、各種保険が十分

に入っているのか、そういうようなものを十

分勘案して、金を出してリースをすると、こ

ういうような処置を、説明にもありましたよ

うに、今後はとっていただきたいということ。

それから、必ずしも今、本件の担当課のみ

ではなくて、あるいは本件のこういった交通

事故のみではなくて、各種において馴れ合い

というものを断ち切っていただきたい。私も

警察を35年やってきましたけれども、そうい

う馴れ合いでもってやってきた経緯がありま

す。そしてこの馴れ合いというのが長じて癒

着というかたちになってしまって良からぬ方

向に行きかねない。こういうことからも町民

の税金を無駄につかわない。そして今後、入

札についても公正・公平と町民に判断される

よな措置をしていただきたいということであ

ります。

総務課長でもいいです。今まで馴れ合いの

職員の体質といいますか、そういうようなこ

とを断ち切って、緊張した対応をしていただ

きたいというふうに考えておりますが、答弁

をお願いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいまご指摘の点については今後の業務

に生かして行きたいと思っております。公務

の執行に当たって、個人的に知り合いだから

ということで個人的に車を借りたり、物を借

りたり、そういうことがないようにやってい

きたいと。既にこれは指示が出ております。

基本的にはリースを活用するということで、

事故直後に課長会議で指示を出しております

ので、徹底していきたいと考えております。

それから、入札について、随意契約につい

ては、確かに特殊な部分で島内に業者が３者

しかいない状況において、見積もりを取って

相手方を決定するという方向でやっているわ

けですが、そこらあたり結果の説明と申しま

すか、そこらあたりがまだ足りないところが

あるのかと感じておりますので、そこらあた

りのしっかりとした説明責任を果たすという

観点から、随意契約のマニュアルがございま

すので、そこらあたりの見直しも図っていき

たいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

事故の被害に遭った業種のみじゃなくて他

の業種についても入札、随意契約については

ぜひ公正公平であるというようなかたちで措

置をしていただきたい、対応していただきた

いということを強く要望しまして、私の質問

を終わります。

（宇江原総清議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで５番宇江原総清議員の一般質問を終

わります。

５分間休憩します。（午前11時35分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前11時42分）

１番棚原哲也議員の発言を許します。

（棚原哲也議員登壇）



- 72 -

○ １番 棚原哲也議員

議席番号１番棚原哲也でございます。私の

方からは４点ほど質問いたします。私が12年

漁協組合長、久米島漁協の組合長を務めてお

りました。それと平成15年から20年まで５年

間、沖縄県の漁協組合長会の会長を務めてお

りまして、その観点から鳥島射爆撃場、久米

島射爆撃場、沖縄本島東海域にありますホテ

ル・ホテル訓練水域の返還に携わってきた経

緯がございますので、今回、第１点目に鳥島

射爆撃場及び久米島射爆撃場の借地契約につ

いて。

それから県道謝名堂、泊線の整備について。

次に、海岸に放置されているコンクリート

片の撤去について。

４点目、無縁仏の収骨奉納について。４点

ほど質問いたしてまいります。

まず、第１点目に、鳥島射爆撃場及び久米

島射爆撃場の借地契約についてでございま

す。町長は平成18年３月、町議会定例会での

鳥島、久米島の両射爆撃場の返還要請決議以

降、町議会での質問やマスコミ等の取材に対

し一貫して契約更新を拒否する姿勢を示して

きました。しかし、昨年３月29日、総合的に

判断して苦渋の選択をしたとして、議会への

説明もないまま借地契約の予約に合意してい

る。同年６月の議会定例会での同僚議員の質

問に対し、「下地代議士には相談した覚えは

ある」と答弁し、総務課長の答弁では１月か

ら３月末までの交渉期間があったが議員全員

に対する相談の機会を失したと陳謝していま

す。一方で合意づくりの仕組みが全くの議会

無視ではなく、議長、副議長が入って意見交

換する場はあったと答弁し、手続き面で不備

があったとしています。

そこで４点お伺いします。まず、１点目に、

鳥島射爆撃場については戦後60年余の実弾射

爆で消失の危機にあり、借地契約の期間が民

法上の規定で国が上限の20年としており、次

回の契約時までに町有地である島の消失が危

惧されるため、町民へ契約に至った経緯の説

明が必要だと思うがどう考えるか。

２番目、予約に応じる決断をする前に漁協

及び水産団体へ相談したか。

３点目、早期返還に向けて協力要請をした

県知事、県議会及び南部町村議会議長会へは

予約に応じつつ返還要請を求めていく旨の説

明をしたか。

４点目、契約条件が納得できなければ単年

度毎の借地契約を拒否する考えはあるか。こ

れについて答弁をお願いします。

全体を質問してから答弁をお伺いしたいと

思います。

次に、県道謝名堂、泊線の整備についてで

ございます。謝名堂、泊間の道路は、学生の

通学路として、また地域の生活路として事故

が起きない前に早めに整備が必要だと思う

が、町として県へ要請しているか伺いたい。

次に、３点目、海岸に放置されているコン

クリート片の撤去についてでございます。イ

ーフ旧ＢＧ財団施設の東方、謝名堂川下流域

の湾の奥部に放置されているコンクリート片

の山は、泊漁港や謝名堂川下流域の水門付近

からも目視され、またイーフビーチからの観

光客や町民の散策路でもある。環境保全の面

からも早期の撤去が必要だと思うが町の考え

方を伺いたい。

４点目、無縁仏の収骨奉納について。イー

フ地区の保安林の中で確認されているだけで

も５体の埋葬痕があるが、町として収骨奉納
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すべきだと思うが町の方針を伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

１番棚原哲也委員の質問にお答えします。

鳥島射爆撃場及び久米島射爆撃場の借地契約

について。町民への説明については、町議会

での審議やその他町民との意見交換の場を利

用して説明に努めてまいりたいと思います。

２、久米島漁協との話し合いですが、久米

島漁協の組合長とは、鳥島射爆撃場について

の意見交換をしております。

３番目に、県知事が会長を務める沖縄県軍

用地転用促進・基地問題協議会事務局へ早期

返還を求める方針に変更はないことを説明

し、その後の国に対する返還要請行動にも参

加をしております。

４番目、予約の同意にあたっては、条件を

付していますので、その条件が守られない場

合は、単年度契約の拒否もあり得るものと考

えております。

２点目、県道謝名堂、泊線の整備について。

質問にあります区間の整備については、以前

から度々県へ要請を行っています。県の回答

としては、現在久米島の県道整備計画の中で

対応したいとの事です。

海岸に放置されているコンクリート片の撤

去について。約30年ほど以前、台風時に字泊

集落に、波が超波してくるので、地元より、

その対策の要望があり、当時仲里小学校の校

舎改築のコンクリート殻を、消波ブロック代

わりに設置しようという話し合いが行われて

設置された経緯がございます。撤去に関して

は、予算の面も含めて検討してまりたいと思

います。

無縁仏の収骨奉納について。無縁仏の収集

奉納につきましては、字イーフからの要望も

ありましたので、現在納骨堂の入札の準備を

しております。完成後収集奉納してまいりた

いと思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

ただいま町長の答弁で、町民への説明につ

いては町議会での審議やその他町民との意見

交換の場を利用して説明に努めてまいると答

弁がありますが、意見交換の場の持ち方、そ

れと時期についてはどのように考えるか。

次に、町有財産でありたいへん重要な島の

消滅にかかる借地契約であるため、賛否を問

う住民投票を行う考えはないかお伺いいたし

ます。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

まず、１点目の意見交換の場につきまして

は、わざわざそのために意見交換会を開催す

るということは考えておりません。いろんな

行政懇談会やその他の場がありますので、そ

ういった場所でやっていきたいと考えており

ます。

住民投票については、これもちょっと住民

投票にかけるには内容的にそぐわないのでは

ないかと考えております。かけてその後どう

対応できるのということがありますので、住

民投票にはそぐわないと考えております。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。
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○ １番 棚原哲也議員

予約に応じる決断をする前に久米島漁協の

組合長とは意見交換していると答弁しており

ますが、そこで組合長１人との意見交換会と

いうふうに受け取っております。これにつき

ましては漁協の理事会、それから漁協の通常

総会等での説明が必要だと思いますが、これ

についてお伺いいたします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

組合長との意見交換は確か２回ほどもって

おります。その時１人だったか２人だったか

ですが、理事会については、それぞれは組合

長の責任でもってやるべき部分であると考え

ております。町は町としての貸地契約の問題

を抱えていると。組合は組合としての漁業権

の契約の問題を抱えておりますので、それぞ

れの立場と課題があって、意見交換しながら

最終的には貸地については町長の責任の下

で、漁業権の更新については組合長の責任の

下で決断をするというのが筋だと考えており

ます。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

ただいま鳥島射爆撃場については組合長と

意見交換していると答弁されております。久

米島射爆撃場についての意見交換はされてな

いんでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

意見交換は両方含めてやっておりますが、

議題の中心になるのは鳥島の方でございま

す。久米島も含めて全くやっていないという

ことではございません。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

久米島射爆撃場についても好漁場であり、

またオーハ島から東約５㎞に位置し、久米島

の観光の一番の売りであるはての浜や中の浜

の約８割が射爆撃場の域内にあり、今日のネ

ット社会において久米島の観光名所が射爆撃

場内にあると配信された場合に、久米島の観

光は壊滅的な影響を受けると思うが、この件

に関しては観光協会長を兼務されております

副町長にどのように考えるかお伺いいたしま

す。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

お答えします。先ほど町長からもいろんな

答弁がありましたが、私どもとしてもこの水

域については今おっしゃるようにはての浜が

観光として非常に島外からの皆さんにも人気

スポットとして活用されております。いま黙

認状態でレジャーについてはやっております

が、今後含めまして軍転協の中でもここの返

還についても継続してやっていきたいという

考えであります。

そして、いろんなかたちではての浜の利活

用についてはいろんな案、計画等があります

ので、そのへんを意見収集しながら今後に生

かしていきたいと思っております。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

次に、水産団体への相談はしたかという質
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問をしましたが、これについての回答がなさ

れておりません。久米島漁協との協議をした

という回答のみしかありません。制限水域の

返還につきましては県漁連、沖縄県の組合長

会、地元漁協も一緒になって要請行動をこれ

まで続けてきております。平成20年に政府各

省庁への要請についきましても県知事、町長、

県漁連会長、組合長会長と各団体のトップが

一緒になって要請活動をしております。その

点からしても今回の契約に至ったことについ

ては説明する必要があるんじゃないかと思い

ますが、これについてお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

棚原議員がおっしゃる水産団体というのは

組合長会のことでしょうか。

（「県漁連、組合長会併せて」の声あり）

今回の予約はいたしましたけれども、返還

を求める方針は全く変わりがないわけでござ

います。それと予約は、返還を求める方針を

変えるということであれば当然説明は必要か

と思いますが、その方針を全く変わるわけで

はございませんので、致し方なく、現在の法

律、制度の枠内でしかたなくやったというこ

とでありまして、返還を求める方針というの

はいささか変わりはないわけでございますか

ら、そういった部分の説明は従来どおりでご

ざいますので、特にそういった団体への説明

は必要だとは思っておりません。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

県知事が会長を務める沖縄県軍用地転用促

進基地問題協議会事務局へ早期返還を求める

方針に変更はないことを説明し、その後国に

対する返還要請行動にも参加しているとして

おりますが、この件については軍用地転用促

進基地問題協議会事務局への説明、これは何

年何月頃行なわれたのか。それとその後の国

に対する返還要請行動、これにつきましては、

平成20年度知事に同行して要請した以降につ

いても国に要請したのかお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

ただいまの軍転協への説明ですが、ちょっ

と日程は忘れたんですが、軍転協の総会があ

りまして、その場でやった覚えがございます。

そして、我々返還要求、いま普天間基地と並

んで鳥島射爆撃場、久米島射爆撃場、ホテル

・ホテル地域は最優先事項として今軍転協で

取り上げております。普天間基地の問題につ

きましても、普天間基地は返還は決まってい

るがじゃあ契約しないのかと。普天間基地も

契約はして返還を求めてまいっております。

ですから、我々返還を求める意思というのは

全く変わりはございません。そこらへんは、

ぜひ、ご理解いただきたいと思います。

それと国への要請は、あれから２回ほど行

っております。具体的な日程は日程表がない

ので覚えておりませんが２回ほど行っている

ということです。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

説明なんですが、県議会及び南部町村議会

へもこの件に関しての説明はされたのかお伺

いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛
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平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

先ほども申しましたとおり、返還に変わり

はないということは決まっておりますので、

我々がもう返還を求めないというのでありま

したら説明しにあがらないといけないと思っ

ております。返還を求めることには変わりは

ございません。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

鳥島射爆撃場は、久米島町のたいへん重要

な財産であり、射爆の継続により島が消失し

た場合に、皆さんに資料を配ってありますカ

ラーの資料がございますが、「鳥島を中心と

した領海線」という資料、カラー刷りのもの

がございます。この中で鳥島が消失した場合

にはグリーンで示された部分の領海、それと

経済水域が縮小されることになります。これ

は今から読み上げて説明します資料として配

付してございます。

島が存在することにより設定できる漁業権

も消滅することになり、現在、久米島漁業協

同組合が設定している漁業権も失われ、他の

地区の漁業者や遊漁者に対する優先権もなく

なります。久米島の漁業者の経済的損失はた

いへん大きなものになります。また島の消失

によって日本の領海の縮小、排他的経済水域

の縮小と国益上も多大な損失となります。

制限水域の返還要請については平成７年鳥

島近海における米軍ハリアー攻撃戦闘機の墜

落事故や、平成７年、８年に鳥島で使用され

た劣化ウラン弾の問題、米軍ヘリによるパヤ

オでの操業妨害、制限水域外のパヤオ付近の

爆弾投下等、事故が起こる度に水産団体で抗

議、返還を求めてきましたが実現されず、平

成19年に当時の防衛大臣石破大臣に要請に伺

ったときに、制限水域の返還要請は沖縄県知

事、県議会等、沖縄県全体として要請するよ

うな助言があり、町議会での決議以降、県知

事、県議会へ要請を行い、現場の視察も県知

事、県議会等にしてもらい、現状を認識して

もらっております。

その後で、平成20年11月に県知事、町長、

県漁連会長、県漁協組合長会で政府各省庁へ、

鳥島・久米島の両射爆撃場及びホテル・ホテ

ル水域の一部解除について要請をしておりま

す。

平成22年２月には政府が米側へ３施設の返

還解除を提起したが、ホテル・ホテルの一部

解除は日米間で合意し、鳥島・久米島射爆撃

場については継続協議することになったのは

一部前進し、結果については県知事、県議会

決議、南部地区町村議会での決議、水産団体

の長期にわたる要請活動が功を奏したと思う

が、早期返還に向けての町としての今後の取

り組み方針をお伺いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

ただいま棚原議員からこれまでの経緯につ

いて詳しく説明があったとおりであります。

この鳥島射爆撃場、久米島射爆撃場の返還問

題が日米交渉のテーブルに乗ったことはこれ

まで棚原議員も組合長としていろいろ取り組

んできた、そういった関係者の皆さまの積み

重ねのたまものだと考えております。一旦テ

ーブルに乗ったんですが、この射爆撃場の返

還については、今後米側と協議していくとい

うことで、具体的な方向性についてはまだ見
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えておりませんが、基地問題については非常

に腰を据えて一歩一歩積み重ねていかない

と、なかなか前進しないということもござい

ますので、粘り強く今後政府への交渉等を通

してやっていきたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

これまで返還の経緯の中で、我々は実は、

先ほど申し上げました久米島射爆撃場につい

ては議員の皆さまからも言われましたけれど

も、那覇から久米島への航空便がまっすぐ飛

んでいかないのは、この久米島射爆撃場と入

砂の射爆撃場があるということで、これまで

渡名喜村といろいろ話し合ったがなかなか乗

ってくれなかったということがありました

が、最近、渡名喜村長といろいろと返還につ

いても協議を始めたばっかりです。もちろん

どう展開になるかというのは分かりません

が、久米島射爆撃場についても住民サービス

の観点から積極的に鳥島もひっくるめて取り

組んでまいりたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

ただいま随時説明しましたけれども、もう

１枚のカラー刷りにつきましては、大きく色

塗りされています三角の部分、これが今回日

米で合意して返還されるホテル・ホテル水域

の一部でございます。左側に鳥島射爆撃場、

久米島射爆撃場がありますけれども、これに

ついては継続して協議するということで、取

扱注意文書でありますので、これは出してお

りませんけれども、これは日米安全保障協議

委員会での共同発表の文書でございます。前

岡田外務大臣、北沢防衛大臣、クリントン国

務長官、ゲイツ国防長官、４者による共同発

表の文書の中に、訓練区域、両政府はホテル

・ホテル訓練区域の使用制限の一部を解除決

定し、その他の処置についての協議を継続す

ることを決議したと文書で正式に発表してお

ります。

ただいま町長から返還については今後継続

して要請していくということでございますの

で、引き続き早期返還に向けて取り組んでい

ただきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

棚原議員、２番、３番、４番再質問ありま

すね。今日１時からの予定なんです。これを

やりますとまた時間がずれますので、取りあ

えず午前中のはこれで終わって休憩して、再

開したいんですが。

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

謝名堂、泊間の県道の整備について、答弁

では以前から県への要請を行っており、県の

回答としては現在久米島の県道整備計画の中

で対応したいとありますが、本地区につきま

しては宇根、真泊、泊、謝名堂地区の子ども

たちの通学路であり、字民の生活道路でもご

ざいます。道路には電柱や防犯灯が歩道に設

置されていて、人１人がようやく通行できる

ぐらいの幅しかなく、排水口の上を歩いてい

るのが現状でございます。子どもや高齢者は

危険な状態で歩道を使用しております。なお

ガードレールも９割型未設置の状態であり、

優先して整備するよう県へ町の意見を付して

要請できないかお伺いいたします。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。



- 78 -

○ 建設課長 盛本實

この区域に関しましては、以前に行政懇談

会、それから地域からの連名の要請書もきて

おります。それを受けて町は何度も県の方に

要請してしているんですけれども、県として

は最近イーフの前の道路を採択し、去年から

設計入って、平成23年度から一部関連工事も

入っております。同時に島尻の橋の箇所が急

カーブになっているところが危険だというこ

とで、２年後ぐらいから橋も手がける可能性

があります。

現在、阿嘉の橋などもやっており、久米島

に多額の予算をつぎ込んでいるという中で

は、やはり県全体のバランスも必要なので、

そのへんの調整も図りながらこの区間に関し

ては取り組んでいくという回答を得ておりま

す。いずれにしても現状からすると危険な状

態でございますので、事ある度に要請はして

いきたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

この謝名堂の県道につきましては、先ほど

も説明しましたように高齢者の方々が生活物

資の買い付け、年金受給、郵便局、役場への

往来、それからＡコープへの往来と、こうい

う状況を見てみますと、押し車をして歩道の

上を側溝の上を歩いていると、非常に危険な

状態にあるのを確認しております。そういう

意味から久米島町内では農道部分の県道につ

いての整備がだいぶ進んでおります。優先し

て集落内を先に整備する必要があるんじゃな

いかと思いますので、優先順位を町の方でし

っかりとまとめて県の方へ要請をしていただ

きたいと思います。これについては回答の方

はよろしいです。

次に、コンクリート片の撤去についてでご

ざいます。コンクリート片の撤去につきまし

ては、30年ほど前、仲里小学校の校舎改築の

コンクリート殻を消波ブロック代わりに置い

た経緯があると。撤去に関しての予算の面を

含めて検討しますとありますが、現在、久米

島町におきましては、町の景観計画の策定、

それから景観条例も６月議会で提案するとい

う計画もございます。その点からも早期に担

当の方で現場確認をしてもらって、この撤去

に向けての改善策をお願いしたいと思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

環境保全の文言も一般質問に出ておりまし

たので、さっそく我々も現場へ行って調査し

てきました。やはり約50、60ｍの広範囲の長

さに渡ってコンクリート殻が積まれている状

況が確認されました。予算がどのぐらいかか

るかという積算もしながら予算の計上もし

て、もし認められましたら、実施に関しまし

ては課長同士では建設課で行うということで

２人で調整しておりますので、まずはどのぐ

らいの予算がかかるかを調査していきたいと

思います。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

次に無縁仏の収集奉納についてでございま

す。無縁仏の収集奉納につきましては、字イ

ーフからの要望もありましたと答弁されてお

ります。３年ほど前に字イーフの区長に提案

しまして、町への要請をしたと思いますけれ
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ども、現在、納骨堂の入札の準備をしている

と、完成後収集奉納していきますとの答弁で

あります。納骨堂の建設場所がどの場所にな

るのか。それと入札の予定時期はいつ頃なの

か、お伺いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

佐久田等環境保全課長。

○ 環境保全課長 佐久田等

建設場所につきましては、町長、副町長、

担当、私含めてどこがいいかということで検

討しました。今の火葬場の後ろに環境保全課

が資材を置いている場所がございますので、

その後ろの方にすぐ着工できるように、うち

の臨時職員で重機を入れて全て片付けて更地

にしておりますので、今週か来週には入札が

終わりますので、すぐ着工できるように準備

しております。今月の、今週か、来週に契約

いたします。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

この無縁仏の収集奉納につきましては、字

イーフの方で保安林のモクマオウの前の育苗

といいますか、そういうものをしながら保安

林内の整備をして、将来的に観光客、住民が

散策できるような、そういう方向でいま字の

ほうでも一生懸命取り組んでおります。その

中にこういう無縁仏の塔があるのは非常に遺

憾な状況だと思いますので、早期に取り組ん

でいってほしいと思います。

以上で私の質問を終わります。

（１番棚原哲也委員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで１番棚原哲也議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午前12時20分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午後１時30分）

13番玉城安雄議員。

（玉城安雄議員登壇）

○ 13番 玉城安雄議員

こんにちは。13番玉城です。私の方から２

点ほど質問したいと思います。まず最初に、

公共工事の最低制限価格について質問いたし

ます。国の施策により公共事業が縮減され全

国的にきびしい状況の建設業界ですが、本町

も例外ではありません。10年前までは50社近

くあった事業所も現在では20社近くまで激減

してきております。工事量の減少のため業者

間の競争も激しく、また工事入札も低入札が

続いている状況を伺っております。以前は、

県、町も最低制限価格を予定価格の約80％を

基準とし、入札が行われていたと認識してい

ますが、県では昨今の建設資材の高騰など10

0分の90前後に引き上げ入札を執行している

ようです。本町では最低制限価格を100分の8

5前後の最低制限価格を設定し、入札が執行

されているが、低入札を防止すると共に、業

者の健全な発達、品質の向上、低入札価格に

より下請等へのしわ寄せ、労働条件の悪化を

防ぐためにも沖縄県並みの100分の90前後に

最低制限価格を設定する考えはないか伺いた

い。

次に沖縄県議会議員選挙の選挙区について

質問いたします。

現在、久米島町は、県議会議員選挙におい

て与那原町、南風原町、八重瀬町および南部

周辺離島を中心とした島尻郡区に属していま

すが将来的には久米島を中心とした南部周辺

離島は、那覇選挙区に選挙区の変更の要請が
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可能か伺いたいと思います。

理由として第１番目に宮古、八重山は選挙

区があり、県議員が在籍していますが、島尻

地区では候補者を擁立しても選挙人人口の面

で厳しい状況である。

第２番目に国選は那覇市、南部周辺離島を

中心とした沖縄第１区に属しています。

第３番目に教育行政、沖縄本島へのアクセ

ス、交通手段等など様々な面がありますけれ

ども、那覇市と密接な関係にあるわけです。

各離島郷友会等を中心とした様々な活動も期

待できます。このようなことから近い将来を

見据え、南部周辺離島の振興発展のため、各

離島首長と連携し、那覇市区に選挙区変更の

提案はできないものか伺います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

13番玉城安雄議員の質問にお答えします。

公共工事の入札に関する最低限制限価格につ

いて、本町の最低制限価格については、久米

島町契約規則第24条の規定により予定価格の

100分の70から100分の90までの範囲内と定め

られており、個々の事業の最低制限価格の設

定においては、国土交通省通知に基づき、直

接工事費の95％、共通仮設費の90％、現場管

理費の70％、一般管理費の30％と調整額を組

み合わせて設定しています。ご質問の件につ

いては、国の制度、県や他の市町村の制度等

を早急に調査し、検討したいと考えています。

次に沖縄県議会議員の選挙区について、県

議会議員の選挙区については、公職選挙法第

15条第1項の規定により、郡市の区域による

ことが定められています。例外措置として、

同条第４項及び第５項の規定により飛び地の

場合、地勢及び交通上これに類似する状況に

あると認められる場合、一つの郡市の区域が

２以上の衆議院小選挙区に分かれている場合

は、例外規定が認められています。これらの

例外規定を適用するかどうかは、沖縄県の判

断になります。ご提案の件については、周辺

離島の首長や議長とも意見交換をしたいと考

えています。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄委員

それではまず最初に、公共工事の最低制限

価格について再質問いたします。なぜ、私が

このような質問をしたかというと、公共工事

は昔から、農業、観光産業とともに久米島の

経済を担い、現在に至っている状況がありま

す。しかしながら最近では、公共工事を担う

建設業は長い経済不況とともに非常に厳しい

状況であります。もちろん建設業協会だけが

厳しいといっているわけではありません。町

としても第一次産業、観光産業の振興に、力

を注ぎさまざまな施策を展開しているのは、

十分評価いたしております。建設業において

は公共事業の減少も踏まえ業者間の競争も激

しく、数年来厳しい状況下にあると見ていま

す。町としても事業の確保について、誠心誠

意努力をしているのを十分評価しています

が、しかしながら公共工事の入札については

最近、この数年来、低入札が続いている状況

です。特に、等級でいえばＡランクの業者は

もうずっと数年来続いている状況ですね、そ

の結果として、業者の体力が低下し、事業所

の淘汰等によりも雇用の減少、引いてはまた、
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人口の減少の一因もなっていると私は考えま

すが、町長、どう思いますか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

まず、沖縄県においては、電子入札やある

いは一般競争入札の普及によって、かなり低

入札が進んできています。それに伴って、建

設業の企業収益もかなり悪化し、その緊急的

な対応策として、最低限制限価格の引き上げ

が８月に行われています。その前に本町の状

況はどうかと申し上げますと、本町の23年度

の２月までの執行工事、35件の平均落札率が

92.7％ということで、その最低制限を下回る

のは３件となっていて、それほど低価格入札

が多いというわけではございません。

ただ、法律の制度との兼ね合いが、ご指摘

の建設業の経営状況とも勘案しまして、町の

制度じたいは県と同じなんですよ。契約規則

の100分の70から100分の90の間という規定は

まったく同じで、その設定の仕方に制度上の

違いがございますので、そこあたりの運用状

況をちょっと細かく調べて対応したいと考え

ています。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

平均すると落札率が平均すると九十何％と

いうことを伺いました。しかし、厳しい状況

の中で15％というのは、業者にとってはも厳

しい状況だと思うんですよ。資料は提供でき

ないんですが、各業者の意見も聞いてみます

と、県の方ではほとんどの工事が100分の90

でやっているという。久米島地元に関する工

事に対してという話も聞いています。ぜひ、

そういう方向に、いろんな入札参加資格等い

ろんな面で県に準じているという話も聞いて

いますので、そこらへんまで、県に準じてほ

しいということまでお願いしたいと思いま

す。

その中で、先ほどご答弁の中で直接工事費

で100分の95という回答がありますが、本来

直接工事費というのは直接この工事にかかる

お金でありまして、1千万かかるとしたら1千

万、すでに100分の95にしたら実際この原価

が1千万としたら50万引いて設定するという

ことになりますよね、その時点でその分は赤

字ということになりますよね、私が調べた限

りでは、この直接工事費に関しては100分の1

00で対応しているみたいなんですよ。直接工

事費は100分の100というかたちでやっている

みたいなんです。そこらへんどう考えますか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

まず、県の方と制度の違いがございます。

本町の方は予定価格があって、最低制限価格

があると、２段階になっているわけです。そ

の最低制限を下回ると失格というようなかた

ちになりますが、県の場合は低入札価格の基

準というのがあって３段階になっているんで

すよ、予定価格があって低入札価格の基準が

あって、最低制限価格があるということにな

ります。この低入札価格の基準を下回るとこ

の会社が本当にこの金額でこの工事を最後ま

で執行する能力があるかという調査に入るわ

けですね、調査に入って、それが仕組み上は、

それがオーケーであればそれで落札が決まる

ということになっているんですが、事実上、

業者の方から辞退届けを出してもらうような
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かたちで運用しているわけです。

そういう３段階になっているという制度の

違いがあります。この低入札価格の基準が直

接工事費を100％になっております。そして、

失格基準の方は、直接工事経費は逆に10分の

7.5ということになっておりまして、この２

段階の違いがあるということです。緊急措置

として、当分の間はその部分を全額にするよ

うな特別措置を講じているところでありまし

て、おっしゃるとおり、結果として、90％に

ほぼ近くなるようなかたちで、設定されてお

ります。この制度を見ている限りと実際の運

用とどうなのかという部分も細かく調査し

て、前向きに検討したいと思っております。

○ 議長 喜久里猛

玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

先ほど、県の制度の違いということがあり

ました。多分、一般競争では総合評価式とい

うことで90％前後に価格を設定し、制限価格

を設定してもそれ以下でもヒヤリング等いろ

んな面で事情聴取して主観点、またいろいろ

の配点があり、それで落札できるという話は

聞いておりますが、それでも最低制限価格内

の業者で一番最低の業者が落札しているとい

うのが大幅なんですよ。ほんとにヒヤリング

対象の価格ですね、最低制限設定したので、

この間ヒヤリングしますけれども、やっぱり

もう、落札させないような方向でやっている

みたいではあります。そこらへんも踏まえて、

私が質問したのはいろいろ県並にしてくださ

いという要望ということでこういう質問をし

ていますので、次に、この入札、最低制限価

格を設定した場合に、足切りというのがあり

ますよね、県の方では100分の１％の範囲内

で減じることができるということもうたわれ

ています。町の方ではどうですか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

今、一般的に歩切りと言われている部分に

ついては、本町も零点何％しかやっていませ

ん。99.0％から100％の間でしかやっていま

せんので、そこは県と同じだと思っています。

○ 議長 喜久里猛

玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

そこらへんは私がお聞きした情報とは違っ

ている方向もありますのでそこらへんは持ち

帰ってもう１回聞いて担当課にお伺いを立て

たいと思います。それと、入札によって生じ

た入札残金とかありますよね、補助金も踏ま

えてですが、そこらへんはどのように処理を

しているか、大体はわかっていますけど、詳

しくお願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

入札残に関しては、継続事業であればその

次の工事に充てます。ただそれが完了事業と

なれば、その余った金というのは国に返還と

いうかたちで行っています。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

低入札が続けば、やっぱり落札した業者も

落札した分また経費なしでこの範囲内の工事

をすることになります。その影響を被るわけ

ですから、ぜひそこらへん、談合とかを防ぐ

ために悪いとは思いませんけれども、ぜひ県
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並みにしていただきたいということで質問し

ています。

それから、近年、県発注の工事で５千万円

以上の工事はほとんどが一般競争というかた

ちで、地元優先ではなく南部土木事務所、南

部農林土木管轄は、島尻郡一円から応札でき

るようになっており、必ずしも地元の業者が

落札できるという状況ではないんです現在

は。22年度、23年度も複数の島外の業者が落

札しています。確かに久米島からも南部管轄

に応札はできますけれど、一般競争になった

場合には30社ぐらいの応札があるわけで、な

かなか厳しいということで考えております。

また、入札の形態が総合評価式というかたち

をとっており、厳しい状態であるということ

も聞いています。

町としてもそれらの点も踏まえ、地元優先

の発注を訴えていくべきじゃないかと考えま

すが、いかがでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

入札については、これまで度々県を訪れて、

地元優先でやってくれというお願いはしてき

ております。特に離島という特殊性上、地域

の業者を優先してつかってくれということも

お願いしておりますが、県については入札さ

せるからには何社以上という規定がございま

して、なかなか久米島にいる業者全部で賄え

ないという現状もありますし、そこらへんも

踏まえてこれからも県の工事は久米島町でや

るときには久米島町の業者を優先的につかっ

てくれということはこれからも要請してまい

りたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

確かに、先ほどおお話したように、一般競

争の場合は30社以上の業者、指名競争でも県

の方は18社ということで指定されて、久米島

の地元の業者はＡランクで７社、Ｂランクで

７社、半分以上が島外の業者が指名入るわけ

です。そこらへんを踏まえて地元優先という

のをどんどん県に訴えていくべきではないか

と考えますので、よろしくお願いします。厳

しい財政状況の中ですが、ぜひ現在の状況を

考慮いただき、地域の経済を支える基幹産業

としての役割を担い、町産業の重要な雇用の

場としての建設業の発展のため、早急に県、

国、他市町村の制度を調査し、バランスのよ

い対応をお願いしたいと思います。

次の質問に移ります。沖縄県議会議員選挙

区についてですが、答弁の中にもありました

とおり、私も公職選挙法第15条を確認いたし

ました。それを踏まえて先ほどの質問をした

わけですが、飛び地 地勢及び交通の面から

も15条の５項に島尻の南部周辺離島は該当す

ると考えています。現在の島尻郡区は与那原、

周辺離島から３名の県議員が選出されていま

すが、３氏とも離島の振興については一生懸

命取り組んでいるのも十分理解はしておりま

す。しかしながら離島が故の悩み苦しみ等は

離島出身者でなければなかなか細かいところ

までは理解できないと思います。様々な問題

の解決には政治力が必要だと考えています。

そこで、どうにかして久米島もしくは周辺

離島から県議員を県政の場に送り出したいと

の思いから今回の質問をいたしました。そこ

で町長の見解を伺いたいと思います。

○ 議長 喜久里猛
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平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

ただいま提案のありました事項ですが、こ

れは以前から久米島町民にとって悲願の問題

でございます。以前は内間清六氏が南部から

選挙に当選したということがございました

が、しかし、これはもうこれで最後だろうと

言われております。なぜかと言いますと、我

々の生活基盤というのが那覇市とくっついて

いるということで、郷友会の皆さんも那覇市

に大多数住んでおられるということから、な

かなか南部とは縁もゆかりもないという状況

の中で果たしてこれでいいのかということは

以前から指摘されてきております。

我々久米島町で有権者数約７千名、それを

考えると那覇地区に組み入れた方がもしかす

ると１人や２人当選する可能性が非常に大き

くなってくるということがあります。これは

２、３年前から私自身県議会議員の皆さん、

あるいは周辺離島の首長の皆さんとお話した

んですが、残念ながら周辺の離島の皆さんは

あまり関心がないという部分がございます。

ただ、これについては不可能じゃなくて非常

に可能性はあると思います。引き続きこれに

対して積極的に取り組んでいきたいと思って

おります。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

私がなぜ那覇地区に拘るかという理由は、

町長の答弁からもありましたようにほぼ同じ

意見であります。久米島もしくは、島出身者

を島尻郡で擁立しても有権者数、知名度の面

で非常に厳しい状況である。周辺離島も同じ

状況であると考えます。ただ、那覇地区だと

郷友会のつながりがあり可能ではないかとい

うことと、また那覇市議には島出身の議員が

数名在籍もしております。島出身及び関係議

員が数名在籍していることも踏まえて、また

必ずしも島内から立候補者を擁立できなくて

も那覇市議あたりに打診してそういう方向も

できるんじゃないかということで一応提案と

いうかたちでしております。これからも、さ

っき答弁にありましたとおり実現に向けて動

いてほしいと思います。

答弁の中でまた周辺離島の首長や意見交換

とかしているけれど、やっぱり関心が薄いと

いうことがあります。他にもこういった意見

交換の場があったということは今の答弁で分

かっております。引き続きそういう面も各周

辺離島の首長に訴えていただき、ぜひ前向き

に考えていただきたいと思います。

人口の減少が慢性化している本町はじめ南

部周辺の振興は、お互いの自助努力も必要で

すが、やっぱり代議士、県議の政治力も大き

な力になります。大いに利用はすべきだと思

います。また、離島の苦しみは離島出身者じ

ゃなければなかなか理解できません。周辺離

島の中では人口の多い我が本町が中心となっ

て積極的に取り組んでもらいたいと思いま

す。質問の中では10年、20年後というかたち

で質問をいたしましたが、出来れば早急に４

年後の実現に向けて取り組んでいただきた

い。それと同両議員の皆さまにも共通認識と

して意識することをお願いしたいと思いま

す。

最後になりますが、先ほどの同両議員の中

からもありましたが、答弁でいろいろ検討す

るとか考慮する、努力する等の答弁をいただ

いております。その事項に踏まえて進捗状況、
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どうなったかという結果とか、我々に執行部

は答える義務があると思いますので、こうい

う議会の中で質問して答弁の検討するとかや

っていますよね、これを次期の定例会で検討

する、考慮する、努力すると返答したものを、

次期定例会の冒頭に進捗状況を報告すること

をお願いして私の質問を終わります。ありが

とうございます。

（玉城安雄議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで13番玉城安雄議員の一般質問を終わ

ります。

次に、４番翁長学議員の発言を許します。

（翁長学議員登壇）

○ ４番 翁長学議員

４番翁長です。私は１点、簡潔に質問した

いと思います。質問事項は道路整備について

なんですが、比屋定地内ですが、比屋定町営

住宅前の道路が現在コーラル敷となってい

て、地域住民がこの道はよく利用する道路で

す。この道路をアスファルト舗装できないか

伺いたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

４番翁長学議員の質問にお答えします。道

路整備について。比屋定町営住宅前の整備に

つきましては、平成23年度第４次補正「農業

体質強化基盤整備促進事業」の新規事業とし

ての採択に向けて作業に取り組んでおりま

す。

（平良朝幸町長登壇）

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

この道に関しては、ちょうど土地改良内農

道になっていて、そういう関係で以前から整

備ができなかったのかと思っていますが、こ

の道路は比屋定地域内、まずは比屋定区長な

どから要請はなかったかどうか伺います。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

この道路に関しては以前から地域からの要

望はございました。これまでできなかったこ

とにつきましては、我々としては町一円の中

でいろいろ調査しまして優先順位等々も含め

て検討して、この部分が今日まで先送りにな

ったという現状がございます。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

地域を廻って見ると、やはり地域の皆さん

が、この道路は集落に向けての中央線にあた

る道路なんです。ですから、やはり子どもた

ちも周辺にいっぱいいることだし、通学路と

しても使っております。ぜひ地域の要望に応

えてちゃんとした道路を整備していただきた

いと思います。

回答の中で、23年度の第４次補正「農業体

質強化基盤整備促進事業」で取り組んでいく

ということで返答を受けておりますが、これ

は実現できるでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

この事業は聞き慣れない事業名だと思いま

すが、昨年末に国の方で４次補正がありまし

て、その中でこの事業が出てきました。町と
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しても以前から要望がある地区を選定しまし

て優先順位をつけました。今、申請をやって

いますが、今月末ぐらいに指令がきます。年

度内で設計発注できるかどうか微妙なんです

けれども、いずれにしてもこの事業はほぼ出

来る状態にありまして、新年度で設計を入れ

て工事をするかどうかは非常にタイミング的

に微妙なんですけれども、取りあえずほぼ出

来る状態にあります。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

建設課長の答弁でたいへん嬉しい返事をい

ただきまして安心しております。この道が地

域の皆さんの要望どおり採択できるという方

向に向かっているそうですので、ぜひこの道

を整備して欲しいと思います。

簡潔に私の質問はこれで終わります。

（翁長学議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで４番翁長学議員の一般質問を終わり

ます。

次に、３番平良義徳議員の発言を許します。

（平良朝幸町長登壇）

○ ３番 平良義徳議員

平良です。１つだけご質問いたします。パ

ソコン教室の開設について。現在久米島空港

内において、本土の企業が運営しているパソ

コン基礎演習科コースの職業訓練が実施され

ています。久米島では初めての職業訓練で、

現在120名が資格取得や技能向上、また就職

に向けて勉強しています。訓練期間が平成23

年９月から平成24年３月までとなっていま

す。その後も継続してパソコン教室を開設し

て欲しいという地域住民及び当該訓練生から

多数の要望があります。本町は年々人口減少

にあり、雇用問題も深刻です。仕事をする上

でパソコンは必要不可欠です。行政としても

人材育成は推進していかなければいけませ

ん。その様なことからパソコン教室を開設す

る意義を強く感じ、次の項目を挙げて要望い

たします。

１つ、現在の訓練生が終了後、中級へのレ

ベルアップ。２つ目、職業上パソコンを使う

頻度が増えており、自己流の勉強では限度が

あります。本格的な基礎知識が必要でありま

す。３つ目に、パソコン利用による情報の共

有化、その他多々の目的があるということで

す。以上の様なことを踏まえ、パソコン教室

を開設し人材育成に取り組む考えはないか、

町長の見解を伺います。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

３番平良義徳議員の質問にお答えします。

パソコン教室の開設について。久米島空港で

開催されているパソコン教室は、国の事業と

して民間会社が国から委託を受けて実施して

いるものであり、平成23年度は沖縄の離島（久

米島、宮古、石垣）を含めて全国７府県で実

施されています。このパソコン教室は、職業

訓練として実施されており受講者には日当が

支給され、終了後には使用しているパソコン

が貰えるという条件で実施されています。こ

のような条件で島内で120名の方々が基礎的

な訓練を受けているということでありますの

で、訓練終了後は、それぞれの努力で技能向

上を図り、就職活動に活かして貰いたいと思

います。
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町としては、国、県事業による職業訓練的

なパソコン教室の開催は出来ませんが、町民

からのニーズが多ければ検討してまいりたい

というふうに思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

先ほどの答弁内容では、ニーズが多ければ

検討するということですが、ニーズが多いか

ら要望しているわけです。当初の質問事項の

中では理解しずらかったと思いますが、再質

問の中で具体的な内容を説明していきたいと

思います。

今行っている職業訓練は緊急人材育成支援

事業として国が行っているものです。訓練の

みと、それから一定の条件を満たせば生活支

援給付金を受けている方もいます。それから

土日以外毎日昼の部２クラス、夜の部２クラ

スそれぞれ５時間ずつ行っております。それ

もまた出席日数が８割を満たさないと給付金

返還という厳しい条件の中で一生懸命訓練生

が技能を磨いている次第です。

次に、パソコン教室当該訓練生たちからの

要望をまとめたものを紹介いたします。パソ

コン教室開設依頼について。まず目的ですが、

人材育成と生涯学習の提案ということで、１

つ目に、現在空港内教室で学んでいる訓練生

の中には中高年生も結構います。その方々の

勉強意欲が強く、これから町としてパソコン

教室の開設をお願いしたいということです。

２つ目に、以前はパソコン教室が開催さい

れていましたが、現在は教室がなく独自の勉

強には限度があり、ぜひ教室で勉強させてあ

げたいという思いがあるということです。以

前に久米島高校と清水小学校、それから簿記

パソコンでは商工会の中でやってきた経緯が

あります。その後長らくやってないものです

から復活してほしいという要望です。

それから、離島であるが故に情報の共有化、

ネットを通じて勉強させてあげたいという、

本島、県外、外国ですね。現在またハワイの

コナ市とも姉妹提携を結んでおりますよね、

海洋深層水関係で。そのへんネットをつかっ

た情報交換とか、そのへんも後で質問したい

と思います。

それから、今後パソコン教室を開設する前

提として申し上げます。パソコン教室中級コ

ースをつくり、レベルアップを図るよう、指

導者クラスの指導員養成、それから120名の

訓練生の中からは必ずや講師が誕生すること

が期待できます。

次に、先ほどの目的の方と重複する面があ

りますが、今後、町がパソコン教室又は講習

等を行う、先ほども申しましたが前提とした

ものであります。１つ目に、訓練生がいま受

けている初級コースを中級編にもっていく

と。現在パソコン教室に通っている方々が上

のレベルに進むことでより高度な知識や使用

法を身に付けスキルアップを目指す、受験し

たい検定試験に対応して勉強を行う。

２つ目に、初級クラスの導入。初級編の設

置により、パソコン教室に参加できなかった

方々、パソコン未経験者が初歩の知識や使用

法を学ぶ。

３つ目に、実情に合わせたレベルの講座。

現在仕事上でパソコンを使う頻度が増えてい

ますが、個人での勉強では限りがあります。

この機会にぜひ教室でパソコンを基礎から学

習したいという方々に対しての講習。
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４つ目に、社会人マナー講座の導入。科目

の中に自己理解、職業意識、表現スキル、人

間関係スキルに関する科目等、それからビジ

ネスマナーも含めて勉強の場を導入したいと

いう。これは今現在訓練校でもこういったマ

ナー教室は科目の中に入っております。

それから、久米島は離島である上での情報

の共有化、台風時、災害時の安否確認の必要

性、このような状況を踏まえ人材育成の強化

に力を貸していただきたいと思いますので、

久米島パソコン教室の新設要望を強く推進し

たいという訓練生たちからのメッセージがあ

ります。

このような内容ですので、強く要望して、

町として出来る範囲で努力していただきたい

と思いますが、町長の見解を伺います。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

パソコンにつきましては生活の一部という

ことで全国どこでも各家庭でパソコンが使用

されております。そういった面においてはこ

れからの離島である私たちの久米島町の情報

発信で、そして外部からの情報ということに

おいてもパソコンというのはなくてはならな

いものということ認識しております。

教育委員会におきましては生涯学習の一環

として平成17年度頃に現町長が２階の会議室

でパソコン講座を開設しております。そして

平成18年、19年におきましては久米島高校、

当時イントラネット整備事業というのがござ

いまして、その一環として久米島高校の方で

パソコン教室、それからまた《曽根和歌子》

さんを招へいしてのパソコン講座を開設して

おりますが、ただ、その時におきましてはあ

くまで初歩的なパソコン教室でございまし

て、年賀状の作成、そういったかたちでの初

歩的なコースのパソコン講座をやっておりま

すが、いま議員がおっしゃる就活のためのレ

ベルアップしたパソコン講座というのが今後

いろんな場所とか、機器の問題、講師の問題、

そういった諸々の観点がございますので、そ

のへんまた今回のパソコン教室に行かれてい

る方といろんな意見交換しながら、また町の

産業振興課の方としてどういったかたちでの

事業があるのか、そのへん意見交換をしなが

ら図ってまいりたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員

○ ３番 平良義徳議員

後で教育委員会の方にも聞こうかなと思っ

ていたんですが、今、町長の方にお願いしま

したが教育長の方に説明していただきまし

た。インターネットも含めてなんですが、パ

ソコンはいろいろな分野で活用されていま

す。皆さんがよくご存じだと思います。その

活用法として各課の助言をいただきたいと思

います。

まず産業振興課に伺いたいと思います。例

えば、青色申告などでも農業従事者でも自分

たちでパソコンを使って申告の書類を集めて

やっている人も何名かいるんですよね。そう

いったかたちのパソコンの活用法を助言いた

だきたいと思います。

それから、所管が産業振興課であります観

光ですね、そのへんは観光協会副会長もいら

っしゃいますので、大田治雄副町長にお願い

したいと思います。

それから、プロジェクト推進室、先ほども

申し上げましたが、海洋深層水関係でハワイ



- 89 -

と交流していますね、そのへんをどういうふ

うにインターネットを使ってやっているの

か、今後やっていくのかという活用法を助言

してくれればいいと思います。

それから、教育委員会は関連しますが、今

ハワイとの姉妹校で近々教育関係も交流を行

っていくという話は聞いていますので、その

へんもう一度教育委員会からの助言をいただ

きたい。

それから、具志川、仲村渠の上の方にお店

がないんです。ある人から買い物に行きたい

けど特に独居老人とか苦労していると。その

へん買い物サービスできないかという、その

へんの観点からいいますと福祉課が担当課と

思っております。将来的には、高齢者はなか

なかパソコンは難しいと思いますので、各公

民館でインターネットをつないで、公民館に

行けば買い物の相談ができると、区長さんを

中心にして、そのへんの観点の助言をお願い

したいと思います。その活用法です。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

先ほど教育長からお話がありましたが、私

がパソコン教室を開催した第１号としてお話

したいと思いますが、パソコンを習うという

のは正直な話、導入、パソコンを初めて使う、

あるいはどういう使い方があってと導入だけ

でいいと思うんですよねパソコン教室という

のは。その後自分が使いたい分野で自分で勉

強しながら、現に私の生徒もみんなそうやっ

てパソコン自然と自分の仕事に生かしてきた

わけです。ですから、その中で例えばステッ

プアップして中級とか何とかというのはよっ

ぽど職業に即した、例えば画像を使っていろ

いろなものインターネットに流したりとか、

そういう部分でも特殊性の部分というのは、

やっぱりなかなか町ではやりにくいという部

分があります。町でやれるのは、まずパソコ

ンに親しんでもらって、そのパソコンを自分

がどう活用するかを見いだす段階までが私は

町としてのパソコン教室の役割じゃないかと

思います。あとステップアップしていくのは

自分で、そして仕事に使うかたは金を出して

自分で教えてもらうという方法が一番いいん

じゃないかと思います。あと付け加えるのが

ございましたら。

○ 議長 喜久里猛

産業振興課長、ありますか。

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

農業分野では農業簿記、ゆんたく館の方で

農業簿記を指導しています。10台ほどパソコ

ンを備えて、そこで指導をやっております。

１年か２年ということでこれから継続してや

る予定をしております。簿記教室をしながら

また確定申告とかそこまでもっていける段階

まで指導はしていきたいと考えております。

観光関係では、いま情報プラザの方にイン

ターネットを備えたパソコンが設置されてい

まして、年間100名ほどが利用されています。

後は民間の喫茶店とかホテル内にもインター

ネットを備えたパソコンが設置されていて、

それを活用できるような態勢まではできてい

ます。

○ 議長 喜久里猛

平田明税務課長。

○ 税務課長 平田明

申告の面でパソコンをどういうふうに利用

されているかというのを説明いたします。実



- 90 -

は２月１日から３月15日までの間、税務署の

方で確定申告を行うわけですが、離島の利不

便さを考慮して、税務署の方にその期間だけ

を本庁の税務課の方で申告できるようにとい

うことで権限をもらいまして、こちらで申告

の指導をしているんですけれど、その中では

自宅でも国税庁の確定申告コーナーというと

ころがありまして、そこから入り込むと自宅

でも申告できるようになっております。そし

て電子申告で一切の書類を省いて電子データ

だけを送ることもできます。それは基礎認証

付きの住基カードをもらいまして、パスワー

ド等を町民課の方で登録して、自宅にいなが

ら電子データで申告できるようになっており

ます。

その他に青色申告会の方では加入者300名

前後の方々が青色申告会を利用してｅ-Taxで

申告しております。

商工会の方も商工業の方々を中心に指導し

て申告相談を行っております。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

観光の分野の立場で回答したいと思いま

す。さっき産業振興課長からもありましたが、

観光協会としてもいろんな取り組みをやって

おります。２つのパターン、逆に我々が島外

を調べるにはパソコンインターネットを使っ

て旅行先を探すとか、また航空券の予約をす

る場合にも今はインターネット予約が主流に

なってきています。今の若い世代はそれに対

応できるんだが、高齢者の皆さんがどうでき

るかというのが今後の課題かと思っておりま

す。そのへんの今後の教室等があればそれを

活用して、そういう方向付けをするというの

も大事なことと思っております。

そして、外部からのアクセス、久米島町の

ホームページ、それから観光協会のホームペ

ージもありますがまだまだ不十分なところが

あるかと思っております。よくいわれること

は、久米島は分かるんだがどこの場所にある

かも分からないというのが今回のサイクリン

グレースの皆さんからもそういう意見があり

ました。そしてホームページがもう少し充実

すれば、例えばふるさと納税の呼び掛けにつ

いてももう少しできるんじゃないかというよ

うな提案もあります。いろいろなかたちでイ

ンターネットを活用したこれからの行政の取

り組みが非常に大事かと思っておりますの

で、観光協会としてもいろんな連絡網をつか

って、これから外部に発信するような努力を

していきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

プロジェクト推進室の方では、いま海洋温

度差発電を含めた深層水の複合利用というこ

とで、その複合利用をハワイ郡と連携してい

ろいろ研究しようということで推進していま

すが、そのハワイ郡との国際会議をインター

ネットを使って常時実施しましょうというこ

とで、そのようなネットの活用計画を予定し

ております。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

学校現場におきましては、各小学校や中学

校にパソコンを導入いたしまして、子どもた

ちのパソコン、将来のおける子どもたちの情

報の学習ということで図っております。先ほ
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ど税務課長の方からもありましたが、いま税

の申告もパソコンでできるという本当に画期

的な情報社会になっているわけですが、教育

委員会としましては先ほども申しましたがあ

くまで初歩的な分野、これはいま仕分けを必

要ですが、そしてサンシン教室等いろんな教

室が開校していますが、あくまで初歩的な教

室を開設していますので、議員がおっしゃる

これからの人材育成ということでの位置づけ

としてのパソコン講座というのはまだやった

ことがございませんが、先ほど申し上げまし

たとおりいろんな財源等が伴います。そして

また場所、講師等もいろいろ調整を図りなが

ら、どういったかたちでまたその教室が開設

できるのか皆さん方と意見交換をしていきた

いと思います。

○ 議長 喜久里猛

山城保雄福祉課長。

○ 福祉課長 山城保雄

基本的には先ほど町長が答弁したようなこ

とだと思います。福祉分野で敢えてどうのこ

うのというのは活用できるのはあまりないん

ですが、仕事で、例えばエクセルとかワード

とか基本的なものを自分のものにして仕事で

活用するというのがやはりパソコン教室じゃ

ないかと思うんです。先ほど言ったような交

通の場所の遠いところで買い物どうのこうの

というのもそれは商売としてやる人が使える

のであって、弱者の人たちは電話で注文する

とかいろんなことができるんじゃないかと思

います。そういう意味ではパソコン教室とい

うのは基本的なものをマスターして、そして

パワーアップしてインターネットを利用する

というのは使いながら出てくるものじゃない

かと思います。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

これまでいろんな助言をいただきました。

活用法がたくさんあります。それほど今はパ

ソコンは町民の必需品となっております。で

すから、ぜひ人数も多いので、必ずしも中級

レベルどうのこうのじゃなくて、なかなか１

人２人ではできないんです。沖縄本島みたい

にパソコン教室が有料でもいいですのであれ

ば通えるんですが、こちらにはパソコン教室

という本格的な教室がないんです。人から習

ったりするのもなかなかできないということ

で、ぜひそのへんを考えていただきたいと思

います。この条件等については役場の方で考

えてやればいいんじゃないかと考えておりま

す。

パソコン教室は、先ほども言いましたが町

民の必需品。観光は今は低迷ですよね。手段

としてこういったインターネットを使って町

民に浸透していけば、結構いまインターネッ

トをつかっている人がいるんです、島でも。

自ずと発信して行くと思うんです。こういっ

たものを活用して観光のリピーターとかを考

えていくとか、いろんな手法があるわけです

パソコン、インターネットにはですね。この

へんぜひ考えてもらって、パソコン講座でも

講習でもやっていただきたいと思います。こ

れで質問を終わります。最後にコメントお願

いします。実現できるかどうか。これは何百

名という方々の要望だと思いますので。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

パソコン教室をぜひやってくれという要望
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がございましたが、先ほど申し上げましたと

おり、例えば専門性に即してそのニーズがあ

れば我々も事業を探して、例えばそういう講

師を呼んでやってみたいということは考えて

おります。例えば画像処理、写真を撮ってそ

の写真を小さく切ってインターネットに載せ

るためにはどうするかとか、そういう専門的

な部分を１つずつやっていかないと、大まか

に中級というと非常に幅が広いんです。例え

ば表計算をつかう、あるいはワープロをつか

う、あるいはフォトショップという画像処理

ソフトをつかう、様々な分野にわたっている

ものですから、その中で本当に必要な分野を

必要としている人たちが集まってそれをやり

たいということであれば、我々もまたそれに

対する事業などを探して、それは可能かと思

っております。

全く否定するわけではございませんが、パ

ソコン教室というとパソコンにとっかかりを

与える、あるいはそのパソコンをどう使うと

いう目的を示すというのがパソコン教室の役

目だと思うんです。そうなったら自分で後は

独学、あるいは友人と切磋琢磨しながら自分

で勉強していくのが本当のあれじゃないかな

というふうに思います。

パソコン自体は文房具として使うというこ

とがありますので、是非ともそこらへんまた

ご理解いただきたいと思います。もし要望が

ございましたら我々も検討していきたいと思

います。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

町長がおっしゃったエクセル、ワード、表

計算からグラフをつくったり、これは今の訓

練生たちは大まかできております。画像処理

も例えばサクラがあってシーサー２つあって

その中に組み入れたり、これも終わっていま

す。簿記も含めて、訓練生たちの中の話では

グループを組んで、町のために地域のために

何かやってあげたいと、そういう思いの人た

ちがいっぱいいます。今おっしゃったような

ことは準備しておりますので、ぜひ開設に向

けて取り組んでいただきたいと思います。以

上で終わります。

（平良義徳議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで３番平良義徳議員の質問を終わりま

す。

次、７番喜久村等議員の発言を許します。

（喜久村等議員登壇）

○ ７番 喜久村等議員

７番喜久村等です。私は２点ほど質問いた

します。まず１点目に、久米島一周線の街路

樹の一部撤去について。歩道に植栽されてい

る樹木で、場所によっては歩行者の妨げにな

り歩けない状態にある。特に、泊から宇根に

向けての赤平通りは子どもたちの通学路でも

あり、とても危険である。また、集落内にお

いては路地から出る際に右手からの通行者や

車が見えにくい場所がある。このような危険

な場所の整備を県に要望する考えはありませ

んか。

２点目、ＬＥＤ防犯灯の設置について。現

在ある防犯灯は耐用年数が過ぎており、だい

ぶ劣化している。修理代等で費用がかさみ、

各字の負担加重となっている。町としてＬＥ

Ｄ防犯灯に変更する考えはないか。

以上、２つの質問します。

○ 議長 喜久里猛
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平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

７番喜久村等議員の質問にお答えいたしま

す。久米島一周線の街路樹の一部撤去につい

て。県としては、現場を確認し歩行者及び車

両の通行に支障があれば対策を講じたいとの

事です。

ＬＥＤ防犯灯の設置について。町としても、

将来防犯灯を全てＬＥＤ化する目標で進めて

おり、一部については平成24年度の一括交付

金事業を利用し整備を実施したいと思ってい

ます。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

県としては現場確認をしてからということ

でありますが、この現場確認はいつどのよう

にして行うのかお願いします。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

時期の話はしていなかったんですが、先だ

って確認したところ、とりあえず現場を確認

したいということでございまして、時期につ

いても後日確認をしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

この赤平通りは、部活帰りの学生が夕方、

歩道ではなく車道から歩いているのが頻繁に

見受けられる非常に危険な場所であるので、

早めの対策をお願いします。

建設課長にお聞きしますが、各字の集落内

においては、久米島一円ですそれは路地から

県道に出る際に右手から通行者や車が見えに

くい危険な場所、各字の区長さん にお願い

して、その報告をさせることが出来るかどう

か確認したい。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

この件に関しては我々としてもあちこち回

ったところ危険な箇所が多いんですね。この

箇所については事故も起きています。そうい

うことがあるもんですから、県の方にはその

旨の整備といいますか、要望をしています。

問題なのは、植栽がかなりあってその左右見

通しが悪い所の財産の処分は、国庫補助入れ

ている関係上、県の判断だけでは難しいとい

うことがあって、１本や２本であればそれは

それで何とか出来るというのがあるらしんで

すが、けっこう大がかりな整備になると国と

の調整も必要だというのもあって、なかなか

進まないというのが現状です。しかし、安全

上どうしてもやらないといけない部分に関し

ては、こちらとしても強く要望はしていきた

いと思っています。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

今の報告によりますと、これは生活をして

いるのは町民ですので、ぜひ町民の立場で県

の担当者に報告できるようにお願いします。

また次の質問に移ります。ＬＥＤ防犯灯の

設置についてなんですが、平成24年度の一括

交付金で、整備するというとのことですが、

その予算はいくらで何灯ですか。お伺いした

い。
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○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

4千万ちょっとだったと思いますが、確認

しますので、ちょっとお持ちください。

当初予算の一括交付金の中で4千946万7千

円を計上しております。

灯数につきましては数によってかなり単価

が違ってきますので、現在確定はいたしてお

りません。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

その計画は25年度も継続して予定している

んですか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

出来れば継続して３年ぐらいでできればと

考えております。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

出来れば一括で設置して欲しいんですが現

在利用している防犯灯は当時の防衛庁予算で

確か出来たと思いますが、今後も防衛庁の予

算で一括に設置することはできないのか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

今、モデル的に元々の支柱はそのままにし

て頭だけを変える方法でいくつか変えていま

す。それを試験的に見てやっていくわけです

が、やはり予算的に全部変えるとなるとかな

りの額が掛かりますので、基本的にはその支

柱をそのまま使って頭の部分だけを取り替え

るという方向で考えています。単価がまだ高

いものですからいっきにということはなかな

か難しいかと思います。他の事業との兼ね合

いで難しいかと思いますが、先ほど申し上げ

たとおり３年位を目処に各部落ごとに灯数が

ありますので、同じ割合で灯数していくよう

なかたちで考えております。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

一括という話がございますが、補助事業な

ものですから、物には耐用年数というのがご

ざいまして最近新しく設置した物もあります

ので、そのへんは所管課と調整しながらじゃ

ないと３年間で全部ということができるのか

どうかを含めて、そのへんは検討させていた

だきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

できれば早めに対応していただきたいと思

います。現在、久米島町は各字では人口の多

い字と少ない字がありまして、字費も1千円

から1千500円、2千円とまちまちです。字費

が2千円の小さい字では予算の大半が防犯灯

の整備や電気料金の出費で四苦八苦している

各行事にも支障をきたしている状態である。

その小さい字でこれからの負担加重となって

目に見えない住民サービスが不公平になって

いるんですよ。町民は皆公平であるべきでは

ないかと思いますが町長の考え方をお伺いし

たい。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。
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○ 町長 平良朝幸

ＬＥＤに変えるという光熱費を減額すると

いう目的がございます。確かに小さい字、大

きい字でいろいろな会費を集めて光熱費を負

担したりとか、あるいは行事を持ったりする

というのが非常に厳しい状況がございます

が、その中で、実際、地域で整備するのは地

域でやるというのは基本ですので、そこらへ

んは各地域で節約するものは節約する。ある

いは修繕費に投資するものは投資するという

ふうに各字でそこらへんのところは考えても

らえば僕らとしても非常に助かります。もち

ろん全体的な部分の節減については、町も全

面的にバックアップしていきたいというふう

に考えておりますので、よろしくお願いいた

します。

○ 議長 喜久里猛

７番喜久村等議員。

○ ７番 喜久村等議員

早めに新しいものを設置して各字の負担軽

減をできるようにして、そして久米島一周線

の街路樹の一部撤去についても実現できるよ

う、町長の施政方針にもあるように子どもた

ちが明るく元気で若者が将来に夢をもってお

年寄りが安心して暮らせる街づくり、その実

現が出来ることによって新しい村づくりが出

来ると思いますので、ぜひ実現できるように

お願いしまして私の質問を終わります。

（喜久村等議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで７番喜久村等議員の一般質問を終わ

ります。

次に２番幸地猛議員の発言を許します。

（幸地猛議員登壇）

○ ２番 幸地猛議員

２番幸地猛です。今回の一般質問は、電柱

の地中化について、それから公立図書館の建

設について、その他、施政方針の中からいく

つか質問をさせていただきます。

まず１点目に電柱の地中化について、これ

まで旧仲里村の議会でしたか、合併後の議会

でしたか、何名かが取り上げていました。今

回の電柱の地中化について町としてどう考え

ているか、検討会議をして可能性調査をする

必要があるのではないかということでござい

ます。

電柱を地中化すると、台風の多い我が久米

島では必ずといっていいほど停電が起きま

す。その対策にもつながるものと思います。

それから景観も良くなり環境に優しい島づく

りにつながると思います。それから、新たな

公共工事として雇用対策にもつながるものと

思いますが、どうでしょうか。

２点目、公立図書館の建設について、実は

新庁建設計画、それから第一次久米島町総合

計画の基本構想、それから前期基本計画、後

期基本計画、既に走っていますけれども、具

体的なところが、文章として出てきていませ

ん。これまで具体的な計画はなかったのか、

また町民から要請が出てこなかったのかを質

問いたします。

３点目に施政方針の中から４点ほど質問い

たします。

まず１点目に地方財政改革の推進とありま

す。その中の公共施設の統廃合は具体的にど

こか。

２点目に交通の確保、航空路、海上航路の

運賃低減についての状況について具体的にど

ういった提言がされるのか。

それから高速船導入検討委員会の発足につ
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いて。

３点目に観光産業の振興について、観光客

の減少、歯止めの対策ということで常々言わ

れておりますけれども、具体的にどういった

歯止め対策をするのか。

それから４点目基盤整備について、いま町

道、農道整備されておりますが、しっかりし

た計画に乗っ取ったものなのか、それも含め

て、以上質問をいたします。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

２番幸地猛議員の質問にお答えいたしま

す。電線類の地中化について、私としまして

もライフラインの確保および景観、環境保全

の面から電線類の地中化については早期に進

めるべきだと思っております。しかしながら、

事業導入については電力事業者や個人の負担

がかかる可能性があるため、電力事業者や町

民の理解を得ることが先決条件となります。

今後、国や県または民間などあらゆる方面か

ら情報を得ると同時に地元での事業導入の可

能性を調査しながら電線類の地中化推進事業

の導入を進めてまいりたいと思います。

公立図書館の建設について久米島町後期基

本計画において整備方針は盛り込まれていま

すが、財政的側面から現状での具体的な整備

計画はございません。町の人材育成を図る観

点からも図書館は必要だとの町民、団体等か

らのご指摘もありますので現在の図書館を活

用しながら整備に向けて協議を図ってまいり

ます。

次、施政方針の中の公共施設の統廃合につ

いて具体的な公共施設の統廃合については、

これから行政改革推進本部会議、行政改革推

進委員会等で議論し決定しますが、第一次行

政改革においては、幼稚園、小学校、中学校、

役場庁舎、福祉施設などの統廃合の検討が行

われています。

交通確保で航空路、海上航路の運賃低減に

ついて、現在のところ会社から県に運賃改定

の申請を出しているところであり、４月１日

から実施することになっています。離島割引

カード保持者を対象に航空運賃が往復9千800

円、船運賃が往復3千600円になるということ

で確認をしております。

観光産業の高速船の導入について、高速船

導入については、これまで事務レベルで船舶

の情報収集を行ってきました。来年度から利

用者、事業者等を含めた検討委員会を発足し

て具体的な船種の選定及び導入方法について

議論する予定であります。

観光産業の進行につて、全国的な不況が続

く中、東北大震災の影響で観光入域客が減少

している状況にありますが、これ以上観光客

が落ち込まないように観光協会を中心に関係

者で観光誘客やイベント開催などで歯止めを

かけている状況であります。また、中長期的

には観光協会の事務局態勢の強化や観光受入

態勢の再構築を図り、関係団体と連携協力を

図りながら取り組んでいきたいと考えていま

す。

基盤整備について、町道及び農道の整備計

画は策定されておりません。本町の道路の整

備手法としましては、議会、区長会及び町民

からの要望によって必要性、緊急性、可能性

等を考慮し、優先順位を決めて整備に取り組

んでいるのが現状です。

今後の整備方針として、長・中期、短期計
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画を立てて進める方法、または、現状どおり

の方法どれが良いのか検討し、今後の町の整

備方針としたいと思っております。

（平良朝幸村長降壇）

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

無電柱化、電線地中化の事業の基本方針は

主に町中の幹線道路について整備されている

のが現状であります。都市景観に加えまして

防災対策、緊急輸送路、避難路の確保、バリ

アフリー化等の観点からも現在整備が推進さ

れております。良好な都市環境住環境の形成

や歴史的街並みの保全等が特に必要な地区に

おいては、主要な非幹線道路も含めた全面的

な整備を実施しするとあります。

電線地中化は無電柱化とそれから地中化以

外による無電柱化がありまして、裏配線事業

といっております。無電柱化したい主要な通

りの裏通り等に電線類を配置し、主要な通り

の沿道の需要家への引込みを裏通りから行

い、主要な通りを無電柱化する手法と、それ

から軒下配線無電柱化したい通りの脇道に電

柱を配置し、そこから引き込む電線を沿道家

屋の軒下または軒先に配置する手法でありま

す。

これから無電柱化を検討するにあたって、

久米島においてどの手法がいいのか、地区に

よっていろいろあると思いますが、意見が分

かれるところだと思っています。 実は去っ

た２月28日に町から久米島町景観計画策定に

かかる住民意見交換会が私の地域仲里小学校

区域を対象にして開催されました。

その説明の中で久米島町景観形成重点地区

が４カ所位置付けられておりまして、イーフ

リゾート地区、新興通り地区、そのほか２地

区ございますが、重点地区に位置付けられて

おります。

この地域には建物、あるいは垣根植栽の景

観もさることながら、この際思い切って電柱

の地中化事業も含めて検討されたらと思いま

すが、どうでしょうか。

それが実現すれば、実に時期を得た事業で

ありまして、景観計画の目玉事業になると思

います。町長、答弁お願いします。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

ただいまの幸地議員の質問にお答えいたし

ます。現在、電線の地中化については、景観

計画の中で電線が露出して電柱がたくさんあ

るところは、かなり景観を壊しているという

ことで、地中化に向けて、景観計画の中に盛

り込もうということを進めています。

景観計画に電線の地中化ということを入れ

た場合、重点的にそこに財政的な支援ができ

るといわれています。県からも、ぜひ、景観

計画を作って条例化まで結びつけてほしいと

いうことです。モデル地区としてでもいいで

すから、電線地中化については、ぜひ、進め

ていきたいと思っています。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

町長の答弁の中に電力事業所や町民の理解

を得ることとありますが、町民の理解を得る

こととは具体的にどういったことでしょう

か。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。
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○ 建設課長 盛本實

例えば事業入れて道路沿いに電線の地中化

すると思うんですが、これが補助対象になる

のが、あくまでも道路敷内だけです。道路敷

を外してしまうと個人負担になります。です

から例えばこの通りにしても電線を埋めまし

た、じゃあ、その道路敷内でしか配線はしな

い。それから自宅に引き込む場合には個人負

担か、もしくは町が面倒をみるかになります。

新興通りの部分で、いろいろ検討したんです

が、個人の負担が１軒あたり30万円ぐらい掛

かるんですよ。そこの部分に関してはいろい

ろ町も含めて負担しようかという話も進んで

きたんですが、いろいろな状況の中で今のと

ころ進んでいない状況なんですが、個人負担

をいうのはそういうことなんですね。その道

路敷の中には県と電力事業者、基本的には電

力事業者が賛成しないと県もやりませんよと

いう制度になっています。補助率もそんなに

高くないので、電力事業者にかなり負担が掛

かってきます。電力事業者としても電力需要

が大きいところじゃないとなかなか加担でき

ないという部分がございまして、沖縄県でも

地中化が進まないのは電力事業者の問題とい

われているぐらいのものもありまして、それ

が久米島町となるとどれだけの電気を使って

いるかということで、沖縄電力さんの方がそ

こに事業参加できるかという一つの問題もご

ざいます。

先ほど景観条例を制定する中で特例という

か支援がありますよという話もございました

が、そのへんはっきりすれば、かなり進む方

向にはいくんじゃないかと思います。ただそ

れが先が見えない部分があって久米島町とし

ても今後どうするかと、じゃあ、重点地域に

指定したときに、指定はしたんだけれどもど

れぐらいの支援ができるか。県、国含めて、

それが見えてくればある程度の方向性を見つ

けられるんじゃないかなというふうに思って

おります。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

確かに負担の問題は必ず出てきますね。事

業進める中、しかしながらせっかくこういっ

た条例制定しますので、ぜひ前向きにお互い

もまた町民上げて支援をしていけたらなと思

っています。

宮古地区で実施されていますが、宮古地区

においてもいろいろ町民の盛り上げといいま

しょうか、町民と一緒にむらおこししようと

いうことで実は前に出張がありまして、そこ

で講演がありました。どういった講演かとい

いますと。宮古島地区「ほら吹き大会」とい

うのがありまして、そこで地中化のことを話

していた人がいました。そのあと全国の「ほ

ら吹き大会」も宮古島に誘致して、そういっ

たかたちで地域を盛り上げていって、これが

「ほら」から実現したということを後で聞か

されました。負担は出てきます。当然、お互

い確保しなくてはいけませんが、しかしなが

らお互い景観、すばらしい島を作るんだとい

うことを、これから頑張るためにはそういっ

た盛り上がり、何かのかたちで、久米島を一

つにまとめて盛り上げて行く方法もいんじゃ

ないかと思いますが、町長一言。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

電線類の地中化につきましては、先ほど建
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設課長が述べられたとおり、新興通りの整備

計画の中で地中化しようということで県に要

請したことがございます。しかしながら計画

の途中で個人負担が大きいということと、あ

と歩道にトランスが乗っかるということ、大

きく２つ問題が出まして、歩道が益々狭くな

るということと、個人の負担にはとても耐え

られないということで、結果電線は目立たな

いように設置するということに落ち着いたん

ですが、ただ将来的に地域を限定して、そこ

からまず一つずつ始めていくように取り組ん

でまいりたいというふうに思います。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

この際、一括交付金せっかくありますので、

どうでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

本町の一括交付金3億9千万円でございま

す。3億9千万で電線を地中化するというのは

大変厳しいかと思っております。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

町の方としても前向きに考えています。い

ろんなかたちでお互い良い島を作っていきま

しょうということで、次に移りたいと思いま

す。

２点目の公立図書館の建設について、実は

答弁では、久米島町後期基本計画において整

備方針は盛り込まれています。とありますが、

盛り込まれていますか。

82ページになると思うんですが、教育環境

の充実の中にあります。ここでいう後期計画

の中でいわれているこの図書館というのは学

校図書館の整備だと理解していますが、普通、

公立図書館になりますと、生涯学習の中の図

書館整備だと思うんですが、ここでいってい

る82ページの教育環境充実の中の図書館整備

というのは、学校図書館のことではないでし

ょうかということで理解しておりますが、ど

うでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

田端智教育課長。

○ 教育課長 田端智

これはつい最近の新町建設計画の一部改正

についてということなんですが、その中で教

育関連施設整備事業ということで、その中に

図書館も盛り込んでいます。図書館という文

言はございませんが、教育関連施設の整備と

いうことで入っております。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

いろいろ紐解いてもなかなか文言が出てこ

なかたもんですから調べてみたら教育関係、

普通ですと生涯学習ですが、盛り込まれてい

るということで理解をいたします。

実は先だって「沖縄県21世紀ビジョン基本

計画」というのが配布されましたが、その中

でもしっかりした文言が載っているんです。

離島における定住条件の整備の中で、その

中の教育文化という欄がございまして、その

中段に生涯学習については、地域コミュニテ

ィー再生のための拠点として市町村等と連携

のもと遊休化した公共的施設等を有効活用し

て図書館や公民館等の整備を促進すると。県

の方でも答申の一貫として取り上げてきてい
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るんですね。ですから先ほど町長の昨日の施

政方針の中にもありました。「21世紀ビジョ

ン」を云々ということでありましたが、町と

してもいろいろ財政的に厳しい面があるかも

しれませんが、ひとつ博物館がございますが、

図書館については、島の人たちには必要じゃ

ないかなと思っていますが、教育長、再度答

弁お願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

図書館につきましては、合併以前の大田昌

秀元県知事の方からもお話がありまして、ぜ

ひ大田文庫を造ろうという平成12年から13年

年ぐらいいろいろ動きあったんですが、いろ

いろ土地の問題とかがありまして、頓挫した

経緯がありますが、公立図書館につきまして

は、いろいろ町民、去った３月３日の久米島

郷友会総会が沖縄本島の方でございまして、

そういう交流会の中でも沖縄本島在住の方々

も、ぜひ、久米島町はこういう図書館が必要

ではないかという話をいただきました。

また商工会でもいろんな話の中においても

ぜひ図書館が必要だという話がございまし

た。私たちも今の島の子どもたちなかなか人

前に出て、表現力が乏しいということがあり

ます。これは島の子どもたちがシャイな部分

というのもあるんですが、やはり本を読むこ

とで、思考力、想像力、そして表現力という

一つの学習の和というのが本を読むことで、

そういった力が培われていくと思いますの

で、ぜひ、私たち教育委員会としましても公

立図書館。これをひいては今久米島町はスポ

ーツがけっこう多いんですが、そういった文

化面においては、少し寂しいということがご

ざいますので、教育委員会としましても、ぜ

ひそういった図書館を整備していただいて、

そこで子どもたちの学習をして、そして大人

がもう少し本を親しむようなそういった環境

づくりができれば良いと思っているわけなん

ですが、教育委員会におきましては、今、給

食センターの改築から学校校舎の改築と、そ

して公立図書館という、いろんなハード的な

要素がございますので、そのへんは財政とい

ろいろ考慮しながら図かっていきたいと思い

ます。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

先だって、町長、議長、教育長、県の方に

久米島高校の園芸科廃科について要請してい

ます。その中で新聞切り抜きですが、比嘉教

育長は県外からも生徒を募集する構想を明ら

かにしたと、これ確かですね。今回いろいろ

園芸科、高校問題あります。島外から生徒を

受け入れるにあたっては、学校だけの図書館

だけじゃなくて地域にもそういったしっかり

した図書館が必要ではないかと思っているん

ですよ。

そして公立図書館を中心にして各図書館と

学校の連携しながら、島の子どもたち、我々

も含めて生涯学習の一貫として、いろんなか

たちで、そこを利用する。あるいはまた島外

から訪れる観光客のみなさんも島のことを知

りたい。例えば、雨ふりでなかなか外に出ら

れない。そのときは図書館を利用するとか。

そういったかたちでいろいろ考えて、ぜひ僕

はこれからは町としてしっかり取り組んでい

ってもらいたいと思いますが、もう一度お願

いいたします。
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○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

今ご指摘のとおり、久米島町は、だんだん

子どもたちの在籍数が少なくなっていく中に

おきまして、ぜひ島外からの子どもたちも久

米島の方で学習して欲しいという気持ちがご

ざいます。久米島町におきましても複式学級

が比屋定とまた美崎小学校ということがござ

いますので、そういったかたちで島外の子ど

もたちが増えることでまた島の活性化という

ことも考えられますので、そういった分野に

おいては、ぜひ島の環境そのものももう少し

学習面に力を入れて、また公立図書館という

そういった指摘もございます。

今の図書館ございますが、お客様が島民の

方々が足を運びにくいという、そういったこ

ともございますので、もう少しオープン的な、

そういった公立図書館の整備を図って島の活

性化に向けていければということでございま

すので、ご理解をお願いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

図書館の役割は地域住民の多様な生涯学習

活動を推進していくうえで、もっとも重要な

役割を果たすことができ多種多様な資料や情

報が集積できる拠点として公立図書館は必

要、不可欠な施設ではないかと思っておりま

す。

公立図書館ができることによりまして、ビ

ジネス支援や行政情報提供、それから医療関

連情報提供、地域の教育力の向上支援、子育

て支援、地域情報提供、地域文化発信、また

学校校図書館との連携等これまでにない島づ

くりが出来るかと思っております。ですから

関係団体を網羅して委員会を設置して、ぜひ

島においても公立図書館を建設に向けて進め

ていってもらいたいと思っています。

次に、公共施設の統廃合で、今、廃止され

ている施設で利用していない施設がございま

すか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

撤去しました施設を除いて、ほとんど転用

されています。

例えば美崎保育所が介護保険施設、あと西

銘保育所が紬の工場といったようなかたちで

活用されています。それと真泊のターミナル

は出荷場、選別場です。そういったかたちで

現在のところ活用されていまして、遊休施設

というのはございません。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

十分確認をしていませんが、比屋定中学校

はどうなっていますか。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

比屋定中学校につきましては、小学校と同

じ敷地内にあるもんですから、そこに他の利

用者を入れて使うということは学校管理上無

理な状況で、今有効に活用されていない状況

にございます。

○ 議長 喜久里猛

田端智教育課長。

○ 教育課長 田端智

旧中学校の校舎につきましては、小学校が
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いろんな活用をやっていまして、福祉関係の

方から介護の有効活用にできないかという打

診もあったりしましたが、比屋定小学校につ

きましては、古い校舎の取り壊しもやらない

といけない状況ですので学校施設として、有

効活用していくことで、他の利用は今のとこ

ろ考えておりません。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

施設を使わないと、だんだん老朽化してい

きますので、ぜひ上手く使うようにやっても

らいたいと思っております。

次に、交通の確保、航空路先ほど金額があ

りました。これは離島割引カード保持者だけ

ですよね。島外についてはどういったかたち

で取り組んでおりますか。そういった要請等

もなさっていますか。ＪＴＡに。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

私から今のご回答をしたいと思いますが、

ＲＡＣの取締役会が先だってありまして、今、

宮古、石垣については早割セールの商品とか

があるんですが、そして南北大東については、

島外の高校、公立病院とかがない地域につい

ては島外の皆さんも該当するということにな

っていますが、久米島についても、この早割

制度、その商品を造成してくれということは、

この間の取締役会の中では要望しておりま

す。これはＪＴＡも含めての話で要望をして

おります。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

これは島外の方々から私個人だけじゃなく

て、いろんな皆さんにも話があると思います

が、島に帰りたい、久米島行きたいんだが、

なかなか航空運賃が高くていけませんよとい

うことなんです。例えば最近は旧盆とかそれ

から十六日お墓参りだとか、島の冠婚葬祭な

かなか家族揃って来れないですよね。よく目

にしていますが、宮古は走っていますので、

我々も議会も含めて町も一緒になりまして要

請をしながら、もっともっと島に人を呼べる

ように、安い航空運賃で来れるように特に宮

古がどんどん、走っていますので、よけい我

々焦りますが、ぜひ、その面で一緒に要請を

していけたらと思っておいます。船運賃につ

いては、島外の人も同じでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

船運賃は会社の方から県の方に、今、申請

している途中でありますが、具体的な金額は

まだ決まっていませんが、島外、島内は同じ

値段ということです。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

次は、観光産業振興について、今、大変観

光業者といいましょうか、島になかなか観光

客が来ないということで、よく話を聞きます

が、すみません、ちょっと戻ります。高速船

の導入についてこれまで以前にもいろいろ調

査をされていると思いますが、これは具体的

に、例えば導入に向けての検討委員会になり

ますでしょうかということです。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。
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○ プロジェクト推進室 中村幸雄

高速船の導入については、数年前からどの

ような船舶がふさわしいのか、久米島の海域

にあった船ということで、情報収集をしてき

ました。ある程度、町の方では、この船が良

いんじゃないかというふうに固めている船が

あるんですが、実際、事業者とまた利用者を

含めて協議会を立ち上げて素案というかたち

で、この船の種類を提案して議論していきた

いと思っています。

また県の方でも一括交付金で船舶の建造費

に対する補助を考えているようです。ぜひそ

の制度も活用しながら具体的な導入年度を決

定していきたいというふうに思っています。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

久米島町過疎地域自律促進計画、これ議決

されていますね。その中の事業計画の中で平

成22年度から27年度、７番目渡船施設、高速

船の導入事業ということで30億、これが26年

に10億、27年度20億。これを想定しての今の

委員会の進め方でしょうか。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室 中村幸雄

今、幸地議員が説明しました過疎計画に載

っているとおりのスケジュールで、ぜひ、進

めたいと考えています。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

続きまして、観光産業の振興について、よ

く観光客なかなか増やせませんですよね。そ

の中で町長の答弁の中に中長期的に観光協会

の事務局体制の強化をするということです

が、具体的にどういったことなのか、人員的

な強化なのか、予算的なものなのか。

○ 議長 喜久里猛

ちょっと待ってくださいね。回答の前に産

業振興課長から訂正がありますので。

○ 産業振興課長 平良朝幸

先ほどの船運賃の件で、島内、島外同じと

いうことで説明したんですが、これは離島割

引カードを持っている、離島カード保持者が

3千600円で会社から要請しているということ

ですね。島外者は料金は今までどおりという

ことです。訂正したいと思います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

観光協会の事務局態勢の強化についてなん

ですが、今現在、男性職員として、正職員と

して事務局長が一人しかおりません。これで

は今までのお互いがいろんな運営してきての

反省からすると、やっぱりそれでは今後の十

分な対応は出来ないんじゃないかと年齢的に

も今の事務局も55歳に近づいております。あ

と４、５年ではお互いと一緒で定年の年にな

りますので、将来を見すえた場合には、今か

ら将来の事務局長となるものを養成していか

ないと手遅れになるんじゃないかということ

で、内部としていろんな検討をしております。

早い機会に公募するなり、それなりの人選

がおりましたら、その後継者を作る意味でも

男性職員をあと１人抱えたいというふうに内

部で検討をしております。女性職員について

もコンベンションビューローの予算で今１

人、これが３月いっぱいで期限切れで終わり

ますので、あとは楽天の事務局と観光協会か
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ら半年分の人件費を出して、今、１人抱えて

いるのとか、空港の案内についても行政から

の補助で今２人態勢でやっているんですが、

そのへんまた現行のままでやるべきかどうか

とか、いろんな検討をしながら、とにかく態

勢をもう少し強化したいということで我々協

会の理事のみんなと、今、検討中であります。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

すばらしい人材を全国公募では、どうでし

ょうか。考えたことございますでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

それも一つの思案だと思いますが、私的に

考えれば地元に根付いた、将来的にも本当に

腰を据えてやれる人材が望ましいと思ってい

ます。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

年限打って、例えば３カ年計画とか、しっ

かり提言してもらうと、そういった手法もい

いのかなと思っていますが、そういったとこ

ろは検討してみませんでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

検討したいと思います。先だって東京のあ

る大学の教授、沖縄県の観光ビューローのア

ドバイザーをしている方が、この島にも見え

ました。また県の方にもいろんな人材がたく

さんいらっしゃいます。そういう皆さんの力

をお借りして、いろんなアドバイスをいただ

いてやることも一つの手法かと思っていま

す。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

私は、先だって沖縄本島の在住、この方本

土の方ですが、沖縄本島でホテルそれから石

垣でもホテルを経営してますが、たまたま島

に来る機会がございまして、島を見て何とか

助言してくれという話で、一杯飲みながらの

話でしたが、いろんなかたちで言われたのが、

やはり島をまだまだ売り切っていないんじゃ

ないのかなということなんですね。一例がコ

ーラルウェイでございますね。なかなか久米

島のことが載っていない。小浜島が５ページ

にまたがって載っているとか。そういった話

題性がなかなかなくて、これではなかなか島

をあんた方、発信できていないんじゃないか

というお叱りも受けました。

あと一つは、もっともっと島が一つになっ

て取り組めば素材はたくさんありますよとい

うことなんです。

例えば一例が日本一のクルマエビですね。

日本一のウミブドウ、それから日本一の久米

仙、泡盛ですね。要するに安い料金で島に行

ったらクルマエビが腹いっぱい。ウミブドウ

が腹いっぱい。それから島でしか飲めない酒。

こういった物を売りにして、そしてキャッチ

フレーズを作ったりすればもっともっと島に

人が呼べますよという提言を受けましたが、

そういったかたちの島が一丸となった、人を

呼ぶ、集める、人が来れば何とか、アイディ

アが出まして、次なる手が打てると思います

が、そういったことも一つは、今後は良いの

かなと思っています。どうぞ副町長。
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○ 議長 喜久里猛

大田治雄副町長。

○ 副町長 大田治雄

まさに議員がおっしゃるようなことかと思

います。これもこの間、提案がありました例

えば、ハテの浜をユーチューブで発信すると

世界的にお客さんが入ってくるとか、いまい

う久米島の名産がいろいろ100選にあります。

それをホームページ上で掲載すれば、それを

見た皆さんが島に駆けつけて来るというよう

な、いろんな提案等もありました。今後まさ

にそういうことを研究しながら発信していき

たいと思います。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

最後に基盤整備について、今、町長の答弁

を見ますと、例えばせっかくこういった総合

計画、基本構想、基本計画ありますが、この

答弁を見ますと具体的にちゃんとした計画が

ないような感じですが、そういったかたちで

受けてよろしいでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

内部ではある程度もっています。ただ公に

しているのはないんですが、一時これをやろ

うとしたんですが、いろんな場面で議会とか

区長会とか個人から整備要望があって、現場

を調べて見ると、地域に住んでいる方々はし

っかりそういう現状がわかっているんで、行

ってみたら我々が持っている計画と若干違っ

ていた。緊急性があるとか。必要性があるね

という部分でひっくり返して整備したりして

いるもんですから、なかなかちゃんとした計

画を立ててやるということになると、要する

に地域の声を無視していいのか。議会の声を

無視していいのかという部分がございますの

で、それを含めて今後いろいろ検討します。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

これまで行政経験をした中で、しっかりし

た構想の中では計画はちゃんと備え付けるべ

きだと思っているんですよ。要するに第三者

的にみますと行き当たりばったりというか。

要望があるものはやるけど、ないものはしな

いよというようなかたちで、そういったかた

ちで判断されるのはどうかなと思っています

が、二者択一になるかもしれませんが、しっ

かり計画を立ててやるべきではないかなと思

っていますが、もう一度答弁お願いします。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

我々が持っている資料というのは、地域の

要望も取り入れながらはやっております。

基本的には、幹線的なものに関しては、そ

ういう方法でも良いのかなと思うんですけれ

ども、そうでない部分は、地域がどれぐらい

必要としているか。緊急性があるか、それも

含めて検討はしていきますが、基本的な計画

はあった方がいいのかなと思います。ただそ

の時々の地域からの声が無視できない部分が

あったりしているもんですから、それを含め

て検討する必要はあります。議員がおっしゃ

っているように基本的にベースがないとおか

しいという部分は確かにそうだと思いますの

で、今後それを含めて検討していきながらや

っていきたいと思います。



- 106 -

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

今後検討をお願いいたしまして私の質問を

終わります。

（幸地猛議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで幸地猛議員の一般質問を終わりま

す。

10分ほど休憩します。（午後３時22分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午後３時32分）

６番安村達明議員の発言を許します。

（安村達明議員登壇）

○ ６番 安村達明議員

６番安村です。久しぶりの一般質問で一問

だけ質問したいと思います。

真謝部落農道の整備について。昨年、真謝

区長より直接要請があった農道の整備につい

て、現在の進捗状況と今後の整備計画につい

て伺いたい。

農道、クサトウバルと交差する道路、クシ

バルの路面状態も最悪で、住民が苦慮してい

るが、舗装道路にして住民の安全を確保して

はどうか、伺いたい。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

６番安村達明議員の質問にお答えします。

真謝部落道路整備について、同道路について

は、平成24年度農林水産省事業「農業体質強

化基盤整備促進事業」の新規事業としての採

択に向けて取り組んでおります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

先ほど同僚議員の質問からも全く同じよう

な回答があったんですが、この道路について

は、去年建設課長と真謝区長が直接会ってお

話があったと思うんですが、どういうふうな

状況のお話をしたのか。雨が降ったとかなん

とかの道路状況の考慮をしながらという話が

あったんですが、どういうお互いの状況的な

ことをお話されたのか、お話聞かせてもらえ

れば。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

直接会っての要望ではないです。いろいろ

職員から話を聞いて現状は確認はしておりま

す。

○ 議長 喜久里猛

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

町長の答弁で基盤整備事業の一貫として、

採択に向けて取り組むとありますが、新規事

業にこの２カ所の農道は同時整備と受け取っ

てよいのか。そして事業として採択とあるん

ですが、今から選別するということなのか。

どうですか。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

先ほどの比屋定地区の事業と同じ事業では

あります。23年度の予算がかなり少なかった

ものですから、町としても状況確認して、事

業費の問題工事費の問題と優先順位でいろい

ろ検討をして今回の真謝の地区に関しては次
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年度で取り組もうということで、これから新

規事業というかたちになりますが、県へ要望

としてはエントリーはしていますので、ほぼ

大丈夫じゃないかなという気はしておりま

す。あくまでも気ですけど…。

○ 議長 喜久里猛

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

真謝部落の住民の方々から話しを聞いての

ことなんですが、これはちょっと後回しにし

て…。

とにかく何年も待ち続けている人々のため

にも早めにも農道の整備をして、その農道の

側には河川もあり、川魚さえ生息していそう

な場所でもありますので、整備を早めにして

住民の安全な生活を確保して欲しいというこ

とと。住民からのクレームみたいなことなん

ですが、担当者が変わるごとにたらい回しに

され、町の方針は一貫性がなく大変不本意だ

と。こういうふうな方もいらして、戦前戦後

と一生懸命働いてきたが町の発展とか、村の

発展とか、そういう諸々の気持ちから頑張っ

てきたんだが、このままいくと自分たちが元

気なうちに、この道路は完全なアスファルト

舗装道路に出来るかというのがとても心配だ

ということを言っているわけですね。

今、建設課長の話、町長の話、僕は良い方

に取っているわけですが、まずは大丈夫だと

いうふうな気持ちで聞きますが、町長施政方

針に産業振興基盤整備事業とあり道路整備が

強調されていますが、因みに久米島の県道、

町道、農道何％ぐらいの整備状況なのか。わ

かりましたら。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

細部承知しておりませんので、建設課長に。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

整備率はかなり高いと思うんですが、細か

い数字が手元にないんで、今、お答えできな

いんですが、県全体からすればかなり上位の

整備率になって、農道にしても町道にしても、

そういう状況でございまして、細かい数字に

関しては今議会中に報告したいと思います。

それから先ほどの道路の件ですが、私も先

だって確認しました。やはりちょっと厳しい

部分がある。そういう中でいろいろ現在コン

サルタントに概略設計させて検討しておりま

すので、この箇所につきましては優先的に採

択できるように努力していきたいと思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

これ以上、何を聞いてもあんまり意味ない

と思うんですけど、そろそろ僕は終わりたい

と思いますので、ぜひ、そのへんで生活して

いる農家の人たちの生活行動のためにも、ぜ

ひとも町長、執行部の皆さん方の温かい気持

ちでもって町民の幸せを達成させてくださ

い、お願いします。これで終わります。

（安村達明議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで６番安村達明議員の質問を終わりま

す。

次に８番島袋完英議員の発言を許します。

（島袋完英議員登壇）

○ ８番 島袋完英議員
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24年度の町長の施政方針から質問させてい

ただきました。まず１点目に合併してからの

ことなんですが、行財政改革の達成度これを

お聞きしたいと思います。具体的に示してい

ただきたいと。

１番目、財政収入等歳入確保ですね。２番

目、職員定数。３番目に事務事業の見直し。

４番目に公共施設の統廃合。

次に、農業の振興についてお願いします。

基幹産業である農業従事者の高齢化と担い手

不足は深刻な問題です。一つに担い手不足の

解決方法はどう考えているか。

それから栽培技術、経営技術の向上等、農

協とのＪＡさんとの連携、農林水産部だと思

いますが、どのように取れているか。「農業

は土づくりから」と言われます。本町も堆肥

センターが完成して稼働しておりますが、そ

の可動状況をお示しください。 ３番目に漁

業の振興です。漁業も農業と一緒で基幹産業

であり、後継者育成や漁場確保にもさらに施

策を講じなければいけないと思います。見ま

すと漁港整備はだいたいすんでいるかなとい

うふうに感じますが、その関連設備の整備が

遅れているような気がいたします。

それで一つに鳥島から大田地区の製氷設

備、以前は一農家の方に貯蔵庫を置いて、そ

こから取っていたようですが、それが無くな

りまして、非常に不便であるということです

ね。港の近くに製氷所または冷凍庫を設置す

る考えはないかどうか。

それと儀間から鳥島前、これは大原の前ま

でになるんですが、このイノー、この海は埋

め立てする以前は、私が高校ぐらいに埋め立

てやっているんですが、それ以前はガラサー

山といいますか知仁御嶽、一般にガラサー山

と言っていますが、その近辺はウニがいっぱ

いだったんですよ。ウニとかサザエ、もちろ

んモズクですね。それが埋め立てのためにヘ

ドロが広がってしまって、今ほとんどウニは

見えません。モズクはありますが、もちろん

サザエもいません。しかし一着島という所、

それから空港の南の滑走路の端近辺には、ま

だウニもいるんです。向こうではウニもまだ

取れます。ですからここは一つの牧場ですね。

海洋牧場ちょうどリーフも満潮になっても埋

まらないというふうなことで、上手く利用で

きる海洋牧場になるんじゃないかなというの

を考えたわけです。

それで水質検査とかやりましてサンゴの移

植、サンゴもその適度の温度とかゴミがなけ

ればほとんど生きるんですよね。サンゴみん

な一回死んだらだめだというんですが、海が

きれくなれば、それと18度以下に水温が保た

れていれば、サンゴは絶対生きるんですよ。

そこで根付くんです。ですからそういうふう

な調査をしてもらえないかと。

最後に観光産業についてであります。久米

島観光は先ほど町長は幸地議員の質問の中で

東日本大震災から落ち込んだというふうな言

い方もしていましたが、私はそれをさらに落

ち込んでいるわけであって、久米島観光はそ

れ以前からずっと落ち目だと思うんですよ。

観光協会が８万から９万台維持していると言

っていますけど、これ本当にその数字であっ

ているのかどうかですね。私もそう思うし、

他の観光関係の人たちもおそらく下がってい

るだろうと、絶対９万いないだろうという見

方をしているんですよ。それで横ばいである

ということは全く、８年、10年来、横ばいと

いうことはおかしいと思うんです。
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町長、就任して今１期４年で、５年なんで

すが、町長の考えとして、どうしてこういう

ふうな横ばいなのか、あるいは減って、要す

るに観光客が、増加しないのかと、町長の考

え、どこが原因だと思っているのか、お聞き

したいと思います。

８年前に高里町長の時に、関東、関西に営

業マンをおいたらどうかというふうなことを

提案したことがあります。

要するにいろんなイベントとかもあります

が、誘客の方法として、まずはキャリアでい

うと、ここはけっきょく日本航空、ＪＴＡ、

日本航空が担当というか。なっていますので、

この日航の退職者とかＪＴＡの退職者だと

か、そういう方をお願いして、向こうで観光

の専門に旅行社をずっと回ってもらうという

ようなことを提案したことがあるんですが、

実現しなかったんですが、これを改めて町長

にお伺いしたというふうに思います。こうい

うふうに営業マンをおく考えはないのか。

それからこれまでの誘致活動、具体的にど

ういう方法をやってきたのか。

それと３番目に景観条例の取り組みが最

近、校区ごとに説明会が行われております。

私はむしろ遅すぎるというようなことで、こ

の取り組みは非常に歓迎するものであるんで

すが、まずこういう条例が作られますと、ど

ういうふうな村、どんな町を作っていきたい

のかをお伺いします。あまりにもブロック塀

が多すぎますよね。皆さんも感じていると思

うんですが、空港からブロック塀も多いし、

それから鉄パイプ、ガードレール、それから

危険な所に畑の所にも鉄の策が多すぎるんで

すよね。人間がヤギ小屋に住んでいるような

感じのややもするとそんな感じにもなるんで

すよ。あまりにも鉄で囲まれていると。

これは名桜大学の観光学科の教授が、何年

前でしかた久米島で講演したことがありま

す。あの先生もずばりこれを言っていたんで

すよね。空港から降りて鉄柵、鉄の構造物が

多すぎると。何でこんなに緑の松とか緑の多

い島なのにどうして、ああいう鉄柵で道路と

かをみんな囲むかというふうなことを言って

いました。私もこれは同感なんですよ。です

からこういうのも景観条例が施行されると、

やはり予算かけて県にもここはもう変えて、

擬木ですか。島尻に行くとみんな疑木されて

いますよね。ああいうふうに、やはり見た目

にも自然な感じの物でやらないと、今の空港

からここまでは不自然すぎる。もっと自然な

擬木、あれも別に木ではないんですが、見た

目にはやっぱりあっていますよ。そういうの

に県の方にも要請してもらえるのか、どうか。

それから兼城港湾の整備12月にも聞きまし

たが、これの具体的な解答書を見ますとだい

たい決まっているみたいなんですが、これも

具体的に示してください。バース、ターミナ

ルですね。

それから航空運賃、これは幸地議員からも

ありましたが、航空運賃というのは、船運賃

もそうですが、特に航空運賃については、何

とか、どんなことがあっても低減、値下げ出

来るような方法ですね。とっていかないとい

けないと思うんですよ。

４月１日からは、さらに安くなって片道が

4千900円となるのを島民は非常に喜んでいる

かもしれません。またうれしいですよね。し

かし金持っている人が外に出て行くだけで島

外から来る人が、さらにこれの４倍になりま

すか。結局は往復になると。そういうふうな
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運賃だと観光客、誘客もなかなか利用できま

せんよ。ですからこれは離島カード限定では

あるんですが、これをまず郷友会、それから

婦人会が町婦人連合会がやっています久米島

ファンクラブ、こういう会員になっている人

たちには特例に久米島町として証明書を発行

して、そういう人たちからでも安くするよう

な方法を、これが出来ないのかどうか、県で

あれば県に指示して、また県が出来なければ

町としての予算も組めないかどうか。観光産

業については、その５点の回答をお願いいた

します。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

８番島袋完英議員の質問にお答えします。

行財政改革の達成度について、久米島町集

中改革プランの実施状況からお答えいたしま

す。

歳入の確保については、町税の徴収率を平

成16年度の77.9％を平成21年度に86％にする

計画に対して、実績は85.9％となっておりま

す。

職員定数については、平成17年４月１日の

職員数233名を平成22年４月１日に208名にす

る計画に対して、実績は206名であります。

事務事業の見直しについては、事務事業の

コスト削減、その他整理合理化に取組んでま

いりました。

公共施設の統廃合については、中学校、幼

稚園、役場庁舎、福祉施設の統合を検討しま

したが、実現できたのは、中学校の一部と役

場庁舎の一部のみでございます。廃止施設に

ついては、公衆トイレ、島尻青少年旅行村、

福祉長屋などを廃止しています。

産業の振興についてですが、まず担い手不

足の解決方法。農業生産法人や優良農家であ

る実践的な研修ができる研修制度を創設し、

計画的に担い手農家を育成していきたいと考

えております。

農協との連携ですが、農協も含めた作目ご

との産地協議会を主体に栽培技術講習会や農

業簿記の記帳講習会等を開催し栽培技術及び

経営技術の改善向上を図っております。

堆肥センターの件ですが、平成22年度の堆

肥製造実績は1,150トンで生産目標の約70％

の稼働率となっています。

漁業の振興について、まず製氷設備ですが、

水産関係の施設整備については、今後、久米

島漁協と全体的な施設の整備計画を確認しな

がら整備を進めていきたいと考えておりま

す。

次、水質検査サンゴの移植の件ですが、海

岸線の漁場は儀間、鳥島地域だけの問題では

ありませんので、全体的に陸地から海へ赤土

等、土砂流出しないよう赤土流出防止対策を

講じていきたいと考えています。水質検査や

サンゴの移植については、今後検討していき

たいと思います。

観光産業の振興について、まず観光の不振

の件ですが、久米島の観光入域客については、

いろいろな要因が重なって横ばい状態になっ

ていると思います。一つには高速船の廃止や

ジェット便の減便による団体客の減少が考え

られます。二つ目には対外的に久米島観光の

ピーアール不足もあるものと考えています。

観光営業マンの配置について、関東、関西

に専属的に観光営業マンをおいて誘致すると

いうことは特に現在のところ考えておりませ
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ん。現在は、関東、関西地域の久米島ファン

の方々に久米島観光大使として７名を認証し

ボランティアで活動をさせております。

観光誘客活動についてですが、観光誘客活

動については、観光協会を中心に関東、関西

や東北の大都市を中心に大手旅行会社を訪問

し営業活動を行っています。また、大手旅行

会社の旅行商品や企画担当者を久米島に招い

て久米島の観光地や歴史、文化などの紹介や

地元関係者との意見交換会を行っています。

県内においては閑散期に旅行商品を企画し

県内の大手旅行会社を中心に観光誘客を行っ

ております。

景観条例の事業につきましては、美崎地区、

仲地地区、イーフ地区及び新興通り地区の４

地区を重点地区に指定し、その地区ごとの地

域特性を活かした街づくりに優先的に取り組

んでいきます。ブロック塀も景観を阻害する

要因となっていますので、生垣等への改修と

普及について景観計画の中で明記したいと思

います。

兼城港のバースについて、兼城港の旧バー

スの整備の計画工程ですが、平成24年３月末

に環境調査完了、同年５月末に詳細設計を完

了、同年５月末に埋め立て申請書作成完了、

同年８月に埋め立て申請手続き完了、同年９

月中に工事着手し平成26年３月末に工事完了

の予定で進めています。

新ターミナルの建設予定については、現在

町にとって有利な事業を模索している最中で

あり建設予定年は未定であります。

旅行運賃について、旅行運賃割引制度につ

いては、離島住民を対象に実施されています。

島外からの入域者を対象としているのは、島

に高校と公立病院がない地域が対象になって

います。航空運賃割引補助については、県事

業として実施されていますので、県に対して

島外入域者も運賃割引制度が適用されるよう

今後とも要望していきたいと考えておりま

す。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

１番目の行財政改革については、だいたい

の目的達成にいっているかなというふうに思

っておりますが、この４番目の公共施設の統

廃合ですね。これについてて少しお伺いしま

す。

３～４年ぐらい前ですか比屋定中学校が具

志川中学校と統合して西中になりました。私

は統廃合についても合併協議会の中で、これ

はずっととなえてきたんですが、あのころ合

併協議会では、学校の統廃合も持ち出すと合

併自体がなかなか進まないということで、学

校の統廃合は合併後に推進するというふうな

ことで、統合したわけですね。合併したわけ

です。それから結局10年近くなって始まって

いるんですが、私が不思議に思うのは、どう

して比屋定幼小中学校ですよね。これを一気

に直ぐ幼稚園も小学校も中学校もあのときに

一緒にやれば比屋定学校、完全に全部空くわ

けですよ。廃校として。ところが幼稚園を小

学校を残すだけで結局、同じようにコストが

掛かるというふうなことだと思うんですが、

それがどうして中学校だけになったのか、そ

の経緯がよくわからないもですからお伺いし

ます。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。
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○ 教育長 比嘉隆

合併してから学校統廃合につきましては、

協議会が立ち上がりました。その中におきま

して、当初、比屋定中学校と具志川中学校、

そして久米島中学校と仲里中学校という統廃

合の意見交換会がございまして、その協議会

の中におきまして、小学校につきましては、

当面統廃合については見直そうということで

の結論が出ておりました。これは幼小という

ことがございますので、幼稚園につきまして

も平成20年度までは、統廃合はしないでおこ

うということでの当時の協議会がございまし

て、その協議会におきましては、私たちは統

廃合に向けて推進していることなんですが、

当時としてはまずは中学校の４校を統廃合し

て小学校はこの以降にしようということでの

多分意見交換会の決議だったというふうに感

じております。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

ですから、そのへん予算を要するに最大限

に子どもたちのために使おうということだっ

たら、早く一つにして、そこにまとまった予

算を出せるものだと思うんですよ。それを、

今、教育長もその理由を言わないわけですよ

ね。そのとき教育長は、それには参加してい

ないわけですか。何で小学校と幼稚園は残し

てくれと。どういうふうな理由で残してくれ

ということなかったわけですか。

○ 議長 喜久里猛

比嘉隆教育長。

○ 教育長 比嘉隆

当時としましても、今の小学校の父兄もそ

うなんですが、やはり地域から小学校、その

ものがなくなるということは、文化の衰退が

あるということで大きな懸念材料があったか

と思います。私は当時はその中には参画して

おりませんので、細かいところまではわかり

ませんが、そういったかたちで現在において

も比屋定小学校は在籍数は多分22、３名だと

思うんですが、その中におきましても比屋定

小学校まだ残して欲しいということがござい

ますので、そういったことも含めまして小学

校の統廃合については、時期尚早ではないか

ということがございますので、今中学校を先

に統廃合を推進しているような状況にありま

す。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

地域の意見というのは、これ大事ですよね、

それ大事なんです。しかし町の首長というの

は、やはり予算をいかに合理的にまた最大限

に活用するかということはやはり地域の意見

も聞きながらも、それでもこういう方法がい

んだというようなこと。決断もやることも大

事だと思うんです。誰も知っていますよね。

沖縄本島、あちこちで６校統合とか北部、中

部あたりでもそういう思い切ったことやって

いますよ。ですから子どもたちは、やっぱり

切磋琢磨というのは、人数を集めればその中

から、なお優秀な子どもが生まれるというこ

とは、出ていますでしょう。はっきり言って

少なければ良いという人もいますが、私はそ

うじゃないと思うんですよ。やっぱり人数が

多ければ競争それから特に部活動ですね。部

活動も好きなものにいけるしというようなこ

ともあるので、そういうところはやっぱり教

育長も町長も思い切った決断をやっていくべ
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きだと私は思います。

これ25年度までに久米島中学と仲中の統廃

合、統合のあれもありますが、いろいろある

と思うんですが、やはりそこはまた久米島小

学校、残りますよね。ですからそういうふう

に１校１校将来は統合する構想はなっている

と思うんですよね。ですから私はであるんだ

ったら早めに進めた方が持っている構想から

も、中学校１校とか、小学校２校とかいろい

ろありますよね。それを歴史を重んじている

人たちはみんな卒業生ですよ。卒業した人た

ちは自分たちの歴史のある学校というんです

が、じゃあ、それだけでいいのかと、私はか

えって今学んでいる子どもたちのことを考え

てもいいんじゃないかというふうに思います

が、町長のお考えを。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

学校統廃合につきましては、確かに島袋議

員がおっしゃることもあります。地域のため

に学校があるのか、子どもたちのために学校

校あるのかという議論にもなりますが、ただ

これについては我々もとりあえず中学校統合

して、その後、幼稚園小学校という段階を踏

まえてやっていきたいという指示は示してあ

りますので、段階的にやっていきたいと思い

ます。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

わかりました。ただ私が残念なのは比屋定

小学校、幼稚園残しただけでも本当に意味な

いなと思っている。これを空ければ企業誘致

にも老人ホームであろうがテレホンセンター

であろうが、建物があるから来てくれという

ことも出来ると思うんですよ。ですから企業

誘致にも絡めて、やはり考えていただきたい

というふうに思います。

次に農業振興についてでありますが、農協

とＪＡの営農指導の方と、それから役場の農

林関係とは、どのぐらいの効力かな取ってい

るんですか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

農協の方とは、作目ごとに産地協議会とい

うのがございまして、例えば肉用牛の産地協

議会、そして花卉、甘蔗、サトウキビはサト

ウキビ振興協議会で、あとは人工授精師の連

絡協議会、そういった中で情報交換をしなが

ら農協とはやっております。

農協の中では各生産部会があって、その中

で活動していますので、担当者はその生産部

会と一緒に勉強会に参加したり活動は一緒に

やっております。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

和歌山県の淡路島に行ったんですが、向こ

うの農協、淡路島のタマネギが産地だったん

ですね。ところが高齢化でタマネギは重たく

てなかなか年寄りが無理だということでどん

どん離れていくもんですから、農協と役場が

一緒になって、やっぱり優良農家にブロッコ

リーを生産、補助でさせているわけです。そ

の優良農家で試してみて、これが良かったも

んだから一斉に役場と農協、一斉にタマネギ

農家にブロッコリーに切り替えろというよう

なことをやって、すごく上手くいったという



- 114 -

ふうなところがありました。だから役場とＪ

Ａの、そういう専門の人たちの繋がりという

交流というのは非常に大事だなと思いますの

で、これからもぜひ両方いろんな意見交換し

ながら農家に進めていっていきたいと思いま

す。

それから堆肥センターなんですが、せっか

く作っているんですが、今70％、これをここ

では原料の確保になかなか苦労していると思

うんですよ。はっきりいって牛と、今豚がい

ますかね。それから養鶏もあまりないと思い

ますし、結局はキビガラとか、いろんな使っ

ていると思っているんですけど、これにゴミ

の分別をさらに細かくやってもらって生ゴミ

ですね。生ゴミもその堆肥センターに運ぶよ

うな、そのぐらいまでの分別の奨励をやる考

えはないかどうかですね。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸産業振興課長。

○ 産業振興課長 平良朝幸

堆肥の原料ですが、堆肥の原料は今久米糖

の方からバカス、ケーキ、トラッシュを運ん

でおります。畜産農家からは、牛糞を運んで、

これでだいたい原料の確保は出来ておりま

す。特に今バカスの確保が、今度製糖工場が

ボイラの改修で効率が良くなったということ

で、これは十分確保できるということで話を

して、これからまた利活用していこうという

ことでやってます。

堆肥センターの運営の一番のポイントとは

バカスを十分確保できれば堆肥センターの運

営は十分いけると思っております。

牛糞については、また畜産農家の協力で十

分それも提供しております。

あと生ゴミ処理については、それなりの設

備が必要で、これの運営については実際はた

いへんいろんなところを調査してみると厳し

い運営の状況で、そこらへんは今後検討して

いきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

これも堆肥センターの可動が100％で、さ

らに農家の購入料金が安くならないとあまり

良い施設ではないと思いますので、私はどう

して生ゴミを向こうに持っていかんかという

のは、これは大分県の方で生ゴミ全部分別し

て堆肥センターに持って行っているんです

ね。そしたらクリーンセンターの燃料費が大

分浮いたと生ゴミが無くなるだけで、それで

クリーンセンターの燃料が浮く分、その堆肥

センターの肥料の購入、農家の購入価格がい

くらかでも安くできるんだというふうなとこ

ろもありましたので参考にして欲しいと思い

ます。

漁業の振興ですが、もちろん町長がおっし

ゃっている儀間、鳥島までが久米島町の良い

海ではないんです。周囲全部が良い海なんで

すが、私は特に儀間から空港までの大原の所

は本当に囲まれた養殖場みたいなものになっ

ているもんですから、もっと生かす方法はな

いかということなんですよ。アーサの菌もウ

ニも本当に放流すれば上手くいくと思うんで

す。その前にはやっぱりサンゴの移植ですね。

それも試してみてはどうかなというふうに思

います。ぜひやってほしいと思います。

次に観光産業なんですが、やっぱりどうし

てこんなに落ち込んでいるかというのを私も

ずっと考えるんですが、答えが出ないんです

ね。
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一つに６年ぐらい前に東京のデパートのイ

ベントへ行ったことがあるんですが、そのと

きにアルバイトで雇ったデパートの子たちが

久米島というのを知らないんですよ。そこで

物を売ってもらっているんだけれども５、６

名うちの方で手伝ってもらったのは４名か

な、周囲にもたくさんいるもんで久米島わか

りますかと言ったら、わからないというんで

すね、何処にあるか。だからよっぽど宣伝不

足なのかなというふうに思いましたね。

駅とか回っても、久米島のなかなかポスタ

ーとか、これが少ないですよね。はっきりい

って、ですから観光協会非常に寂しい予算み

たいですが、もう少し副町長、協会長、引き

受けているからには、もう少し予算も組んで

やってもいんじゃないかなというふうに思う

んですよ。

観光協会はっきり言って公用車もないです

よね。車も無い状態、観光協会としての車、

普通ならば側に久米島観光協会と大きく書い

て走るぐらいじゃないといけないと思うんで

すね。今ある車でも貰ったものというんでし

ょ。事務局長の知り合いか誰かのね。だから

非常に寂しい組織なもんですから苦労してい

ると思うんですが、やはりお金を持っている

人を呼ばなければ久米島どうしようもないと

思うんです。

運賃の件をお伺いしますが4千900円になっ

て、もう既に島の青年たちは月に何回かは那

覇に遊びに行けるなという話なんですよ。逆

に島外割引カードを持っている人たちは4千9

00円だったら那覇に飲みに行った方が良いな

ということになるわけですよ。ということは

キビ代はパチンコ屋とか、いろんな全部島外

の会社にお金が落ち、それに増して島の青年

たちも、また土曜日とかは那覇の方に遊びに

行く状態になったら島の金は出て行くだけ

で、全く経済効果にならないと思うんですよ。

それでやっぱり郷友会と久米島ファンクラ

ブ、これどのぐらいの組織かわかりませんが、

こういう人たちにはその一括交付金から久米

島町がいくらか割引しますみたいなそういう

ことも考えてもいんじゃないですか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

久米島観光大使については、自ら久米島が

大好きで久米島のためにボランティアでいろ

んなことをやるという方々に指定はしており

ますが、将来的に観光協会あたりでいろいろ

な計画等がありましたら、僕らはそういう部

分については、バックアップできる部分はバ

ックアップしていきたいというふうに考えて

おります。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

島外の皆さんに対しての運賃の助成につき

ましては、特定の団体だけにはどうかという

意見もございます。今いったファンクラブや

郷友会の皆さんのお話も承っていますが、島

外からの呼び込み誘客効果としてはかなりの

効果が期待できるのではないかと考えており

ますが、そこらあたりでトータルいくらぐら

いの費用がかかって、どれぐらいの効果が見

込めるのか、こういうことにつては今若い職

員がいろいろ調べて勉強しておりますので、

それを受けて町として出来るのか出来ないの

かということを検討してまいりたいと思って

おります。
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○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

こういう何処がもやらないことを町長やっ

てくださいよ。私が12月の議会でも、赤土の

防止でも、まず側溝に穴開けてやってみたら

って言っているんだけど、何処かの別の市町

村でやっている所があるかどうかというの

を。そうじゃなくて自分たちの所でこれ出来

そうだなと思ったら直ぐやるぐらいのあれを

してほしい。

最後にＬＣＣ、先ほど航空路の他社導入と

かいろいろあるけど、これは非常に難しいと

私も思います。というのはＪＴＡとＲＡＣが

久米島は入っているんですが、それ以外にも

来てくださいと言ったら、那覇から沖縄県か

ら県内の離島でおそらく先島以外に他社が入

るのは私は難しいと思うんですよ、人口から

しても。ですから町長がおっしゃった逆に東

京、久米島で、また久米島、東京じゃなくて

もいいですよ。帰りはね。ＪＴＡもそうすべ

きだったと私は思っているんですよ。東京、

久米島で久米島、那覇、東京と帰りは経由で

も空いた席が那覇で乗せられるから、こうい

う路線でピーチなのか、それからジェットス

ター、それからＬＣＣというのはローコスト

キャリアというんですか。定額運賃航空会社

というようなことで、どんどん認可されます

ので、まずそういう会社を東京から久米島に

飛んでもらえませんかということに全力を入

れて、これはどうしてもまた県、国会議員、

国会の力もあると思いますので、町長の力で

どうしてもこれは実現させてもらいたいとい

うふうに、その路線は私は可能じゃないかと

思いますが、町長、どうですか。

○ 議長 喜久里猛

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

先ほど答弁しましたとおりＪＴＡ、ＲＡＣ

以外の航空会社に対しても引き続き積極的に

打診をしていきたいと思います。

先ほどの運賃の件につきましても引き続き

県に要請をしてまいりたいというふうに考え

ております。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

先ほどコーラルウェイの話もありました

が、私もコーラルウェイずっと見みてわかり

ますよ。何で久米島の記事があまりないかと

いうことね。これスポンサーがいないからで

すよ。コーラルウェイ雑誌自体に今コーラル

ウェイに載っている久米仙と久米アイランド

ぐらいですか。それとサイプレス載っている

かね、今。以前はお土産品店とかもけっこう

載っていました。ところがいつの間にか、そ

の個人業者がほとんどコーラルウェイから全

部手を引いてしまって、今はこの３社ぐらい

ですかね。むこうも会社ですからスポンサー

の多い所を先島方面のそれが多くなってくる

と思うんですよ。これも観光協会会長頑張っ

て、もっと久米島取り上げてもらえるように

頑張ってください。私たちも頑張りますので。

はい、終わります。

（島袋完英議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで８番島袋完英議員の一般質問を終わ

ります。

以上で一般質問は終了しました。

以上で本日の日程は全て終了しました。
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これで散会します。

お疲れ様でした。

（散会 午後４時25分）
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平成平成平成平成24242424年 第年 第年 第年 第２２２２回久米島町議会定例会回久米島町議会定例会回久米島町議会定例会回久米島町議会定例会
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（午前 ９時30分 開議）

○ 議長 喜久里猛

おはようございます。これより本日の会議

を開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりです。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 喜久里猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、６番安村達明議員、７番

喜久村等議員を指名します。

日程第２ 久米島町多目的公園整備工事

請負契約について

○ 議長 喜久里猛

日程第２、議案第22号、久米島町多目的公

園整備工事請負契約についてを議題といたし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 副町長 大田治雄

おはようございます。それでは議案第22号

をご説明申し上げます。

久米島町多目的公園整備工事請負契約につ

いて。

久米島町多目的公園整備工事について、下

記のとおり請負契約を締結したいので、地方

自治法第96条第１項第５号の規定により議会

の議決を求めます。

記

１．契約の目的 久米島町多目的公園整備工

事２工区

２．契約の方法 指名競争入札

３．契約の金額 252,000,000円

４．契約の相手方

住所 沖縄県島尻郡久米島町字大田565

番地

商号 久米建設（株）・（株）丸一組

宮里住設建設共同企業体

３社ＪＶ

氏名 久米建設代表 宇縁弘

平成24年３月14日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由であります。久米島町多目的公園

整備工事請負契約の締結については、久米島

町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

又は処分に関する条例第２条の規定により、

議会の議決を得る必要があります。これがこ

の議案を提出する理由であります。

次ページに工事請負契約そして計画平面図

カラーで出ておりますグリーン地帯が今回の

工事範囲になります。なお、オレンジの部分

が別件工事で東屋、トイレそして管理棟が別

件発注になります。今年度事業であります。

なお今回はさっき申し上げました３社Ｊ

Ｖ、６組の共同企業体を編制して入札を終え

ております。

その内の３社が請負比率が98.47％の請負

比率となっております。以上が主な内容とな

りおります。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。
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９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

３社ＪＶの説明を受けたんですが、島内Ａ、

Ｂ、Ｃあるんですが、今Ａで何業者、Ｂで何

業者、Ｃで何業者あります。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午前９時35分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前９時38分）

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

業者の内訳ですが、Ａクラスが７社、Ｂク

ラスが４社、Ｃクラス３社、Ｄクラスが６社、

以上の20業者になってます。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

Ａクラスが７業者ということは、１業者は

入札参加はしていないということなんですよ

ね。どういった理由で。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男総務課長。

○ 総務課長 仲村渠一男

１社については、現在は指名停止の関係で

す。

○ 議長 喜久里猛

９番崎村正明議員。

○ ９番 崎村正明議員

はい、了解いたしまいた。

続きまして、今請負比率98.47％、これ入

札残は返還なんですか、それとも改定契約で

使用するのか。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長盛本實

まだ工事の中でやるべき分が残っています

ので、その返還というよりは、その工事の中

で使っていくといういうことになります。

○ 議長 喜久里猛

崎村議員の本件に関する質問は３回になり

ましたが、会議規則第55条の但し書きの規定

によって特に発言を許します。

９番崎村正明議員。

○ ９番 村正明議員

この負担割合というか工事のＡクラス、Ｂ

クラス、Ｃクラスありますよね。それの割合

をちょっと教えていただけますか。この金額

に対する。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

各社の出資比率がＡグループが５でＢグル

ープが３、Ｃグループとして２という割合に

なっております。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

工期は何日間でいつまでになりますか。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

工期としましては、305日間ということに

なります。

○ ２番 幸地猛議員

わかりました。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

９番島袋完英議員。

○ ９番 島袋完英議員
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先ほどの説明でオレンジは別発注とありま

したが、このねずみ色はバンカーですね。あ

と青いやつは、何か見えないんですが、バン

カーとあとは池なのかな、この方は一緒に入

っているんですか。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長盛本實

それもこの工事の中に入っています。

オレンジの分だけが別件発注で、それ以外

の部分に関しては今回の工事の中に入ってい

ます。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

バンカーは読めるんですが、この青いやつ

これは色からすると池なのかなと思うんだけ

れどもこれは何ですか。ブルーの。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

これはバンカーではありますが、グラスバ

ンカーとは草を刈らないで草だけを長くして

ちょっと難しいような形の中で造っているや

つをグラスバンカーと言います。

○ ８番 島袋完英議員

両方バンカーである。

○ 建設課長 盛本實

はい。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

23年度で建築説明予定されておりますが、

これはゴルフ場終わってからの発注になるわ

けですか。

○ 議長 喜久里猛

盛本實建設課長。

○ 建設課長 盛本實

途中でやります。ある程度土工が終わった

時点、例えば客土があるんですが、それが終

わった時点なので、約１カ月半後ぐらいに建

物、建築とその設備関係を発注しようと思っ

ております。

○ 議長 喜久里猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

（「進行」の声あり）

○ 議長 喜久里猛

これで討論を終わります。

○ 議長 喜久里猛

これから議案第22号、久米島町多目的公園

整備工事請負契約についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成に

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員賛成です。従って、議案第22号、久米

島町多目的公園整備工事請負契約について

は、原案のとおり可決されました。

以上で、本日の日程は全て終了しました。

本日はこれで散会します。

お疲れさまでした。

（散会 午前９時45分）
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欠 席 議 員
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開 議 後 出 席 議 員 番 番

公 務 欠 席 議 員 番 番

番

会 議 録 署 名 議 員 ９番 崎 村 正 明 10番 饒平名 智 弘

職務のため会議に 職 名 氏 名 職 名 氏 名
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 喜久里猛

これより本日の会議を開きます。

日程に入る前に報告します。

８番島袋完英議員議員から欠席の届けがあ

りまいた。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 喜久里猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、９番崎村正明議員、10番

饒平名智弘議員を指名します。

日程第２ 新町建設計画の変更について

○ 議長 喜久里猛

議案第23号、新町建設計画の変更について

を議題とします。本案について提案理由の説

明を求めます。

大田治雄副町長。

（大田治雄副町長登壇）

○ 大田治雄副町長

おはようございます。それでは議案第23号

新町建設計画の変更について、島尻郡具志川

村、島尻郡仲里村の合併後の新町建設計画の

変更について市町村の合併の特例に関する法

律第５条第７項の規定により議会の議決を求

める。

平成24年３月23日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由であります。

新町建設計画の変更については市町村の合

併の特例に関する法律第５条第７項の規定に

より議会の議決を必要とする。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

次ページをお開き下さい。別紙として新旧

対照表を付けております。大枠の中で左側が

改正前、右側が改正後となります。なお、左

側にページをふっております。それぞれ下線

の引かれた箇所が今回の修正箇所となりま

す。それぞれ２ページ、３ページとページで

振っておりますでご覧になってください。

そのほか別冊としまして新町建設計画も添

付しております。その中におきましても先ほ

どの新旧対照表に掲げたとおり、それぞれの

ページの下線の引かれた箇所が今回の修正箇

所となります。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「進行」の声あり）

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

○ 議長 喜久里猛

これから議案第23号、新町建設計画の変更

についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）
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○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第23号、新町

建設計画の変更については、原案のとおり可

決されました。

日程第３ 教育委員会委員の任命につい

て

○ 議長 喜久里猛

日程第３、同意第１号、教育委員会委員の

任命についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

同意第１号、教育委員会委員の任命につい

て。

下記の者を教育委員会の委員に任命したい

ので、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第４条第１項の規定により議会の同意を

求める。

記

住 所 久米島町字上江洲245番地

氏 名 當間 裕子

生年月日 昭和52年３月17日

平成24年３月23日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由

教育委員の吉元せつ子氏が平成24年３月31

日付けで辞職するので、その後任を任命する

ため地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第４条第１項の規定により、議会の同意を

得る必要がある。

これがこの同意案を提出する理由でありま

す。

以上よろしくご審議をお願いします。

なお添付に学歴書等を添付しておりますの

で、よろしく審議のほどをお願い申し上げま

す。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

○ 議長 喜久里猛

これから同意第１号、教育委員会委員の任

命についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

に方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、同意第１号、教育

委員会委員の任命については、原案のとおり

可決されました。

日程第４ 平成24年度久米島町一般会計

予算について

平成24年度久米島町国民健康

保険特別会計予算について

平成24年度久米島町後期高齢者

医療特別会計予算について

平成24年度久米島町水業事業会

計予算について

平成24年度久米島町下水道事業

特別会計予算について
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○ 議長 喜久里猛

日程第４、議案第７号、平成24年度久米

島町一般会計予算。

議案第８号、平成24年度久米島町国民健

康保険特別会計予算。

議案第９号、平成24年度久米島町後期高齢

者医療特別会計予算。

議案第10号、平成24年度久米島町水道事業

会計予算。

議案第11号、平成24年度久米島町下水道事

業特別会計予算についてを一括議題をしま

す。

以上の５件については審査を予算審査特別

委員会に付託してありましたので、予算審査

特別委員長の報告を求めます。

○ 議長 喜久里猛

安村達明予算審査特別委員長。

（安村達明予算審査特別委員長登壇）

○ 予算審査特別委員長 安村達明

平成24年度予算審査特別委員会委員長報

告。

予算審査特別委員会委員長の安村達明でご

ざいます。３月７日の本会議において予算審

査特別委員会に付託されました議案は、

議案第７号、平成24年度久米島町一般会

計予算。

議案第８号、平成24年度久米島町国民健

康保険特別会計予算。

議案第９号、平成24年度久米島町後期高齢

者医療特別会計予算。

議案第10号、平成24度久米島町水道事業会

計予算。

議案第11号、平成24年度久米島町下水道事

業特別会計予算の５会計予算であります。

３月９日、12日の２日間にわたり各款毎に

予算課目を分割して行いました。

執行部から関係職員の出席のもと慎重な審

査を行いました。予算審査特別委員会での多

くの質疑がありましたが、その中から要点を

抜粋してご報告します。

まずはじめに、平成24年度久米島町一般会

計予算の審査状況の概要について報告しま

す。

新年度予算に公民館の修繕費が計上されて

いるか。また公平公正な予算執行の観点から

明確な方針を作成すべきだと思うが、その質

疑に対し当初予算では計上していませんが、

内容等を調整の上６月補正で対応したいと思

います。また方針については、早めに作成し

提示したいと思います。との答弁でした。

合併10周年を迎えるにあたり周年事業等の

予算は計上されているかという質疑に対し、

10周年に係る予算については、式典経費のみ

を計上してあります。また、通常行われてい

るイベント等に冠を付けて予算面も検討しな

がら実施したいと思います。という答弁でし

た。

財産貸付収入の滞納分は確実に24年度で収

入として見込める金額として計上しているの

かという質疑に対し、確実に収入として見込

める金額ではなく調定額に見合った金額を計

上します。という答弁でした。

区長事務委託料という名目で予算項目は業

務内容からおかしいと思うがという質疑に対

し、内容等を再度確認して検討したいと思い

ます。という答弁でした。

庁舎等新改築基金の目標金額を定めている

か。目的金なのかとの質疑に対し、目標金額

は４億円から５億円を予定しています。使途

につきましては庁舎がメインですが、庁舎以
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外にも使われるようになっています。という

答弁でした。

新たに東西交流推進事業で特別旅費が計上

されているが、その内容はとの質疑に対し、

ハワイと姉妹提携で交流要請を受け、その事

前調査や中国の地方都市との交流に向けた事

前調査のための一部国外旅費となります。と

いう答弁でした。

奥武島・オーハ島地区整備基本構想委託料

で予算計上されているが、久米島に自然が唯

一残された島をどのように整備計画を進めて

いくのかという質疑に対し、オーハ島につい

ては、手つかずの自然を残し、人工的な構造

物を造るのではなく、島まるごと博物館とい

う方向性で考えています。という答弁でした。

沖縄県の海洋深層水研究所の農業部門の研

究が24年度で終了すると聞いているが、終了

した場合、現在町が計画している深層水関連

事業に研究員の指導、助言等は受けられるか

という質疑に対し、町とし今後、温度差発電

を中心とした複合利用プロジェクトが続きま

すので、研究部門を残して欲しいということ

は口頭ではありますが、県の担当部長に要請

をしています。との答弁でした。

ふるさと納税収支の方法は、納めた場合の

メリット等をいう質疑に対し、周知は町のホ

ームページや各郷友会の総会等でお願いをし

ております。また納めた方にはお礼状等とオ

リジナルポストカード、町広報誌の送付、そ

して高額で５年連続納税を続けた方には感謝

状の贈呈を実施しています。との答弁でした。

ふるさと納税寄付金の活用方法はとの質疑

に対し、離島甲子園の派遣費の一部補助や久

米島高校とアメリカの遠隔教育の通信費で活

用しています。という答弁でした。

クリーンセンター費の賃金が対前年度比大

幅な増となっているが、その理由はとの質疑

に対し、怪我で入院している職員分とリサイ

クル等のゴミの量が多くなったため対応分の

増になります。との答弁でした。

東日本大震災によるがれきの受け入れにつ

いてこれまで本町に申請があったか、申請が

あった場合の対応について検討されているか

との質疑に対し、現在のところは本町には申

請や問い合わせ等がないため受け入れ対応に

ついての検討はしていません。また輸送のコ

スト面で当分は離島には受け入れ要請はない

と思います。との県の説明がありましたとの

説明でした。

ハブ捕獲買上費が全然度より100万円多く

計上されているが、ハブ買い上げの目的は、

また多くの駆除するために捕獲者を何名か指

定して捕獲させる方法もあるが、検討する考

えはないかとの質疑に対し、第１の目的は有

害生物の駆除だと思っています。またできる

だけ多く駆除するためには、何が一番いいの

か今後検討して対応していきたいと思いま

す。との答弁でした。

前年度に引き続きアーサ虫の研究費が予算

計上されているが、アーサ虫についての研究

の進捗状況はという質疑に対し、沖縄県衛生

環境研究所の職員に定期的に発生状況や時期

について分析調査を行っていますが、まだ発

生のメカニズムがはっきりしていないという

ことで、24年度継続して調査を実施する必要

がある。という答弁でした。

ゴミ袋のレジ袋式導入については、新年度

から実施できるかという質疑に対し、現在２

事業所に見積を以来しており、24年度実施に

向けて発注の準備を進めているところです。
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との答弁でした。

新たに民営化される保育所の職員がほとん

ど臨時職員で対応すると聞いているが、保育

のサービス低下にも繋がると思う。町として

指導できないかとの質疑に対し、県としても

約６割は本務採用とするよう指導はしている

ようですが、保育園の経営の問題等もあるこ

とから町として言えない部分もあります。し

かし町としての保育のサービスの低下がない

ようにとの指導は十分できると思います。と

の答弁でした。

老人ホームに入れない待機者が現在何名い

るか、また現在建築中の老人ホームの実施状

況はとの質疑に対し、現在待機者は約100名

ぐらいと思います。新しい老人ホームが25床

あることから新しい老人ホームが開所した時

点では25名を引いた75名が待機者になると思

います。との答弁でした。

久米島福祉センターの建設費が計上されて

いないが、建設予定年度はいつになるかとの

質疑に対し、24年度に設計をして起債合併特

例債を申請して25年度に建設の計画を進めて

まいります。との答弁でした。

公立病院が指定管理され運営方法が変わる

が町としての負担の増減はありうるのかとの

質疑に対し、過去５年分の赤字の平均の金額

を基本として指定管理費用として補填し指定

管理期間の５年間負担分の上限はありません

が、５年度の再契約時に再度見直すことにな

っています。との答弁でした。

儀間保育園が民営化として５年になります

が、運営状況はという質疑に対し、当初より

運営が厳しくなっていますが、現在は黒字経

営だと聞いております。との答弁でした。

福祉センターの建設場所の選定時期は。去

年の東日本大震災を教訓に危機管理上、高台

に再度検討し直す必要があると思うがとの質

疑に対し、選定は震災後に行いました。場所

が高台という考えもありますが、将来事業を

展開するときにまとまった敷地が必要という

ことで現在の場所に決定しました。という答

弁でした。

今年のサトウキビの不作を受けて来期は共

済に入る農家が多くなると見込まれるが、24

年度当初予算では対応可能なのかとの質疑に

対し、実績に応じた金額を計上していますが、

多くなれば途中補正で対応していきます。と

の答弁でした。

堆肥センター運営費が前年度当初予算より

大幅な減額予算で計上されているが、その理

由はという質疑に対し、堆肥センター運営に

ついては７月を目途に民間委託の予定で当初

予算では６月までの３カ月分の予算計上にな

ります。との答弁でした。

プロ野球を誘致して、現在まで久米島にお

ける経済効果金額でどのぐらいになるか数字

で表さない限り町民は実感がわかないと思う

がとの質疑に対し、現在は経済効果の数字は

出していませんが、できるだけ数字で示すよ

うにしていきたいと思います。との答弁でし

た。

バーデハウス久米島健康づくり推進事業が

前年度より500万円増額して計上されている

がその理由はとの質疑に対し、前年度実績の

入館数に１人500円の計算で計上しますが、2

3年度は入館数が３万人を超える見込みで24

年度は３万人の１人500円の計算で計1千500

万円の予算計上になります。との答弁でした。

久米島紬の貸付返還金が24年度予算に計上

されていない理由という質疑に対し、前期返
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還分については、全て完納されているためで

す。という答弁でした。

パークゴルフ場の供用開始時期と今後の維

持管理についての考えはという質疑に対し、

グランドオープンにつきましては予定として

は平成25年５月を目途にしていますが、工事

の進捗状況によっては、４月になる可能性も

あります。また管理運営については、プロジ

ェクト推進室を中心に管理運営主体等につい

て検討中です。との答弁でした。

消防の広域化の今後の方向性の質疑に対

し、これまでの消防広域化の推進協議会は終

了し４月から沖縄県が提案した組織の下で再

度白紙の状態から検討を行う。という答弁で

した。

防災町づくり事業では約4千200万円の予算

が計上されているが、第一線で活躍している

消防本部に総務課から相談等があったかとい

う質疑に対し、備品調達については調整しま

したが、避難経路避難マップについては、ま

だ協議されていません。との答弁でした。

久米島では現在大型車の免許が習得できな

い状況にある消防職員も大型車の免許は習得

しない職員もいて今後仕事に影響がでると思

うが今後の方針はという質疑に対し、久米島

で今後も大型免許が習得できないようであれ

ば、沖縄本島で救命士の研修や病院実習と同

じ体制で取得させる方法の検討が必要になり

ます。との答弁でした。

具志川城址後の整備事業が毎年予算計上さ

れているが、何年度完成の予定かの質疑に対

し、毎年約1千万円前後の事業を行っていま

すが、平成35年度を目途に進めています。と

いう答弁でした。

学校の統廃合が平成25年度を目標に作業が

進められていると思いますが、検討委員会を

何回開催の予定か、また今後のスケジュール

はという質疑に対し、検討委員会は３回の予

定で進めています。現在、仲里校区にアンケ

ートを実施しておりその内容をまとめた後に

委員会で検討し６月議会で議案の提案を予定

しています。との答弁でした。

学力向上支援事業で奨励金として予算計上

されているが、その内容はとの質疑に対し、

対米請求権事業を活用して現在小学校の学力

低下が著しいということで３年生を対照に塾

を予定していて、その対応です。という答弁

でした。

放課後子どもの教室推進事業がいくつかの

項目に予算計上されている事業内容はとの質

疑に対し、小学校生を対照に地域の方の協力

へて放課後帰宅するまでの時間を学習支援や

スポーツ指導など、子どもたちが安心・安全

で活動し過ごすことができる居場所づくりと

いう事業で、それらに係る経費となっていま

す。との答弁でした。

前村幸秀人材育成基金が新年度予算に計上

されていないようだが、今後どのように活用

していくのかという質疑に対し、具体的な活

用方法については委員会を立ち上げて検討す

る予定で進めていましたが、現在、委員の立

ち上げができていない状況で新年度予算に計

上していませんという答弁でした。

次に平成24年度久米島町水道事業会計予算

について、未収金には企業も含まれていると

思いますが、過年度分は徴収できているのか

という質疑に対し、過年度分に関しては企業

と支払い方法について協議をし計画的に徴収

をしています。という答弁でした。

建設改良費の内訳はという質疑に対し、建
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設改良費の予算は儀間ダムの負担金になりま

す。24年度は新規の事業は計画していません。

という答弁でした。

次に平成24年度久米島町下水道事業特別会

計予算について。

今後の下水道工事の計画はという質疑に対

し、平成26年度に真謝地区が終了します。そ

の後、銭田、山城、儀間、嘉手苅地区の順で

実施の予定で進めています。という答弁でし

た。

浄化センター維持管理費の委託業者の選定

方法は。という質疑に対し、維持管理につい

ては管理資格が必要なことから業者から見積

を取り見積入札で委託をしていきます。との

答弁でした。

次に平成24年度久米島町国民健康保険特別

会計予算について。

今年度はサトウキビが前年度より大幅な減

が予想されますが、現在、国保税の徴収状況

にも影響が出てくるのかという質疑に対し、

現時点では、現年度分と過年度分は前年度と

比べて徴収率が上がっていますが、今後サト

ウキビ等の収入減で徴収に若干の影響が出て

くると思います。という答弁でした。

国保税の徴収率は何％で県内で何番目に位

置しているかという質疑に対し、前年度の徴

収率は88.81％県内で40位で下から２番目で

ここ何年か、この順位で推移している。とい

う答弁でした。

次に平成24年度久米島町後期高齢者医療特

別会計予算について。

久米島町後期高齢者医療特別会計について

は質疑はありませんでした。

その他町税、給食費、公営住宅使用料、保

育料、水道料、下水道使用料等の滞納繰越分

については徴収率向上を図り、町の収入財源

の確保に向けて最大限の努力をするようにと

各委員から強い要望がありました。

以上が予算審査特別委員会に付託されまし

た一般会計、水道事業会計、特別会計につ

いて質疑の概要を申し述べました。

予算審査特別委員会では、たくさんの質疑

が出ましたが、多く面で割愛させていただき

ましたことをご容赦ください。

質疑を終了し討論に入りましたが、賛成反

対の討論はありませんでした。

続いて採決に入り議案第７号、議案第８

号、議案第９号、議案第10号、議案第11号

は、全員、委員をもって原案のとおり可決す

べきものと決定しました。

以上で委員長報告を終わります。

（安村達明予算審査特別委員長降壇）

○ 議長 喜久里猛

以上で委員長の報告を終わります。

委員長報告に対する質疑を省略したいと思

いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 喜久里猛

異議なしと認めます。従って、委員長報告

に対する質疑は省略することに決定しまし

た。

これから討論を行います。

まずはじめに、議案第７号、平成24年度

久米島町一般会計予算について。

これから討論を行います。

討論ありませんか

議案に賛成の発言を許します。

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

ただいま上程されました７号議案、平成2
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4年度久米島町一般会計予算について、３点

ほど要望を申し上げまして、賛成の立場か

ら討論行います。

まず１点目に、一般会計の予算規模が73

億6千118万5千円対前年比で7.2％の伸びと

なっております。その大きな要因は投資的

経費が14億7千925万8千円と前年比で60.5％

の大きな伸びを示しております。その内訳

は普通建設事業が14億7千835万円となって

おりまして、ぜひ、その予算執行にあたっ

ては地元業者を最優先してもらいまして、

発注をしてもらいたいと思っております。

そうすれば雇用の確保が図られ島内経済の

活性化につながると思います。

２点目に今回新設されました一括交付金

については、時間的な関係もあったと思い

ますが、万遍なくといいますか、無難に予

算配分された感じがします。久米島町とし

て一括交付金でこれでやるんだというかた

ちが見えてこないような感じがします。

一括交付金については、町民としても非常

に関心が高く注目をしております。まだ5千

万円程の積み残しがあるということでありま

すので、これから県との調整も十分されまし

て、久米島町としての将来像が描けるような

かたちでの予算措置を要望します。

３点目に予算書とは直接関係ございません

が、「前村幸秀人材育成基金」が活用されて

いないことです。これは寄附をしてくださっ

た方に非常に申し訳ないことだと思います。

この人材育成基金は多くの町民に摘要される

よう早めに管理条例を作っていただき活用を

してもいたいと思います。

以上ですが、久米島町の基本構想に描かれ

た実現に向け、明確な説明責任、結果責任を

果たせられるよう期待をするとともに、予算

執行にあたっては執行計画はしっかり立てて

完全執行されるよう要望しまして賛成討論と

いたします。

○ 議長 喜久里猛

次に反対者の発言ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

なしと認めます。

改めて討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

○ 議長 喜久里猛

これから議案第７号、平成24年度久米島町

一般会計予算についてを採決します。

本案に対する委員長報告は原案可決であり

ます。

本案について委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第７号、平成

24年度久米島町一般会計予算については委員

長報告のとおり可決されました。

次に、議案第８号、平成24年度久米島町

国民健康保険特別会計予算についてを行い

ます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

○ 議長 喜久里猛

これから議案第８号、平成24年度久米島

町国民健康保険特別会計予算についてを採
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決します。

本案に対する委員長報告は原案可決であり

ます。

本案について委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第８号、平

成24年度久米島町国民健康保険特別会計予

算については委員長報告のとおり可決されま

した。

次に、議案第９号、平成24年度久米島町

後期高齢者医療特別会計予算についてを図

ります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

○ 議長 喜久里猛

これから議案第９号、平成24年度久米島

町後期高齢者医療特別会計予算についてを

採決します。

本案に対する委員長報告は原案可決であり

ます。

本案について委員長報告のとおり賛成に方

は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第９号、平

成24年度久米島町後期高齢者医療特別会計

予算については委員長報告のとおり可決さ

れました。

次に、議案第10号、平成24年度久米島町水

道事業会計予算についてを議題とします。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

○ 議長 喜久里猛

これから議案第10号、平成24年度久米島町

水道事業会計予算についてを採決します。

本案に対する委員長報告は原案可決であり

ます。

本案について委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第10号、平成

24年度久米島町水道事業会計予算については

委員長報告のとおり可決されました。

次に、議案第11号、平成24年度久米島町下

水道特別会計予算についてを行います。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

○ 議長 喜久里猛

これから議案第11号、平成24年度久米島町

下水道事業特別会計予算についてを採決しま

す。

本案に対する委員長報告は原案可決であり

ます。

本案について委員長報告のとおり賛成の方

は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第11号、平成

24年度久米島町下水道事業特別会計予算につ

いては委員長報告のとおり可決されました。
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日程第５ 「飲酒運転根絶の更なる推進」

宣言決議について

○ 議長 喜久里猛

日程第５、決議第１号、「飲酒運転根絶の

更なる推進」宣言決議を議題といたします。

本案について提案理由の説明を求めます。

４番翁長学議員。

（翁長学議員登壇）

○ ４番 翁長学議員

決議第１号 平成24年３月23日

久米島町議会議長 喜久里猛 殿

提出者 久米島町議会議員 翁長学

賛成者 久米島町議会議員 山里昌輝

「飲酒運転根絶の更なる推進」宣言決議

上記議案を、別紙のとおり会議規則第14条

の規定により提出します。

提案理由

事件事故のない安全で安心な社会の実現

は、町民、県民の共通の願いである。しかし

ながら、県下の交通人身事故に占める飲酒絡

みの事故比率は、昨年も全国ワーストワンと

なり平成２年より22年連続全国ワースト１と

不名誉な状況が続いている。

飲酒運転は、重大事故や死亡事故に直結す

る大変危険で許されない行為であり何の罪も

ない人を巻き込み、時には命を奪う悪質な犯

罪である。

昨年、久米島町でも飲酒運転で12名が検挙

され、昨年比で５名増加する等、飲酒運転根

絶が叫ばれている中、依然として飲酒運転に

よる検挙者が後を絶たず、飲酒運転根絶は未

だ道半ばと言わざるを得ません。

飲酒の絡む事件・事故や飲酒絡みの重大交

通事の発生が懸念されているところでありま

す。

よって、本町議会は、関係機関・団体・事

業所・家庭及び地域住民が一体となって「酒

を飲んだら絶対運転しない」「運転する人に

は絶対酒を勧めない」「酒を飲んで運転する

人に絶対車を貸さない」「酒を飲んだ人が運

転する車に絶対同乗しない」「ハンドルキー

パー運転を広げる」などの運動を強力に実践

し「飲酒運転の根絶」をさらに推進する為、

本案を提出する。

「飲酒運転根絶の更なる推進」宣言決議

事件事故のない安全で安心な社会の実現

は、町民、県民の共通の願いである。しかし

ながら、県下の交通人身事故に占める飲酒絡

みの事故比率は、昨年も全国ワーストワンと

なり平成２年より22年連続全国ワースト１と

不名誉な状況が続いている。

飲酒運転は、重大事故や死亡事故に直結す

る大変危険で許されない行為であり何の罪も

ない人を巻き込み、時には命を奪う悪質な犯

罪である。

昨年、久米島町でも飲酒運転で12名が検挙

され、昨年比で５名増加する等、飲酒運転根

絶が叫ばれている中、依然として飲酒運転に

よる検挙者が後を絶たず、飲酒運転根絶は未

だ道半ばと言わざるを得ません。

飲酒の絡む事件・事故や飲酒絡みの重大交

通事の発生が懸念されているところでありま

す。

よって、本町議会は、関係機関・団体・事

業所・家庭及び地域住民が一体となって「酒

を飲んだら絶対運転しない」「運転する人に

は絶対酒を勧めない」「酒を飲んで運転する

人に絶対車を貸さない」「酒を飲んだ人が運
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転する車に絶対同乗しない」「ハンドルキー

パー運転を広げる」などの運動を強力に実践

し「飲酒運転の根絶」をさらに推進すること

を誓い、ここに宣言する。

以上、決議する。

平成24年３月23日

沖縄県島尻郡久米島町議会

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案については質疑を省略したいと思いま

すがご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 喜久里猛

意義なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

○ 議長 喜久里猛

これから発議第１号、「飲酒運転根絶の更

なる推進」宣言決議について採決いたします。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、発議第１号、「飲

酒運転根絶の更なる推進」宣言決議について

は原案のとおり可決されました。

以上で、本日の議事日程は全て終了しまし

た。３月７日から長期間にわたりました本定

例会は、予定しておりました全議案が議員各

位並びに執行部のご協力により無事終了する

ことができました。感謝申し上げます。

これにて平成24年第２回久米島町議会定例

会を閉会します。

お疲れさまでした。

（午前10時40分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 喜 久 里 猛

署名議員（議席番号９番） 崎 村 正 明
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